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Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物

－８１

ている｡略完形や大形の破片に復元できるものもある。

しかし、土師器の莞の小片（Fig.８５－７）が床面から

出土した以外、いずれも小片で床面から浮いた状態で

出土している。SC-25が廃絶した後に流入した遺物と

考えられる（Ｆｉｇ８５－１～１１)。

ｌ～５は須恵器、６～11は土師器である。１．２は

坪身で、比較的長めの口縁部が内傾しながら立ち上が

る。３（P1.20-⑦）は、坪蓋と考えるには口径が大き
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２mmの篠が混じる暗褐色砂質土に、明黄褐色シルト小

塊が含まれる。これを埋める②～⑤層は、いずれも小

喋が混じる。②層は明黄褐色砂質シルトで、暗褐色砂

質土のレンズ状ブロックがみられる。③層は暗褐色砂

質シルト。④．⑤層は暗褐色砂質シルトで、④層には

明黄褐色シルトが混じり、それが⑤層では小さな塊と

なる。

SC-25の埋土中からは、比較的多くの遺物が出土し

Ｉ

SP-249

Fig､８４SC-25、SX-67遺構実測図（縮尺１/50）
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の混入品。３は上面中央と端部に敵打痕が残る砂岩の

円喋を利用した敵石である。

この他、鉄刀子の茎部の破片と考えられる鉄器破片

(Ｆｉｇ８９－９）、親指先大の鉄津の破片（Fig89-lO）

が出土している。これらは、SC-25の廃絶後に埋土に

流入した古墳時代後期の遺物と考える。

篭内の焼土を採集して水洗したが、マツ属の樹木の

炭化材やサヌカイトの微細石片が出土した。炭化材は

薪燃料と考えられる。第Ⅳ章を参照されたい。

主柱穴のSP-249の埋土中からは、須恵器の胴部小

片１点、弥生土器や土師器の胴部細片～小片10数点が

出土している。SP-250では、掘り形埋土および上部

流入土層から、弥生土器の胴部細片～小片10点ほど、

柱痕内から弥生土器の胴部小片２点が出土。他に、弥

生土器の胴部小片３点がある。SP-251からは、弥生

土器もしくは土師器の胴部小片～細片が10点ほどと、

須恵器坪蓋の細片１点が出土した（Fig.８７－１）。口

縁端部を摘むように回転横ナデするため、内面に小さ

、

、
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いため、大型鉢とした。外面Iこはへう記号と考えられ

る細く浅い条線が３条みられる。４は身が深めの鉢の

細片、５は壷の底部破片である。

６（PL20-③）は土師器の鉢で、比較的大きな破片

で出土した。７～11は、土師器の姿である。７～１０は

口縁部内面がわずかに内湾しながらのびる。いずれも

細片で、古墳時代中期の遺物である。１１（PL20-⑨）

は、比較的大形の破片に復元でき、口縁部が反転する

｢<」字形口縁をもつ。１．２．６の須恵器とともに、

古墳時代後期に比定できる。

石器類も出土している（Fig86-l～３)。１は緑色

片岩の扇平片刃石斧の基部の破片と考えられる。２は

横断面が蒲鉾形の全長18.1cmの緑色片岩。径３～５ｃｍ

の柱状の緑色片岩を縦に半裁したもので、厚さ３cmほ

どを測る。下端部の上面には部分的に研磨痕が残り、

さらに端面には敵打痕を観察できる。弥生時代の肩平

片刃石斧の素材の可能性があり、これを蔽石として再

利用したものと考えられる。１．２は弥生時代の遺物

Ｆｉ９８５ＳＣ－２５埋土出土遺物実測図１（縮尺１／３）
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みられる。３は天井部と口縁部の境に沈線状の浅い段

が巡る。口縁端部を回転横ナデするため、内面に浅い

段状の小さな面が形成されている。４．５は、これら

の蓋に伴う坪身である。口縁部の立ち上がりは比較的

長めで内傾する。これに対して、６．７の坪身は、相

対的に小さく、口縁部の立ち上がりは厚く短い。８～

10は短脚の高坪である。脚端部は、回転横ナデで、窪

みのある面ができたり、小さく折り曲げられる。１１．
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Ｆｉ９８７ＳＣ－２５内SK-503、SP-251出土遺物実測図

（１：SP-251、２：SK-503、縮尺１／３）
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Fig.８６SC-25埋土出土遣物実測図２（縮尺２／３，１／２）
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な段状の窪みが巡る。

また、南壁沿いに位置しSC-25に付属する出入り口

に関連する土壌と考えたSK-503では、掘り形埋土か

ら、高坪の口縁部細片、坪の胴部小片、弥雄十器や土

師器の胴部細片～小片１０数点が出土した。他に、埋土

中として取り上げた遺物として、須恵器坪身（Fig

87-2）がある。口径が比較的大きく、口縁部の立ち

上がりは内傾し、長めである。他に、弥生土器や土師

器の胴部小片～細片８点ほど、土師器の斐口縁部小片

が出土している。

一方、SC-25上部のⅢ層からは、比較的多くの遺物

が出土している。弥生土器が多いが、ここでは埋土出

土遺物と同じ古墳時代後期の遺物を報告する（Fig

88-l～30)。ｌ～20は須恵器､２１～30は土師器である。

ｌ～３は坪蓋で、天井部が低く全体に丸みをおびた

体部をもつ。２は凹線で天井部と口縁部が区分される。

口縁内面には浅く細い沈線が１条巡る。口縁部外面に

は、箆状工具を押さえつけて施された短斜線が部分に
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Fig.８８SC-25上部Ⅲ層出土遺物実測図（縮尺１／３）
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提瓶もしくは平瓶の口頚部で、中位に浅いが幅がひろ

めの凹線が１条巡る。１７は、SC-21で出土例（Fig

79-8）と同じく、胴部の成形後、孔をあけてタタキ

調整を施し孔を塞ぐ。横瓶の胴部端部と考えた。１８～

20は壷の口縁部と肩部の破片。１８の口縁部外面には、

細い沈線が巡る。２０は口縁部を外面に肥厚させて、横

ナデで浅い凹線状の沈線を施す。１～16は古墳時代後

Fig.８９ＳC－１５．１８．２５．２７．３０、ＳＰ－４４４ｏ４９７出土遣物実測図（縮尺２／３）

'2は身が深い碗である。１１は内外面を回転横ナデし、

口縁端部を尖らせる。１２は胴部中位に幅が広いが浅い

凹線が’条巡る。外面はカキメ調整。’3は短頚壷の蓋

である。口縁端面には、回転横ナデで窪みを持つ小さ

な面ができている。１４は長頚壷の口縁部細片。１５は、

径から蓋の可能性も考えたが、深さがありすぎる。身

の深い塊である可能性もあるが、器種は不明。，6は

＞～

７



期に比定できる。

２１～28は土師器の婆である。２１～25は、口縁部がや

や内湾気味、あるいはほぼ直線的にのびる「く」字形

口縁部で、口縁先端を内側に摘み出すように強く横ナ

デ調整する。２６も口縁部がほぼ直線的にのび、端部が

丸くおさめられるが、口縁内面の上半部分を強く横ナ

デしており、その点は21～25と共通する。古墳時代中

期に比定できる。これらに対して、２７．２８は口縁部が

胴部から緩やかに反転しながらのびる蕊で、ｌ～１０の

SC-28号竪穴式住居（Fig.９０～94,ＰＬ７．２０．２１）

ＣＺ・ＤＡ－ｌ２・’3区に位置する隅丸長方形の竪穴式

住居跡である（Fig.９０、ＰＬ７)。長軸長564ｍ、短軸

長4.54ｍを測る。ＳＣ－３０を切る。上部のⅢ層中位で

SX－６８．６９が出土した。埋土は砂喋が多く混じる褐色

砂質シルトで、床面近くには小指先大のにぶい黄褐色

砂質シルト塊が点々と混じる。

床面では、ＳP－２５８．２５９．２６０．２６１．２６４．２６５．

２６６．２９１．３２２．３２５．５９４．５９７が出土した。この中で、

立柱痕跡を確認できたのは、SP-258・２５９．２６０．

２６１．２６４．３２２．５９４などである。SC-28は古墳時代後

期の竪穴式住居跡であり、当該期の一辺５ｍ規模の竪

穴式住居跡は４本柱構造のものが一般的であるので、

当初は、ＳP－２５９．２６１．５９４と、ＳＤ－３で破壊された

と考えられる柱穴を加えて、４本柱構造を復元してい

た。しかし、SP-594では立柱痕跡は確認できず、

SP-259は、古墳時代後期の遺構が共通してもつ埋土

に砂牒が多く含まれる特徴はみられない。さらに、配

置関係からＳＤ－３で破壊されたと柱穴を想定するにも

無理がある。そこで、ＳP-264.322の２本柱構造を考

えた。柱間は385ｍを測る。

また、床面中央ではSK-262が出土した。柱穴であ

るSP-264.322のほぼ中央に位置する。SC-28に付設

された施設の可能性があるが、性格は不明である。

柱穴のSP-264は、長径73cm、短径64cm、深さ46ｃｍ

の長円形の掘り形をもち、径24cmの立柱痕跡を検出し

た。先端を残して折り取られている。折り取り後には、

小喋が多く混じる黒褐色砂質シルトの①層、黒褐色シ

ルトに親指先大の黄褐色シルト塊が多く混じる②層が

流れ込む。立柱痕跡にあたる③層は黒褐色シルトであ

る。

SP-322は、長径63cm、短径55cm、深さ25cmの不整

な長円形の掘り形の中で、径22cmの立柱痕跡を確認で

須恵器に伴う古墳時代後期の土師器喪と考える。２９．

３０は、土師器の甑である。２９の口縁部には、内外に薄

く不整形の粘土を貼り付けている。成形時に生じた亀

裂を補修したものか。

この他、小さな碗状の鉄津破片が出土している

(Fig89-11)。

以上、SC-25は、弥生時代や古墳時代中期の遺物の

混入がみられるが、埋土出土の遺物から考えると、古

墳時代後期に廃絶された竪穴式住居跡である。

きた。立柱は先端部を残して折り取られている。立柱

折り取り後に流れ込んだ①層は、小篠がとくに多く混

じる黒褐色砂質シルトである。立柱痕跡の②層は小篠

が少量混じる黒褐色シルト｡掘り形埋土上部の③層は、

黄褐色砂質シルトを多く含む黒褐色シルト、下部の④

層にはⅣ層の淡黄褐色砂質土が詰め込まれていた。

床面中央で検出したSK-262は、長さ98cm、幅82cm、

深さ５cmの浅い方形土壌である。埋土は黒褐色シルト

で、親指先大～３cm大の黄褐色シルト塊がかなり多く

混じる。

埋土の遺物には、須恵器・土師器・弥生土器がある

(Fig.９１－１～１０)。ほとんどが床面から若干浮いた状

態で出土している。いずれも、SC-28が廃絶された後

に、流れ込んだり投棄された遺物と考えられる。２の

須恵器の壷の胴部破片は、上部のⅢ層下部で出土した

破片と接合・復元できた。

ｌ（PL20-⑩）は須恵器の高坪で、坪部下半に浅い

段が巡る。器体は歪み、焼成も不良である。２（PL

21-①）は、形成中に底部に５～６cmの穴をあけて、

指を差し込み胴部下半の調整を行った後、粘土円盤を

貼り付ける。そのため、胴部内面には指頭痕が集中し

てみられる。外底面には、不明瞭ではあるが、粘土接

合線が残る。７は土師器の霊の口縁部破片。１．２と

ともに、古墳時代後期のものである。

３～６．８～10は弥生土器。３は複合口縁壷の口縁

部破片で、外面に６条の平行沈線文、その下方に４条

一単位で櫛状工具を「メ」字状に交差させて、「Ｘ」

字文を施文。器壁の芯部には、黒化層が残る。４の壷

は、頚部の付け根に断面台形の突帯を貼り付け、平織

りの布を巻いた指先を押捺して刻目を施す。５．６は

高坪。５の外面には、沈線状の凹線文を６条巡らし、

その下方に箆状工具で短く細い「ノ」字形に短斜信線文

－８６－
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Fig.９０ＳＣ－２８、ＳＸ－６８ｏ６９遺構実測図（縮尺１/50）
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Fig.９４SC-28上部Ⅲ層出土遺物実測図（縮尺１／３）

8９－

小片、土師器や弥生土器の胴部小片がある。

ＳＫ－２６２では、埋土中からは、弥生土器の斐胴部破

片や､壷もしくは鉢の胴部小片が数点出土しているが、

いずれも細片で、図化できるほどの破片はない。

埋土と比べて、SC-28上部のⅢ層部分からは比較的

多くの遺物が出土している。前述したように、埋土出

土の破片と接合・復元できたものがあるので、ここで

は古墳時代の遺物を選び報告しておく（Fig.９４－１～

19)。ｌ～16は須恵器、１７～１９は土師器である。１．

２は坪蓋、低く丸みをおびた天井部をもつ。２は天井

部と口縁部の境には、幅の広い凹線が巡る。３～８は、

身がやや浅く、内傾する口縁部の立ち上がりは長めで

ある。坪の中で、１．３～５は小片のために口径は不

確実。６（PL20-⑪）は比較的大きな破片に復元でき

た。１２．１３は薄手のつくりで、蓋と考えた。９．１０は

高坪の杯部破片。９は坪部の中位に回転横ナデで凸線

をつくり出す。１０は浅い段状の凹線が巡る。１６．１７は

｢<」字形口縁をもつ尭で、口縁部内面がわずかに湾

曲する。１９は二重口縁の語である。これらの遺物は、

９の高坪と１７～19の尭が古墳時代中期、他は古墳時代

後期のものと考えられる。
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を施す。６の脚部の上半には７条の箆描き沈線文を巡

らし、下方に未貫通の矢羽透孔を追加する。８．９は

外底面が凸レンズ状の不安定な底部、１０は裾部が｢ハ」

字形に踏ん張る上げ底である。４～６．１０は弥生時代

中期後葉～後期初頭、３．８．９は後期中葉に比定で

きる。

この他、石英粗面岩製の砥石の破損品（Fig.９３－１）

や、花尚岩を利用した台石（Ｆｉｇ９３－３）、花尚岩や

砂岩の円探も出土している。これらも、SC-28の埋没

過程で投げ込まれた遺物である。また、土層観察用に

残したベルトの埋土部分を取り上げて水洗したとこ

ろ、炭化米やサヌカイトの微細石片が出土した。炭化

米については第Ⅳ章を参照されたい。

柱穴のSP-264からは、細片ではあるが、比較的多

くの遺物が出土している（Fig.９２－１～３、Ｆｉｇ９２－

２）。Ｆｉｇ９２－１は須恵器の坪蓋の天井部、２は口縁

端部を横ナデで引き伸ばした壷の口縁部、３は「<_｜

字形口縁の謡である。２は上部流入土である①．②層

から出土。ｌは古墳時代後期、２．３は弥生時代後期。

Ｆｉｇ９３－２は磨石の欠損品。円柱状の篠を含む砂岩の

一面が平坦となり、擦痕が残る。この他、須恵器坪蓋

菱
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このように、埋土出土の遺物には、SC-28の廃絶後

に流入したものばかりであるが、後述するSC-30が古

墳時代後期の竪穴式住居跡で、これをSC-28が切るこ

SC-30号竪穴式住居（Fig.９５～98,Ｐ１．７．２１．２４）

ＣＺ・ＤＡ－ｌ２・’3区に位置する隅丸方形の竪穴式住

居跡である（Fig.９５、ＰＬ７－２)。SC-28、ＳＰ-575.

576、ＳＤ－３に切られる。西壁近くの埋土下部でSX-

66が出土した。SC-30が埋没する過程で投棄された焼

土である。

東西幅4.6ｍ測り、床面には貼り床が施される。床

面の北東部でSP-610を検出し、貼り床を除去した後

に北西部でSP-611を確認した。ともに立柱痕跡は確

認できなかったが、配置関係からSC-30の柱穴と判断

した。また、SC-30南側のＳＤ－３下底面で、ＳＰ－

５３１．５３２．５６２．５８０などが小穴が出土している。その

中で、埋土が篠混じりの暗褐色砂質土で、ＳP-610.

611と深さがほぼ共通するものとして、ＳP－５３２．５８０

がある。しかし、SP-580からは、古代末～中世前半

の須恵質土器の胴部片が出土しており、SC-30の柱穴

とは考えられない。ここでは、南東部の柱穴を欠き、

柱並びが矩形であるが、ＳP－５３２．６１０．６１１から構成

される４本柱構造を復元しておく。柱間隔は、ＳＰ－

５３２．６１１間が2.56ｍ、ＳＰ-610.611間が１９ｍを測る。

東西の土層断面では、①～⑪層が住居跡本体の埋土

部分、⑫～⑲層は貼り床部分にあたる。埋土の大部分

を占める①～③．⑥層は、小牒が多く混じる褐色砂質

シルトで、炭化物や焼土が多く含まれ、小指先大の位

げたにぶい黄褐色砂質シルト塊が下半部にみられる。

④層はにぶい黄褐色砂質シルトのブロック。⑤層もに

ぶい黄褐色砂質シルトのブロックで、暗褐色砂質シル

トが混じり、炭化物が多く含まれる。⑦～⑪層は東壁

沿いに流れ込んだ土層群である。⑦層は篠が少量混じ

る褐色砂質シルトで、黄褐色シルトの小塊が多い。③

層は篠が少量混じる褐色シルトで、黄褐色シルトがま

ばらに混じる。⑨層は黄褐色シルトの塊。⑩層は褐色

シルトに小指先大の黄褐色シルト塊が点々と混じる。

⑪層は褐色シルトである。

貼り床部は暗褐色シルトの土層群からなる。⑫．

⑮．⑰．⑲層には砂篠が混じる。⑫．⑭．⑮．⑱層に

は、親指先大の位げた黄褐色シルト塊が含まれる。

⑯．⑱層には、黄褐色シルト塊が特に集中してみられ

る。⑬層は褐色シルトである。

と、埋土中の遺物でもっとも新しい須恵器の高坪

(Fig.９１－１）を参考とし、SC-28は、古墳時代後期の

時期幅で捉えることができる。

柱穴と考えたSP-532は、径18～20cmの略円形の掘

り形をもち、埋土は径ｌ～２ｍの篠がやや多く混じる

暗褐色砂質土である。SP-610は、長径35cm、短径３０

cm、深さ29cmの不整な長円形の掘り形をもち、埋土は

小篠が少量混じる暗褐色砂質シルトに親指先大のにぶ

い黄褐色シルト塊が多く含まれる。SP-611は、貼り

床下底面での検出であるが、長径32cm、短径25cmの不

整な長円形の掘り形をもち、埋土は砂牒混じりの暗褐

色砂質シルトである。

前述したように、SC-30の埋土の大部分は①～③。

⑥層で、調査時には埋土を上部・中部・下部に人工的

に分層して精査したが、上下関係なく弥生土器・土師

器・須恵器が出土している。最も出土量が多いのは弥

生土器であるが、古墳時代後期の須恵器と土師器が混

じる。いずれも小片であり、SC-30が廃絶した後の埋

没過程で流入した遺物と考えられる（Ｆｉｇ９６－ｌ～

15)。

ｌ～３の須恵器の坪蓋で、天井部が低く丸みをおび

る。２（PL21-②）は口縁屈曲部に回転横ナデで細く

低い凸線が巡る。３の口縁端部は、摘むように回転横

ナデを施し浅い段をもつ小さな面ができる。古墳時代

後期に比定できる。

他は弥生土器である。４．５は弥生時代中期後葉の

口縁部が胴部から「<」字形に屈曲する壷の口縁部。

５は口縁端部を強い横ナデで拡張して２条の凹線文を

施す。６は複合口縁壷の口縁部破片。外面には幅広の

沈線間に刷毛目工具も小口部角を押捺する列点文を施

文し、端部に３条一単位の山形文を箆状工具で施文す

る。７は口縁端部上部に粘土を貼り付けて拡張し、外

面に凹線文を４条巡らす。凹線の間隔は一定せず、１

条ずつ引いている。８．９は尭の口縁部。８は、拡張

させた口縁端面に２条の凹線文を施す。１条は幅が広

く深いが、他の１条は細めで浅く沈線状である。１０は

坪部上半が「Ｌ」字形に立ち上がる高坪である。１１は

壷、１２～１４は喪の底部である。１５は手握ねでの壷のミ

ニチュア品。４．５．７．８．１０．１１～14は弥生時代

中期後葉～後期初頭、６．９は後期中葉の遺物であ

る。

－９０－
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この他、床面上から緑色片岩でつくられた石庖丁の

破損品（Ｆｉｇ９７－ｌ、ＰＬ２４－⑥）が出土している。片

刃の直線刃の石庖丁である。また、器種は不明である

が磨製石器の未成品の破損品（Fig.９７－２）が出土。

これらは弥生時代の遺物で、混入品である。西半部の

埋土から鉄津の小片が出土している。古墳時代後期の

遺物と考えられる。

貼り床部からも､弥生土器・土師器．須恵器の細片、

焼土塊などが出土している。いずれも小片で、貼り床

の掘り形地業を行う際に、混入したものである（Fig.

９８－１～８）。１～３は須恵器。１は天井部と口縁部

の境いに回転横ナデで段を巡らす。２も坪蓋で、口縁

端部を摘むように回転横ナデするため、内面に破段状

の沈線が巡る。埋土出土のものと比べてやや古く、古

墳時代後期の遺物であり、SC-30の上限を示す。以外

は弥生土器である。４は複合口縁壷の口縁部で、外面

には４条一単位の波状文を櫛状工具で施文する。弥生

時代後期中葉の遺物である。５～８は、弥生時代中期

後葉の謡および壷である。

また、土層観察用ベルトの一部を、埋土部分と貼り

床部に区分して取り上げて水洗選別を行ったところ、

炭化米やサヌカイトの微細石片が出土した。炭化米に

ついては第Ⅳ章を参照されたい。

柱穴であるSP-532からは、土器細片数点、径0.5～

２cmの角張った炭化物片が多く出土している。

以上、埋没の最終段階を示す埋土中に流れ込んだ須

恵器と､住居の上限を示す貼り床部出土の須恵器から、

SC-30は古墳時代後期と判断した。

Fi998SC-30貼り床部出土遺物実測図（縮尺１／３）

SC-33号竪穴式住居（Fig.９９～１０１，Ｐ１．６．２１）

調査区北壁沿いのＣＺ・ＤＡ－１４．１５区に位置する竪

穴式住居跡である（Fig99、ＰＬ６－３)。やや胴張り

の隅丸方形と考えられるが、西側部分が撹乱で破壊さ

れ、北半部も調査区外にのびるため、規模は不明であ

る。ＳＫ－３２、ＳＰ－４０９．５００に切られ、ＳＫ-31.39を切

る。また、Ⅳ層上面でSC-33を検出する際に、ＳＸ－６３

を確認した。

床面で、ＳP－４９９．５３７．５３８．５４７～550の大小の小

穴を確認した。その中で、SP-499で径１７cmの立柱痕

跡を確認でき、これを柱穴と考えた。

住居跡埋土は、径３～５ｍの篠が混じる暗褐色砂質

シルトで、径１～２cmの位げたにぶい黄褐色シルト塊

が含まれる。
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柱穴と考えたSP-499は、径34～37cm、深さ20cmほ

どの円形の掘り形をもつ。立柱痕跡は先端がやや尖り

気味であり、①．②層がこれにあたる。①層は上部に

径２～３ｍの喋が多く混じる暗褐色砂質土、②層は暗

褐色砂質土で立柱の先端部分にあたる。③～⑥層は掘

り形埋土。③層は径２mmの篠が少量混じる暗褐色砂質

土で、褐色シルトの薄いレンズ状ブロックが多くみら

れる。④．⑤層は暗褐色砂質土で、④層に篠が混じる
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【
曲

Fig97SC-30出土遺物実測図（縮尺２／３）
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が、⑤層には篠はほとんどみられない。⑥層は褐色シ

ルトで、径２～３cmの楕円形の暗褐色砂質土塊が少量

混じる。

埋土から出土した遺物には、須恵器・土師器・弥生

土器がある。いずれも小片であり、SC-33が廃絶され

埋没中に流入した遺物である（ＦｉｇｌＯＯ－１～７)。ｌ

は高坪の杯部で、中位に浅い段が巡る。２の須恵

器腿は、SC-33上部のⅢ層から出土した破片と接合・

復元できた。３は土師器の莞で、１．２と同じく古墳

時代後期のものである。４～７は弥生土器。４は長頚

、 ０Ｉ

ｌ
ｈ
Ｌ

壷の胴部破片。５と同一個体である可能性が高い。６

は無頚壷。口縁部直下に浅い沈線状の段を箆状工具で

巡らす。７の高坪脚部は、５条一単位で細い沈線を螺

旋状に巡らし､その間に未貫通の矢羽根透孔を施す。

柱穴であるＳＰ－４９９からは、立柱痕跡から径５ｍｍの

角張った炭化物片がごく少量、掘り形埋土から弥生土

器の胴部細片～小片３点が出土。他に、長さ9.5cm，

径3.3cm～４cmの棒状の花尚岩円喋がある。

一方､Ⅲ層からは比較的多くの遺物が出土している。

弥生土器も多いが、前述したように埋土から出土した

2４

z歩

１

一一

〆

麺

ノ

Fig.１０１SC-33上部Ⅲ層出土遺物実測図（縮尺１／３）
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須恵器腿と接合できる破片が混じっているので、ここ

では古墳時代の遺物を選び出して報告する（Ｆｉｇ

ｌＯｌ－ｌ～26)。

１～20は須恵器。ｌ～３の坪蓋は丸みをおびた体部

をもつ。１（PL21-③）の天井部外面には、「×」形

のへラ記号が焼成前に施されている。２は薄手のつく

りで、器高が高く、高坪の可能性も残す。４～９は坪

身。いずれも丸みをおびた体部を持ち、口縁部は内傾

し短く立ち上がる。９（PL21-③）の内底面には、径

２cmほどの棒状工具の端部で押さえつけた痕跡が残

る。１０～１２は高坪の坪部破片。１１．１２の杯部中位には

浅い段が巡る。１３は腿の口縁部。口縁外面には凸線

状の段をつくり出す。また、口縁端部の内面には、回

転横ナデで浅い段状の窪みをもつ小さな面ができてい

る。１４は長頚壷の蓋。１５の肩部には細い沈線状の段が

巡り、その上部に櫛状工具を押捺した短斜線文が施さ

れる。１６～１９（Pl21-④～⑦）は鉢。１６は口縁部を回

転横ナデでわずかに外反させる。胴部中位に凹線を巡

らす。１７～19は同一個体である可能性が高い破片であ

る。外面に間隔をあけて凹線を巡らし、その間に４条

の櫛描き波状文を施す。

２１は小型丸底壷の口頚部の破片である。２２～26は

｢<」字形口縁をもつ謡で、口縁部内面がわずかに内

湾して端部に小さな面をもつ２２．２４．２５と、口縁部の

緩やかに屈曲する２３．２６がある。この他、Ⅲ層最下部

からは鉄錐の茎部と考えられる細い棒状の鉄器破片が

出土している（Ｆｉｇ８９－５）。Ⅲ層出土の遺物では、

ｌ～１１．１４．２３．２６は古墳時代後期、１６～１９．２１．

２２．２４．２５は古墳時代中期に比定できる。

以上の埋土と上部Ⅲ層の遺物から、SC-33は古墳時

代後期の竪穴式住居跡と判断できる。

〔埋土〕

壱三ｉＦ=二》，

Lrf三

Ｆｉ９１０２ＳＣ－３７埋土および貼り床部出土遣物実測図

（１～６：埋土、７～１１：貼り床部、縮尺１／３）
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SC-37号竪穴式住居

（Fig.７２．１０２．１０３，

Ｐ１．３．４．２１）

調査区北壁沿いの

ＤＣ・DD-l5区に位置

する竪穴式住居跡であ

る(Fig.７２､ＰＬ３－２．

４)。SP-510に切られ

る。また、前述したよ

うに、土層断面の観察

0，

、

、 一

、～－－一一一一一 一戸＝字ヂー

20cｍ

〆

４）。SP-510に切られ’

る。また、前述したよ’

うに、土層断面の観察

からＳＣ－ｌ７を切ってい

ることを確認した。そ

のため、ＳＣ－ｌ７と切り

合った部分の壁を１０ｃｍ

ほど削ってしまった。

住居跡の大部分は、

調査区外にのびているため、

Fig.１０３SC-37出土遺物実測図（縮尺１／４）

調査区外にのびているため、規模は不明であるが、一

辺4.5～５ｍほどのやや胴張りの方形住居跡と考えら

れる。また柱穴などは確認できていない。

住居跡内には、小喋が多く混じる褐灰色砂質シルト

の①層と、暗褐色シルトの③層が南側から流れ込む。

①層には縞状に暗褐色シルトが、③層には軟らかな黄

褐色あるいは褐灰色砂質シルトの小塊が混じる。②層

は黄褐色砂質シルトのレンズ状ブロックである。壁際

には、暗褐色砂質シルトの④層と、小喋がわずかに混

じる黒褐色シルトの⑤層が堆積する。床面には青灰色

の細砂層が薄く堆積している。

床面には比較的しまった⑥．⑦層の貼り床が施され

ている。黒褐色シルトで、下部の⑦層には横に位げた

小指先大の黄褐色砂質シルト塊が点々と混じる。

埋土中からは、土師器・須恵器が出土した（Fig

lO2-l～６)。１．２は須恵器の杯蓋。天井部と口縁

部の境に浅い段が巡る。口縁端部内面には、回転横ナ

デで浅い沈線が生じている。３は薄手のつくりで、口

径がやや不確実であるが、短頚壷の可能性がある。口

縁端部内面に浅い沈線が巡る。４．５は須恵器の高坪。

４の坪部中位には、浅い沈線が巡る。ｌ～５は古墳時

代後期の遺物である。６（PL21-⑩）の土師器鉢は、

床面から出土した比較的大きな破片で、SC-18の埋土

から出土した破片と接合・復元できた。肩平な胴部に

やや内湾する口縁部がつく。胴部内底～内底面には暗

文が施され、外面のへラミガキも暗文風である。古墳

時代中期のものと考えられる。これらは、いずれも小

片や細片で、SC-37が廃絶され埋没する過程で流れ込

んだ遺物である。この他、埋土上部から、肩平な砂岩

の円喋を利用した台石（ＦＩｇｌＯ３－ｌ）が出土してい

る。

貼り床部分からも、土師器・須恵器の弥生土器の細

片～小片が30点ほど出土している（Fig.102-7～11)。

７は比較的大形の須恵器坪の天井部破片。８は身が浅

く丸みをおびた体部を持ち、口縁部は短く内傾しなが

ら立ち上がる。９は径から高坪の坪部破片と考えた。

１０～12は土師器。１０は胴部上半が窄まり、「く」字形

に反転する口縁部がつくと考えられる。１１は器種不明。

１２は把手付き莞もしくは甑の把手の破片である。

以上、住居の埋没段階で流入した遺物は古墳時代後

期、住居構築時に貼り床部に混入した遺物の中でもっ

とも新しい遺物は古墳時代後期の遺物である。したが

って、SC-37が営まれた時期は、古墳時代後期の時間

幅の中で捉えることができる。

9６－



（３）掘立柱建物

SB-42号建物（Fig.１０４．１０５）

調査区北東隅のCY-l5区では、ＳP-432.446で立柱

痕跡を確認し、北側の20次調査区でほぼ等間隔に並ぶ

SP-237.238が出土し、ＳP-432.446の梁間１間（梁

間長1.7ｍ)、ＳP-432.20次調査SP-237.238の桁行２

間（桁行長3.4ｍ）以上の掘立柱建物と考えた（Fig

lO4)。

SP-432は、径67～68cm、深さ17cmの不整円形の掘

り形をもつ。掘り形内のやや東よりで径21cmの立柱痕

跡を確認した。柱は先端を残して折り取られている。

①層は柱折り取り後の流入土、②層は立柱痕跡、③・

④は掘り形埋土である。上部流入土の①層は、径２～

３cmの砂篠をかなり多く含む暗褐色砂質土。立柱痕跡

にあたる②層は、径２～３cmの砂喋が少量混じる暗褐

色砂質土で、下部に幅ｌ～２cmの褐色シルトのレンズ

状ブロックがやや多くみられる。掘り形埋土の③．④

層は、径２～３cmの砂喋が多く混じる暗褐色砂質土で

ある。

SP-446は、径51～55cm、深さ22cmの略円形の掘り

形をもち、その東寄りの底面付近で、径22cmの立柱痕

跡を確認できた。SP-432と同じく、先端を残して柱

SB-43号建物（Fig.１０４．１０５）

調査区北東部のＣＹ・ＣＺ－１４．１５区のSP－３３４．３３５

はほぼ同じ略円形の掘り形をもち、径１７～１９cmの立柱

痕跡を確認できた（Fig.１０４)。掘立柱建物の一部と考

え、これに対応する柱穴を探すことに努めた。北西側

には対応する柱列はなく、南東側の撹乱嬢を挟みSP-

474を確認できた。SP-474は掘り形や立柱痕跡は小さ

いが、他にSP-334.335と掘立柱建物を構成する柱穴

は見あたらないので、ＳP－３３４．３３５．４７４から構成さ

れる梁間１間（梁間長243ｍ)、桁行ｌ間（桁行長４．１１

ｍ）の掘立柱建物を復元した。柱穴のSP-474はSK-

36を切る。また、桁行のSP-335.474上にSP-340が

位置するが、SB-43との関係は不明である。

SP-334は、長径72cm、短径65cm、深さ１９cmの略円

形の掘り形をもつ。掘り形の南壁沿いで径１９cmの立柱

痕跡を確認できた。立柱痕跡にあたる①層は南側に傾

き、立柱は引き倒されたものと考えられる。一部が粘

性をおびた黒褐色砂質土で、径３～５mmの篠が多く混

じり、径１cmの楕円形の褐色砂質シルト塊が少量含ま

Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物

が折り取られている。①～③層は柱折り取り後の流入

土で、④層は立柱痕跡。①層は径ｌ～３mmの砂牒がか

なり多く混じる暗褐色砂質土。②層は径１～２mmの砂

牒が少量混じる暗褐色砂質土で、幅５mmほどの褐色シ

ルトのレンズ状ブロックが多くみられた。③層はにぶ

い黄褐色シルト。立柱痕跡の④層は黒褐色砂質土で、

径ｌ～３cmの楕円形の褐色砂質土塊が多く混じる。

遺物は、SP-432の上部流入土①層から、須恵器坪

の天井部破片（Fig.１０５－１．２）や胴部細片１点、

弥生土器もしくは土師器の胴部細片４点、長さ3.5cm、

幅27cm、厚さ1.5cmのシルト岩の小円篠が出土してい

る。他に、弥生後期前葉の斐口縁部破片（Fig.１０５－

３)、弥生土器の胴部細片２点がある。

SP-446では、①層には径５，mの角張った炭化物片

がやや多く含まれ、①～③層から、弥生土器もしくは

土師器の胴部細片～小片５点が出土した。他に、埋土

中として取り上げた遺物に、須恵器胴部小片２点、弥

雄十器の胴部細片～小片７点がある。

以上の砂喋が多く混じる埋土の特徴と出土遺物か

ら、SB-42は古墳時代後期に比定できる。

れる。②～⑤層は掘り形埋土で、いずれも黒褐色砂質

士。径２～５mmの角牒が多く混じる。⑤層には褐色シ

ルトの薄いレンズ状ブロックが多くみられた。

SP-335は、長径75cm、短径69cm、深さ21cmの略円

形の掘り形をもち、ほぼ中央で径１７cmの立柱痕跡を確

認した。埋土上部の①層は、柱を抜き取られた後の流

入土である。小喋がとくに多く混じる黒褐色砂質シル

トで、径２～３cmの不整形の黄褐色シルト塊が点々と

含まれる。立柱痕跡である②層は黒褐色砂質シルトで

ある。③．④層は掘り形埋土で、黒褐色シルトに黄褐

色シルトが径５～７cmの塊がいくつか混じる。

SP-474はSK-36を切る。掘り形は、径48～50cm，

深さ21cmの略円形で、他の柱穴と比べて小さい。また、

立柱痕跡も径１２cmで、細めの柱である。立柱痕跡の②

層は埋土中位で検出され、その上部には①層が堆積す

る。①層は、立柱が先端を残して折り取られた後に、

流れ込んだものと考えられる。径３～５mmの角喋がか

なり多く混じる暗褐色砂質土。立柱痕跡の②層は、径

－９７－
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〔SB-49〕
ＳＰ轡428

Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物

〔SB-44〕
ＳＰ－４５８

〔SB-42〕
ＳＰ－４３２

＝二三軒＝、#､↑

鶏

〔SB-46〕

SP-404

にわずかに粘性をおびる。褐色シルトの薄いレンズ状

ブロックが少量みられる。

出土遺物には、細片～小片化した土器や炭化物片が

ある。SP-334の立柱痕跡である①層から、須恵器の
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Fig.１０５ＳB－４２．４３．４４．４６．４９出土遣物実測図（縮尺１／３）
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２～３mmの角喋が少量混じる暗褐色砂質土で、褐色シ

ルトの薄いレンズ状ブロックがごく少量みられた。部

分的にわずかに粘性あり。掘り形埋土の③．④層は、

径２mm前後の篠が少量混じる暗褐色砂質土で、部分的
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坪部口縁部の細片（Fig.１０５－４）、土器の胴部細片１

点が出土。他に須恵器の胴部破片２点（Fig.105-5)、

弥生土器もしくは土師器の胴部小片４点がある。また、

①．②．④層では、径５ｍの角張った炭化物片、径２

～３ｍの粒状の炭化物片がみられた。

SP-335では、上部流入土①層から、弥生土器もし

くは土師器の胴部細片～小片９点が出土。他に、掘り

形埋土を含め、須恵器坪身の口縁部細片（Fig.１０５－

６)、弥生土器もしくは土師器の胴部の細片～小片８

点、硬質砂岩の円篠の小片が出土した。

SP-474では、上部流入土①層から、須恵器の壷口

縁部（FiglO5-7)、弥生時代中期後葉の口縁部に凹

線文を巡らす喪の口縁部（Fig.１０５－８)、弥生土器と

土師器の胴部細片～小片５点、径５mmの角張った炭化

物片や径２～３mmの粒状の炭化物片が多く出土した。

掘り形埋土からは、弥生土器と土師器の胴部細片～小

片８点が出土している。

出土遺物､砂喋が多く混じる埋土の特徴をもつこと、

SK-36を切ることから、SB-43は古墳時代後期に比定

できる。

ノ／

出土遺物は少ない。SP-458では、上部流入土①層

から弥生土器と土師器の胴部細片～小片９点、掘り形

埋土③層からも弥生土器もしくは土師器の胴部細片～

小片６点、擦痕が残る短い棒状の砂岩円篠の擦石が出

土（Fig.１０６－２）が出土。他に、弥生時代中期の凹

線文を施す壷の口縁部（Fig.１０５－９)、土師器もしく

は弥生土器の胴部小片２点がある。

SP-467では、上部流入土①層から土師器もしくは

弥生土器の胴部細片～小片８点が出土。土師器や弥生

土器の胴部細片～小片10数点がある。また、掘り形埋

土の③層には炭化物片が混じっていた。

以上、遺構の時期を確定できる手がかりとなる遺物

は少ない。しかし、砂牒が多く混じる埋土の特徴から

考えて、SB-44は古墳時代後期の掘立柱建物と判断し

た。
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Fig.106ＳＢ－４４ｏ５８、SP-419出土遺物実測図

（１：SP-419、２：SB-44柱穴SP-458、３

SB-58柱穴SP-142、縮尺２/３．１／２）
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SB-44号建物（Fig.105～１０７）

調査区東端のCX-13区で立柱痕跡が確認できたSP-

458.467は、２０次調査区のSP-136.137とともに、梁

間１間（梁間長1.48ｍ)、桁行ｌ間（桁行長3.46ｍ）の

掘立柱建物を構成する（FiglO7)。

SP-458は、径4.9～53ｍ、深さ15cm前後の不整円形

の掘り形をもつ。掘り形の下底面で径15cmの先端を残

して抜き取られた立柱痕跡を確認できた。①層は、立

柱を抜き取った後に流れ込んだ小喋が多く混じる黒褐

色砂質シルト。②層は立柱痕跡で、黒褐色シルトであ

る。③層は掘り形埋土で、わずかに黄褐色シルトが混

じる黒褐色シルトである。

SP-467は、長径73cm、短径55cm、深さ28cmの不整

な長円形の掘り形をもち、径18cmの立柱痕跡を検出し

た。掘り形の中位での検出であり、立柱は先端を残し

て折り取られたものと考えられる。立柱を折り取った

後に流入した①層は、小喋がとくに多く混じる黒褐色

砂質シルト。立柱の先端部分にあたる③層は、黒褐色

砂質シルトで、③層と比べて砂質が若干強い。掘り形

埋土の③層は、小喋が少量混じる黒褐色砂質シルトで

ある。

1００

Ｉ｡
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Fig.１０７ＳＢ－４４ｏ４５ｏ５２遺構実測図（縮尺１/50）
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SB-45号建物（Fig.１０５．１０７）

CY-12区に位置するSP-434.435で構成される梁間

ｌ間（梁間長1.4ｍ）の掘立柱建物である（FiglO7)。

SP-434.435は共通した掘り形の平面形・大きさ・深

さで、確認できた立柱痕跡も同じである。

SP-434は、径70～75cm、深さ52cmの胴張りの隅丸

方形の掘り形をもち､径19cmの立柱痕跡を確認できた。

立柱は先端を残して折り取られている。埋土上半部の

①層は、立柱の折り取り後に流れ込んだ土層。小篠が

とくに多く混じる黒褐色砂質シルトで、黄褐色シルト

の小塊が部分的に集中する。立柱痕跡の②層は黒褐色

シルトで、砂喋はほとんど混じらず、軟らかな黄褐色

砂質シルトの小塊が点々とみられる。③～⑤層は掘り

形埋土で、少量の小牒が混じる黒褐色シルト。③．④

層には小指～親指先大の黄褐色シルト塊が混じる。黄

褐色シルト塊は、③層には多いが、④層には少ない。

SP-435は、径63～70cm、深さ45cmの胴張りの強い

隅丸方形の掘り形をもち、径１８cmの立柱痕跡を確認で

きた。SP-434と同じく、立柱は先端を残して折り取

られている。埋土上半部の①層は、立柱の折り取り後

に流れ込んだ土層で、小喋がとくに多く混じる黒褐色

砂質シルト。径１～３cmの不整形の黄褐色シルト塊が

多く含まれる。②層は立柱痕跡で、南に若干傾いてい

る。黒褐色シルトで、下部に親指先大の黄褐色シルト

塊が流れ込んだように溜まっている。③～⑤層は掘り

形埋土の黒褐色シルトである。③．⑤層には親指先大

の位げた黄褐色シルト塊が点々と混じる。

出土遺物には､弥生土器・土師器・須恵器があるが、

いずれも細片である。SP-434では、上部流入土①層

SB-46号建物（Fig.１０５．１０８）

ＣＸ・ＣＺ－１３．１４区で立柱痕跡を確認できたSP-338.

404.412.473は、掘り形の平面形や深さがかなり異

なるが、立柱痕跡の径がほぼ揃うこと、南側のSB-43

とほぼ並行すること、ＳB-44.45などとほぼ同じ規模

であることから、掘立柱建物と考えた（FiglO8)。梁

間ｌ間（梁間長１．３８．１５８ｍ)、桁行ｌ間（桁行長428

ｍ）で、やや矩形の平面形である。柱穴のSP-412.

473はSC-35を切り、さらにSP-473はSK-36も切る。

SP-338は、隅丸方形の掘り形をもつ。長さ63cm、

幅56cm、深さ１８cmを測る。掘り形の中央から若干南よ

りで径18cmの立柱痕跡を埋土中位で検出した。立柱は

先端を残して折り取られていると考えられる。埋十卜

１０２

から、弥生土器や土師器の胴部細片～小片１点と、須

恵器坪身の口縁受け部の破片（Fig.１０５－１１)、胴部

(Fig.105-13.14)、土師器蕊の口縁部先端の細片

(Fig.105-15)、弥生土器の上げ底の底部片が出土し

た。掘り形埋土からは、須恵器の蓋の天井部破片

(Fig.105-10)、凹線を挟み羽状文を櫛状工具で押捺

施文する長頚壷と考えられる肩部破片（FiglO5-l2)、

弥生時代中期後葉の口縁端部を上方に摘み上げた妻の

口縁部破片（FiglO5-l6)、弥生土器ないしは土師器

の胴部細片７点が出土した。立柱痕跡の②層からは、

古墳時代後期の土師器の胴部の破片２点が出土｡他に、

弥生土器や土師器の胴部細片が１０数点ある。

SP-435では、上部流入土①層から、須恵器坪身の

比較的大形の破片（FiglO5-l8)、弥生土器もしくは

土師器の細片化した胴部破片１０点ほど、炭化物片が出

土している。掘り形埋土からも、須恵器高坪の坪部小

片（FiglO5-19)、弥生土器もしくは土師器の胴部細

片７点ほどが出土している。他に、須恵器坪身（Fig

lO5-l7)、弥生土器の口縁部片（Fig.105-20)、須恵

器胴部片１点、土師器もしくは弥生土器の胴部細片５

点がある。

以上の遺物の中で、もっとも新しい時期の遺物は、

SP-434出土の須恵器蓋（FiglO5-lO)、SP-435出土

の須恵器坪身（Fig.１０５－１７．１８）である。とくに、

坪身は、比較的口径が大きく、丸みのある胴部を持ち、

やや長めの口縁部が内傾しながら立ち上がる。古墳時

代後期に比定でき、SB-45は当該期の掘立柱建物と捉

えることができる。

部には、立柱折り取り後に流入した篠が非常に多く混

じる黒褐色砂質シルトの①層が流れ込む。立柱痕跡に

あたる②層は黒褐色シルトで、小喋は混じらない。掘

り形埋土の③層は黒褐色シルトで、部分的に黄褐色シ

ルト小塊が点々と混じる。

SP-404は長幅66cm、深さ30cmの胴張りが強い隅丸

方形の掘り形をもつ。立柱痕跡は、径21cmを測り、埋

土下部で検出した。SP-338と同じく、先端を残して

立柱が折り取られたためである。埋土①．②層は立柱

を折り取った後に流れ込んだ士層である。①層は砂喋

が混じる黒褐色シルトで、径４～５cmの不整形の黄褐

色砂質土塊がとくに多く混じる。②層は砂喋が多く混
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じる黒褐色砂質シルト。立柱痕跡の③層は黒褐色シル

ト。掘り形埋土の④層は砂喋がごく少量混じる黒褐色

シルトである。

SP-412は長径90cm、短径70cm、深さ43cmおよび６３

cmの長円形の掘り形をもつ。掘り形内の南半部で、径

17cm前後の立柱抜き跡と、北半部で径９cmの杭痕跡を

検出した。立柱痕跡がSB-46の柱と考えられる。杭痕

跡は、先端を残して折り取られており、立柱を抜き取

った後に流れ込んだ①．②層の中で、②層を切り込ん

でいることから、SB-46の廃絶後に打ち込まれたもの

と判断した。①．②層ともに、径２～５ｍの篠がかな

り多く混じる。①層は褐色砂質土、②層は黒褐色砂質

シルトで上部に径１cmの楕円形のにぶい黄褐色シルト

塊が多く含まれる。立柱痕跡の③層は暗褐色砂質シル

トで、所々に径２～３mmの喋がかたまってみられる。

また、径１cmの楕円形のにぶい黄褐色シルト塊がごく

少量混じる。④層は杭痕跡。黒褐色シルトで、上部に

径ｌ～２ｍの篠が所々に混じり、小さな楕円形の黄褐

色シルト塊が少量混じる。⑤～⑨層は掘り形埋土。⑤

層は部分的に篠が混じる暗褐色砂質シルトで、径１ｃｍ

の楕円形のにぶい黄褐色塊が少量含まれる。⑥層は篠

がごく少量混じる暗褐色砂質シルトで、にぶい黄褐色

シルトの小塊が少量含まれる。他の層よりも粘性があ

る。⑦層は黒褐色シルトとにぶい黄褐色シルトが入り

混じる。③層はにぶい黄褐色シルトで、灰黄褐色シル

トの小さく薄いレンズ状ブロックが少量みられる。⑨

層は灰黄褐色シルトである。

SP-473は長径58cm、短径52cm、深さ20cmを測る不

整な長円形の掘り形をもつ。掘り形のほぼ中央、埋土

中位で径16cmの立柱痕跡を確認できた。他の柱穴と同

じく、先端を残して立柱が折り取られている。埋土①

層は、立柱が折り取られた後に流れ込んだ暗褐色砂質

土で、径２～５ｍの角喋が多く混じる。立柱痕跡の②

SB-47号建物（FiglO8）

ＤＢ・ＤＣ－１２．１３区で出土した。ＳP－２２４．２８５．２９０

で構成される梁間１間(梁間長1.96ｍ)、桁行ｌ間(桁

行長４２ｍ）の掘立柱建物である（Fig.１０８)。北側の

桁行列のSP-224.285間にSP-225.567があり、立柱

痕跡は確認されていないが、SB-47に伴う可能性が高

い。その場合､ＳP-224.225の柱間は1.45ｍ、ＳＰ-225.

567間は1.35ｍ，ＳＰ－５６７．２８５問は1.4～1.45ｍである。

SP-224は、大半が調査区外にのびるが、その壁面

1０４

層は暗褐色砂質士。掘り形埋土の③．④層は砂喋が若

干混じる暗褐色砂質土で、幅ｌ～２cmの褐色シルトの

レンズ状ブロックがごく少量みられる。

各柱穴からは、遺物が出土しているが、量も少なく

細片ばかりである。SP-338からは、弥生土器もしく

は土師器の胴部小片10数点が出土しただけである。

SP-404からは､須恵器の坪身の口縁受け部破片(Fig.

105-22)、短頚壷の蓋と考えられる口縁部破片（Fig.

105-21)、壷の底部と考えられる破片（Fig.105-23）

が出土した。他に、弥生土器の底部（FiglO5-24)、

弥生土器や土師器の胴部細片～小片が数１０点ある。

SP-412では、上部流入土①．②層から、須恵器胴

部（Fig.105-26)、土師器の尭口縁部（Fig.105-28)、

土師器の高坪坪部（FiglO5-25）などの破片、土師

器もしくは弥生土器の胴部細片～小片１６点、粒状の炭

化物片や、径５ｍの角張った炭化物片が出土。土師器

の莞と高坪は古墳時代中期のものである。南半部の立

柱痕跡③層からは、土師器もしくは弥生土器の胴部小

指先大の細片、径５mmの炭化物片が出土。他には、掘

り形埋土を含めて、弥生中期の斐肩部、赤焼き須恵器

の胴部片（FiglO5-27)、その他、須恵器、弥生土器、

土師器の胴部細片～小片が数10点、大小の炭化物片が

ある。

SP-473の上部流入土①層からは、土器細片１点、

径２～３ｍの粒状の炭化物片がやや多く出土。また、

掘り形埋土③．④層には、径５mmの角張った炭化物片

がごく少量含まれていた。その他、弥生土器の謡の口

縁部破片（FiglO5-29)、弥生土器もしくは土師器の

胴部小片５点が出土。

以上、各柱穴の埋土に砂喋が多く混じること、出土

遺物でもっとも新しい須恵器（Fig.105-21.22）が

古墳時代後期のものであることから、SB-46は当該期

の掘立柱建物と考えた。

でⅢ層上面から掘り込まれていること、SP-223に切

られること、掘り形内で径１７cmの立柱痕跡を確認でき

た。立柱は廃絶時に先端を残して折り取られている。

折り取られた後に流れ込んだ①～③層は、小喋混じり

の黒褐色砂質シルトで、②層は小指先大の黄褐色砂質

シルト塊が点々と混じる。立柱痕跡にあたる④層は黒

褐色シルト。小喋は混じらない。掘り形埋土の⑤層は

黒褐色シルトに径１cmの丸い黄褐色シルト塊がわずか
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に含む。

SP-285は、径60～62cm、深さ12cmの略円形の掘り

形をもち、径１５～１６cmの立柱痕跡を確認した。立柱痕

跡の①層は黒褐色砂質シルトに黄褐色の小塊がわずか

に混じる。掘り形埋土の②層は小喋が多く混じる黒褐

色砂質シルトである。

SP-290は、長径72cm、短径53cm、深さ35cm前後の

楕円形の掘り形をもつ。ほぼ中央で径１６cmの立柱痕跡

を検出した。立柱痕跡の①層は黒褐色砂質シルト。掘

り形埋土の②。③層は小喋が多く混じる黒褐色砂質シ

ルトである。親指先大の黄褐色シルト塊が点々と混じ

るが、上半部の②層では丸い塊が多いのに対して、下

半部の③層では技げた塊が多い。

ＳP-224.285間にあるSP-225は、径１６cm、深さ１０

cmの円形で、埋土は暗褐色砂質土。褐色砂質土のレン

ズ状ブロックがごく少量混じる。SP-567は略円形で、

径20cm，深さ６cmを測る。埋土は、径２ｍの蝶が所々

にまばらに混じる暗褐色砂質土。径１cmの丸いにぶい

黄褐色砂質土塊が多く含まれる。

出土遺物は少ない。SP-224では、上部流入土の①

層から炭化物片が少量出土しただけである。SP-285

では、掘り形埋土②層から弥生土器の小指先大の細片

が２～３点、柱痕から弥生土器の胴部細片５点、SP-

290では掘り形下半部③層から長さ14cm、幅９cm、厚

さ５cmほどの花間岩の亜円篠が出土したのみである。

また、SP-225では、径１cmの角張った炭化物片や、

径３mmほどの粒状の炭化物片が少量出土している。

出土遺物からは時期は確定できないが、各柱穴の埋

土に小喋が多く混じることから、SB-47は古墳時代後

期の掘立柱建物と考える。
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SB-49号建物（Fig.１０５．１０９）

調査区北東隅のＣＸ－１４．１５区で、立柱痕跡をもつ

SP-430と、これと共通する形状と深さの掘り形をも

つSP-428を確認した。さらに、隣接する20次調査区

のSP-１４４．１５１．１５７．２２４が出土し、梁間２間（梁間

長5.1ｍ)、桁行２間以上（桁行長3.6ｍ以上）の掘立柱

建物であることを把握できた（Fig.109)。

SP-428は、残存長63cm、幅45cm、深さ24cmの隅丸

長方形の掘り形をもつ。柱は抜き取られている。①．

②層は柱抜き取り後の流入土と考えた。①層は径0.3

～１cmの角篠が多く混じる暗褐色砂質土で、幅１cmの

褐色シルトのレンズ状ブロックがごく少量みられる。

②層は径１～３mmの蝶が多く混じる暗褐色砂質土で、

掘り形埋土の残存部分の可能性も残す。③層は柱先端

の残存部分と考える。径１～２mmの角喋が少量混じる

黒褐色砂質土で、幅１cmの褐色シルトのレンズ状ブロ

ックがごく少量みられる。

SP-430は長さ63cm、幅43cm、深さ20cmほどの隅丸

長方形の掘り形をもつ。掘り形の東よりで径16cmの立

柱痕跡を埋土中位で検出した。①層は立柱抜き取り後

の流入土で、径２～５mmの角牒が多く混じる暗褐色砂

質土。径３cmの楕円形のにぶい黄褐色シルト塊が少量

含まれる。立柱痕跡の②層は、先端がやや尖り気味で、

径２～３ｍの砂篠が多く混じる暗褐色砂質土である。

③～⑤層は掘り形埋土。③層は径ｌ～２ｍの砂喋が多

く混じる暗褐色砂質土。④層は径２～５mmの蝶が多く

混じる暗褐色砂質土で、径１cmの楕円形のにぶい黄褐

色シルト塊はごく少量含まれる｡⑤層は褐色シルトで、

径１～３cmの輪郭がぼやけた楕円形の暗褐色砂質シル

SB-52号建物（Fig.１０７）

ＤＦ－ｌ３・’4区では、SP-l51とSP-l77で、立柱痕跡

を確認できた。また、ほぼ中央にＳＰ－ｌ７６があり、

SP-l51・’７６．１７７が桁行を構成する掘立柱建物を推

定した（Fig.107)。ただし、管路や共同溝で周囲が破

壊され、桁行方向の柱列は不明である。桁行２間（桁

行長252ｍ)、柱間は1.7～1.85ｍを測る。

北側の柱穴であるSP-151は、長径60cm、深さ37～

40cmの略円形の掘り形をもち、断面で柱の抜き跡を確

認できた。①層は柱を抜き取った後に流れ込んだ土、

②．③層が立柱抜き取り時の流入土、④．⑤層は径１５

～20cmを測る立柱先端部にあたる。⑥～⑭層は掘り形

埋土である。

lO6

ト塊が多く混じる。

出土遺物は少ない。SP-428では、上部流入土①層

から、須恵器の胴部破片（FiglO5-32)、須恵器胴部

小片や土師器もしくは弥生土器の胴部細片20点ほど、

径２～３ｍの粒状の炭化物片や径5111mの角張った炭化

物片が多く出土した。②層からも土器片が出土してい

るが、細片で時期などは不明である。他に、埋土中と

して取り上げた遺物に、須恵器の坪蓋の天井部破片

(Fig.105-30.31)、謡もしくは壷の胴部破片１点、

須恵器胴部片２点、土師器もしくは弥生土器の胴部細

片８点ほどがある。

SP-430では、上部流入土①層から、土師器もしく

は弥生土器の胴部小片５点、径２～３mmの粒状の炭化

物片や径５mmの角張った炭化物片が少量出土。立柱痕

跡の②層からは､須恵器の坪もしくは高坪の胴部小片、

土師器もしくは弥生土器の胴部小片３点、径３mmの粒

状の炭化物片が少量出土した｡掘り形埋土の③層には、

径３mmの粒状の炭化物片がやや多く含まれていた。こ

の他、埋土中として取り上げた遺物には、須恵器杯身

(Fig.105-33)、須恵器胴部小片１点や土師器もしく

は弥生土器の細片８点、弥生時代中期後葉の喪（Fig

lO5-34)、須恵器坪胴部小片１点や弥生土器．土師器

の胴部細片～小片１０数点がある。

以上、出土遺物の中で、SP-430から出土した須恵

器坪身は、口径が比較的大きく、口縁部は長めで内傾

しながら立ち上がる。古墳時代後期のものである。各

柱穴は砂喋が多く混じる埋土をもつことから、SB-49

は古墳時代後期の掘立柱建物と判断した。

①層は暗褐色砂質土で、径３～５mmの角喋が多く混

じるとともに、径５mm前後の丸いにぶい黄褐色シルト

塊がごく少量含まれる。②．③層は、径３～５mmの角

牒混じりの暗褐色砂質土。③層には径ｌ～２cmの丸い

褐色シルト塊が多く混じる。

立柱痕跡の④層は、砂牒が若干混じる暗褐色砂質土

で、径１cmの楕円形の褐色シルト塊が少量含まれる。

⑤層は暗褐色砂質土ににぶい黄褐色砂質土が混じる。

掘り形埋土上半部の⑥～⑪層には、径２～５ｍの角

喋が多く混じる。⑥層は、暗褐色砂質土で、径１cmほ

どのにぶい黄褐色シルトのレンズ状ブロックを少量含

む｡⑦層はにぶい黄褐色砂質土｡⑩層は暗褐色砂質土。



⑪層は暗褐色砂質土で、にぶい黄褐色砂質土が少量混

ざる。③．⑨層は暗褐色砂質土で、径１cmの褐色やに

ぶい黄褐色シルトのレンズ状ブロックが少量混じる。

下部の⑫．⑬層は、きめの細かな暗褐色砂質土で、⑫

層には径１cmほどの褐色シルトのレンズ状ブロック、

⑬層には径２cmの楕円形のにぶい黄褐色シルト塊が少

量混じる。⑭層は、にぶい黄褐色砂質土と褐色シルト

が混じり合う。

南側の柱穴であるSP-177は、撹乱で上半部分を破

壊されているが、掘り形のほぼ中央で15～17cmの立柱

痕跡を確認できた。立柱痕跡の①層は径２～３cmの角

喋が多く混じる暗褐色砂質土で、径１cmのにぶい黄褐

色砂質土のレンズ状ブロックをごく少量含む。②～⑦

層は掘り形埋土であるが、他の柱穴でみられる掘り形

埋土と異なって、縦方向に土を詰め込む。②．③層は

径２～３cmの角喋が多く混じる暗褐色砂質土。④～⑥

SB-53号建物（Fig.１１０．１１１）

DG-l4・’5区に位置する。SP-l24・’27は、周辺で

出土した立柱痕跡をもつ柱穴と比べて、ともに隅丸長

方形の掘り形をもち、深さも30～35cmで、立柱痕跡の

径もほぼ共通する。また、ＳP－１２４．１２７間の中央には

SP-l25がある。SP-124・’２５．１２７を桁行２間（桁行

長3.75ｍ）の柱穴列とする掘立柱建物を復元した

(Fig.１１０)。柱間の間隔は１８５～1.9ｍである。また、

SP-127はSB-57の柱穴であるSP-l44を切る。

SP-124は、長辺89cm、短辺70cm、深さ37cmの隅丸

長方形の掘り形をもつ。掘り形のほぼ中央で径20cmの

立柱痕跡を確認できた。SP-120に切られる。立柱痕

跡の①層は、３～５mmの篠が多く混じる暗褐色砂質土

で、径１cmほどの楕円形の褐色シルト塊をごく少量含

む。立柱は、掘り形下底面に暗褐色～褐色の砂質土・

砂質シルトやにぶい黄褐色シルトの⑭～⑲層を敷いて

柱を立て、その後に砂喋混じりの暗褐色砂質土を主と

する②～⑬層を周囲から詰めて柱を固定している。

②層は径３～５mmの裸が多く混じる暗褐色砂質土

で、径３cmの楕円形の褐色シルト塊がごく少量含まれ

る。③層は上部に３～５mmの篠が多く混じる暗褐色砂

質士。④層も径２～３cmの燦が多く混じる暗褐色砂質

土で、径１cmほどの褐色シルトのレンズ状ブロックを

ごく少量含む。⑤層は径３～５cmの裸が多く混じる暗

褐色砂質土で、径１cmほどの丸い褐色砂質土塊をごく

少量含む。⑥層は径２～５mmの蝶や小石が多く混じる
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層は暗褐色砂質土で、径１～３cmほどの楕円形の黄褐

色シルト塊がごく少量混じる。⑦層は暗褐色砂質土の

塊。⑤～⑦層には径１～2,,mの篠が多く混じる。

ＳP-151.177の中央に位置するSP-l76は、略円形

で、径25～26cm、深さ14cmを測る。埋土は、暗褐色砂

質シルトで、立柱痕跡は確認できなかった。

出土遺物は、SP-l51の掘り形埋土⑩．⑭層から、

径５mmほどの角張った炭化物片がごく少量出土すると

ともに、弥生時代中期後葉の窪の口縁部細片１点、壷

胴部細片１点が出土しただけである。SP-177からは、

弥生土器の胴部細片が５点、長さ11cm、幅6.5cm、厚

さ５cmの泥岩の円喋、長さ3.5cm，幅2.5cm、厚さ１ｃｍ

の含喋砂岩が出土した。

以上、遺構の時期を決定できる遺物を欠くが、各柱

穴の砂喋が多く混じる埋土の特徴から、SB-52は古墳

時代後期の掘立柱建物と判断できる。

暗褐色砂質土。⑦層は褐色シルト塊で、褐色シルトの

ブロックを含む。③層は径２～３mmの操を多く含む暗

褐色砂質土。⑨層は径２～３ｍの篠が多く混じる暗褐

色砂質土で、幅４cmほどの褐色シルトのレンズ状ブロ

ックをごく少量含む。⑩層は暗褐色砂質土で、砂喋は

それほど多く混じらず、にぶい黄褐色砂質土や褐色シ

ルトのレンズ状ブロックを多く含む。⑪層は径３～５

mmの篠や小石が多く混じる暗褐色砂質土。⑫層は暗褐

色砂質土で、径１cmほどの丸い褐色シルト塊がごく少

量混じる。⑬層は暗褐色砂質土で、幅ｌ～２cmの褐色

シルトのレンズ状ブロックがやや多く混じる。

下底面に敷かれた⑭層は褐色砂質シルト。⑮層は褐

色砂質シルトと暗褐色砂質土が混ざり合う。⑯．⑬層

は径１cmほどの褐色シルト塊がごく少量混じりしまり

のある暗褐色砂質土。⑰層はしまりのある暗褐色砂質

土で、幅ｌ～３cmの褐色砂質土のレンズ状ブロックが

多く含まれる。⑲層はしまりがあるにぶい黄褐色シル

トで、径１cmの暗褐色砂質土塊がごく少量混じる。

SP-l27は、長辺85cm、短辺80cm、深さ42cmを測る

隅丸長方形の掘り形をもつ。掘り形のほぼ中央で径２０

cmの立柱痕跡を確認できた。埋土は、柱が抜かれた後

に流れ込んだ①～③層、立柱痕跡の④層、柱を固定す

るために掘り形内に詰め込まれた⑤～⑮層に分層でき

る。

立柱が抜かれた後に流れ込んだ①～③層は、砂喋が
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多く混じる暗褐色砂質

土を主体とする。①層

は径３，前後の篠が多

く混じる暗褐色砂質土

で、幅１cmほどのにぶ

い黄褐色シルトのレン

ズ状のブロックをごく

少量含む。②層は径５

mmの篠や小石が多く混

じる暗褐色砂質土であ

る。③層も暗褐色砂質

土で、径１～２cmの輪

郭がぼやけたにぶい黄

褐色砂質土塊がごく少

量混じる。立柱痕跡の

④層は先端が尖り、掘

り形内に打ち込まれた

と考えられる。暗褐色

砂質土で、径１～３ｃｍ

の丸い褐色シルト塊が

少量混じる。

柱を固定している掘

り形埋土は、きめが細

かくしまりがあるにぶ

い黄褐色シルトと褐色

シルトが混じり合う

⑥．⑨．⑩。⑫．⑮層

の間に、径１～２ｍの

篠が多く混じる暗褐色

砂質土の⑤層、径１ｃｍ

ほどの楕円形のにぶい

黄褐色塊がごく少量混

じる暗茶褐色砂質土の

⑦層、褐色シルトの⑧

層､褐色シルトの⑪層、

径１cmほどの楕円形の

にぶい黄褐色シルト塊

がごく少量混じる暗茶

Ⅲ層卜両

’27.50ｍ

一_一一 目‘

Ｆ、

②

副』

Ⅲ隔上面一

ワーー‐､豆コフー△
ＳＰ－１２５

Ｃ Ｃ

27.50ｍ

ＳＰ－１２４

②⑦

言嬢;-…

Ⅲ層上面

⑦⑥④⑧⑨

Ⅲ層卜両

27.50ｍ

Ⅲ層上面一

Ｂ＊

-27.50ｍ

１
●

■
■

万と
Ｅ

ＳＰ－１４４

髄一寸-ノＳＰ－１２５

褐色砂質土の⑭層がブロック状に詰め込まれる。

SP-l25は、SP-l24とSP-127の間のほぼ中央で検出

した。略円形で、径44～48cm，深さ24cmを測り、ＳＰ－

１２４・’27と比べて、小型で浅い柱穴である。埋土は、

径３～５mmの篠や小石が多く混じる暗褐色砂質土で、

1０８

幅２～３cmの褐色シルトのレンズ状ブロックが多く混

じる。しかし、立柱痕跡は検出されなかった。

出土遺物は、ＳＰ－１２４・’２７．１２５から細片～小片化

した土器片、炭化物片が出土しているだけである。

SP-124では、立柱痕跡の①層から土器細片、径05～

Fig.１１０ＳＢ－５３ｏ５７ｏ５８遺構実測図（縮尺１/50）
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や坪蓋（Fig.１１１－５）、土師器の甑（Fig.１１１－６．７）

など、古墳時代後期の遺物が混じる。その中で、４は

受け部が厚く、口縁部の立ち上がりも短いと考えられ、

古墳時代後期のものである。②．③層からは径ｌ～２

cmの細長い炭化物をごく少量出土した。

SP-125からは、弥生土器の胴部小片12点、古墳時

代前期の布留式と考えられる莞の肩部小片（Ｆｉｇ．

１１１－３）、径３ｍの粒状の炭化物片がごく少量出土し

た。

以上、遺構の時期を決定できる遺物は少ない。SP-

l27出土の須恵器坪身（Ｆｉｇｌｌｌ－４）と、各柱穴の埋

土に砂喋が多く混じることから、SB-53は古墳時代後

期の掘立柱建物に比定できる。

〔SB-53〕
ＳＰ－１２４

ＳＰ－１２７

１cmの角張った炭化物片が少量出土した。掘り形埋土

から、須恵器の尭もしくは壷の胴部破片（Fig.１１１－

１）、弥生土器の尭の口縁部破片（Fig.１１１－２）、土

師器や弥生土器の胴部小片が10数点、径４cm、厚さ２

cmほどの不整楕円形の泥岩円篠が出土した。また、

③．⑥．③．⑨．⑪．⑫．⑯層には、径0.5～１cmの

角張った炭化物片や、径２～３mmの粒状の炭化物片が

ごく少量含まれていた。

SP-127の埋土中からも遺物が出土している。ほと

んどが弥生時代中期後葉～後期の要や壷で、「く」字

形口縁要（Fig.１１１－８）、身が深い深鉢型の鉢（Fig.

111-9)、謡の底部（Figlll-lO・’１）がある。その

中に、ごく少量であるが、須恵器坪身（Fig.111-4）

Fig.１１１ＳＢ－５３ｏ５８ｏ６２出土遺物実測図（縮尺１／３）
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SB-54号建物（Fig.112）

調査区東端のほぼ中央のCX-１３．１４区で立柱痕跡を

確認できたSP-423.455と、２０次調査区SP-147・’５２

で構成される掘立柱建物である（Figll2)。梁間ｌ間

(梁間長L9m、２１ｍ)、桁行ｌ間（桁行長328ｍ、３３２

ｍ）で、やや矩形の柱配置である。また、SP-423は

SK-85を切る。

SP-423は、径36cm前後、深さ22cmの略円形の掘り

形をもつ。掘り形内のやや北よりで径１６cmの立柱痕跡

を検出できた。①層は立柱痕跡、②～④層は掘り形埋

土である。①層は径２～３ｍの砂喋が混じる暗褐色砂

質土で、褐色砂質シルトの薄いレンズ状ブロックがご

く少量みられる。②．③層は径１～３mmの角喋が混じ

るにぶい黄褐色砂質土で、褐色砂質シルトの薄いレン

ズ状ブロックがごく少量含まれる。④層は暗褐色砂質

シルトで、にぶい黄褐色砂質シルトの薄いレンズ状ブ

ロックがごく少量みられる。

SP-455は、長径65cm、短径58cm、深さ25cmの長円

SB-57号建物（Fig.１０５．１１０）

DG-l4・’5区に位置するSP-116.144は、立柱痕跡

の径、掘り形の平面形状や規模・深さが共通する。桁

行ｌ間（桁行長4.4ｍ）の掘立柱建物を復元した（Fig

llO)。ただし、調査区が狭いために、これに対応する

桁行の柱列は不明である。SP-l44はSB-53の柱穴で

あるSP-l27に切られる。

SP-ll6は径66cm、深さ40cmの略円形の掘り形をも

つ。掘り形の中央からやや北よりで径１９cmの立柱痕跡

を確認した。立柱痕跡の①層は、径３～５ｍの篠が多

く混じる暗褐色砂質土で、全体的にわずかに灰色みを

おびる。径２～３cmの輪郭がぼやけた楕円形のにぶい

黄褐色砂質土塊がごく少量含まれる｡掘り形内埋土は、

柱を立てるため底面に敷かれた③～⑩層、柱を固定し

た②～⑦層に分層できる。

立柱を固定する②層は径0.5～１cmの襟や小石が多

く混じる暗褐色砂質土。③層は径５mm前後の篠が多く

混じる暗褐色砂質土で、径１cmほどの楕円形のにぶい

黄褐色砂質土塊が少量含まれる。④層は径３～５ｍの

藤が多く混じる暗褐色砂質土で、径２cmの楕円形の灰

黄褐色砂質土塊をごく少量含む。⑤層は径３～５mmの

喋が少量混じる暗褐色砂質土で、径３cmの輪郭がぼや

けた楕円形のにぶい黄褐色砂質土塊が少量含まれる。

⑥層も径３～５Ⅲnの操が少量混じる暗褐色砂質土で、

１１］
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形の掘り形をもち、南壁に沿って径l5c,nの立柱痕跡を

確認できた。立柱痕跡の①層は黒褐色シルトに小指先

大の黄褐色シルト塊が混じる。②層は黄褐色シルト塊

が詰まり、その間に黒褐色土砂質土が混じる。③層は

黒褐色シルトである。

出土遺物は、SP-423の立柱痕跡①層から、弥生土

器もしくは土師器の胴部細片２点、径２～３mmの粒状

の炭化物片がごく少量出土しただけである。また、掘

り形埋土の②層にも、径２～３cmの粒状の炭化物片が

少量含まれていた。SP-455では、弥生十器もしくは

土師器の胴部細片が、掘り形埋土中から２点、立柱痕

内から３点出土した。

出土土器は細片で、遺構の時期を決定する手がかり

とはなりえない。しかし、各柱穴の埋土に砂篠を多く

混じる特徴から、SB-54は古墳時代後期の掘立柱建物

と判断した。

やや灰色みをおびる。⑦層は暗褐色砂質土で、径３ｃｍ

の楕円形の黄褐色シルト塊が多く混じる。

掘り形底面に敷かれた③層は径３～５mmの篠が少量

混じる暗褐色砂質土。⑨層も３～５１ｍの篠が少量含ま

れる暗褐色砂質土。⑩層は暗褐色砂質土で、径ｌ～３

cmの楕円形の褐色シルト塊が少量混じる。

SP-l44は径53cm、深さ46cmの略円形の掘り形をも

ち、ほぼ中央で径１８cmの立柱痕跡を確認できた。立柱

痕跡の①層は径２～３mmの裸が多く混じる暗褐色砂質

土で、径１cmの楕円形のにぶい黄褐色シルト塊がごく

少量含まれる。掘り形内は、底面に⑤層を敷き、その

上に柱を立て②～④層で固定する。②層は暗褐色砂質

土で、下部に黄褐色砂質土が混じる。③層は暗褐色砂

質土とにぶい黄褐色砂質土が混じり合う。④層は暗褐

色砂質土で、径１cmの褐色シルトのレンズ状ブロック

をやや多く含む。⑤層は暗褐色砂質土で、径１cmの褐

色シルトのレンズ状ブロックがかなり多く混じる。

出土遺物は、SP-ll6の埋土中から、須恵器の坪身

の口縁部細片（FiglO5-35)、高坪の坪部と脚部の破

片（Fig.105-36.37）に加えて、①．②．③．⑤．

⑩層から土師器や弥生土器の小片～細片、径５～5.5

cm、厚さ３cmほどの花問岩円喋が出土した。また、

①．②．④．⑤層にはｌ～３mmの粒状の炭化物片が、



③～⑩層には径５cmの角張った炭化物片が混じる。

SP-l44では、①層から径５ｍの角張った炭化物片

がごく少量出土。また、埋土中として取り上げた遺物

には、古墳時代後期の須恵器、土師器の胴部破片20点

がある。その中には、須恵器の坪蓋の口縁部と天井部

SB-58号建物（Fig.１０６．１１０．１１１）

ＤＧ－１４．１５区では、SB-53を構成するSP-124・

'２５．１２７、SB-57のSP-144.116以外に、SP-121・

'２８．１４２で立柱痕跡を確認できた。その中で、SP-

l21とSP-142は、掘り形の規模や平面形は異なるが、

掘り形の深さや立柱痕跡の径は共通する。ＳP-121.

142が梁間（１間、梁間長325ｍ）を構成する掘立柱

建物を復元する（Fig.１１０)。ただし、調査区が狭いた

めに、SP-l21・’42に対応する柱列は不明である。

SP-121は略円形で、径38cm，深さ29cmを測る。西

半部は調査区外にのびる。掘り形内のやや北よりで径

14cmの立柱痕跡を検出した。立柱痕跡の①層は、径２

～５mmの篠や小石が多く混じる暗褐色砂質土。掘り形

埋土の②．③層も、同様に砂牒が多く混じる暗褐色砂

質土である。径１～２cmの丸い褐色シルト塊がごく少

量含まれる。

SP-142は、長径65cm、短径55～60cmの長円形の掘

り形をもち、東半部を共同溝で破壊されている。掘り

形内のやや南よりで､径15cmの立柱痕跡を確認できた。

土層断面でみると、柱はやや北西（SP-l21の方向）

へ傾いている。埋土は、径２～３ｍの角喋が多く混じ

る暗褐色砂質土が基本で、立柱痕跡にあたる①層は暗

褐色砂質土である。掘り形埋土は、立柱を固定する

②．③層、底面に敷かれた④～⑥層に分層できる。②

層は暗褐色砂質土で、幅１～２cmのにぶい黄褐色砂質

土のレンズ状ブロックがごく少量混じる。③層は褐色

SB-62号建物（Fig.１１１．１１２）

ＣＺ・ＤＡ－１３．１４区に位置するSP－２９８．２９９．３８７．

４１８で構成される掘立柱建物である（Fig.112)。北側

の桁行列のSP-299.418の中央に、立柱痕跡が確認で

きたSP-402があるが、これに対応する柱穴を南側で

は確認できていない。梁間ｌ間（梁間長1.35ｍ、１．２７

ｍ)、桁行１間（桁行長422ｍ、4.18ｍ）で、桁行長は

梁間の約３倍の長さである。また、SP-298はSP-297、

SP-299はSK-89、SP-387はSC-34を切る。

SP-298は径53cm前後、深さ30cmの不整円形の掘り

1１２

破片（Fig.１０５－３８．３９）が混じる。

以上の出土遺物の中で、須恵器の坪や高坪は古墳時

代後期のもので、各柱穴の埋土に砂喋が多く混じる特

徴からも、SB-57は当該期の掘立柱建物と考えた。

シルトと暗褐色砂質土が混じり合う。④．⑥層は暗褐

色砂質土で、幅ｌ～３cmの褐色シルトのレンズ状ブロ

ックがやや多く混じる。⑤層は暗褐色砂質土と褐色シ

ルトが混じり合う。

出土遺物としては、SP-121埋土から、弥生土器の

胴部細片６点、径0.5～１cmの角張ったごく少量の炭

化物片がある。SP-142からも、①層で径５ｍほどの

角張った炭化物片がごく少量出土し、比較的多くの土

器片が出土している。大半は細片～小片化した土器片

であるが、いずれも弥生土器である。弥生時代中期後

葉の上げ底の妻底部破片（Fig.111-17)、後期中葉の

蕊の口縁部破片（Fig.１１１－１２）と同一個体と考えら

れる内面に乱雑にケズリを施した胴部破片、後期の二

重口縁壷の口縁部小片（Fig.111-13)、斐肩部小片

(Fig.111-14)、鉢の口縁部破片（Figlll-l6)、内外

面を乱雑に刷毛目調整した妻の大形破片が出土（Fig.

111-15)、この他に弥生時代中期後葉～後期の壷や莞

の胴部破片25～30点ほどがある。また、上面と端部に

蔽打痕が残る砂岩円篠を利用した凹石の欠損品（Fig

lO6-3）が出土している。

出土遺物は弥生時代の遺物だけである。しかし、各

柱穴の埋土には砂篠が多く混じる。埋土の特徴から考

えて、SB-58は古墳時代後期の掘立柱建物と判断し

た。

形をもつ。埋土中位で径15cm前後の２つの立柱痕跡を

検出した。①層は立柱が抜き取られた後に流れ込んだ

士層で、小喋がわずかに混じる黒褐色シルト。②．③

層は立柱痕跡で、ともに黒褐色シルト。南側の立柱痕

跡がSB-62に伴うものである。④．⑤層は掘り形埋土

で、黒褐色シルト。④層には径ｌ～３cmの黄褐色シル

ト塊が縞状に、⑤層には小指先大の位げた黄褐色シル

ト塊がほぼ水平に帯状に点々と混じる。

SP-299は径60～66cm、深さ17cmの不整円形の掘り



Ａ

Ｓ

③層は暗褐色砂質土で、③層には径ｌ～３mmの丸い明

黄褐色シルト塊がみられる。立柱痕跡の④層は小喋が

混じる暗褐色砂質シルトで、径３mmの丸い明黄褐色シ

ルトが少量混じる。⑤層は掘り形埋土で、砂牒混じり

の暗褐色砂質シルトで、径３mmの丸い明黄褐色シルト

塊がみられる。

出土遺物は少ない。SP-299では、赤焼き須恵器の

坪身の底部（Figlll-l8)、弥生時代中期後葉の莞の

口縁部破片（Fig.111-19)、弥生土器の饗の胴部小片

３点が出土した。SP-387の掘り形埋土①層から、土

師器の胴部片と考えられる土器片１点が出土。SP-

418の上部流入土①層から、弥生土器の胴部小片４点

が出土。他に、尭口縁部片（Fig.１１１－２０）や、弥生

土器の姿や壷などの胴部細片～小片１０数点がある。

遺構の時期を決定できる遺物はないが、各柱穴の埋

土に砂牒が混じる特徴から、SB-62は古墳時代後期の

掘立柱建物と判断した。

形をもつ。埋土中位で径１６cmの立柱痕跡を確認した。

①．②層は立柱が先端を残して折り取られた後に流れ

込んだ土層。ともに小喋が多く混じる黒褐色砂質シル

トで、②層には小指先大の黄褐色シルト塊が点々と含

まれる。③層は立柱痕跡で、小喋混じりの黒褐色シル

トである。④層は掘り形埋土で、黒褐色シルト。

SP-387は径40～42cm，深さ10cmの浅い皿状の掘り

形をもつ。他の柱穴と比べて、掘り形は小さく浅い。

径19cmの立柱痕跡を検出した。立柱痕跡の①層は砂喋

が多く混じる黒褐色砂質シルトで、黄褐色土が散漫に

混じる。掘り形埋土の②層は黒褐色シルトである。

SP-418は、長径65cm、短径54cm、深さ18～20cmの

不整な長円形の掘り形をもつ。埋土下部で立柱の抜き

跡である④層を検出した。径は19cm前後。①～③層は

立柱が抜き取られた後に流れ込んだ土層で、いずれも

径１～３mmの砂牒が混じる。①層はにぶい黄褐色砂質

土で、明黄褐色シルトの小塊が所々にみられる。②．

（４）杭列（柵？）

SA-20号杭列（Fig.１１３．１１４）

ＤＢ－ｌ４区でＳＣ－２８を完掘した後に、西からＳＰ－

２３５．２３７．５４５．５６８．５４６．５５６の小穴が、北西一南東

方向に一直線に連なっていることに気がついた。ＳP－

２３５．２３７．５５６で

は立柱痕跡を検出

(Fig.113)。

溝状の布掘り部分の埋土は、砂牒混じりの暗褐色砂

質土である。
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SP-235は、SP-232に切られ、径55cm、深さ43cmの

略円形の掘り形をもち、径１６cmの立柱確認できた。立

柱は先端を残して折り取られている。①～④層は、立

柱の折り取り後に流入した土層。①層は黒褐色シルト

で、親指先大の黄褐色砂質シルト塊が多く混じる。②

層は黒褐色シルト。③層は黒褐色シルトに黄褐色砂質

シルトが混じる。④層は黄褐色砂質土である。立柱痕

跡の⑤層は黒褐色シルトで、部分的に小指先大の焼

土塊が含まれる。⑥～⑩層は掘り形埋土で、黄褐色砂

質シルトのレンズ状ブロックである⑨層を除き、いず

れも黒褐色シルトと黄褐色シルトが２～３cmの厚さで

縞状に互層となる。

SP-237は径46～48cm、深さ１９cmの略円形の掘り形

をもつ。掘り形下部で径14cm前後の立柱痕跡を確認で

きた。立柱は先端を残して折り取られ、その後、焼土

塊が点々と混じる黒褐色シルトの①層が流入してい

る。立柱痕跡にあたる②層は黒褐色シルト。掘り形埋

土の③層は黒褐色シルトで、④層は黒褐色シルトに親

指先大の黄褐色シルト塊が非常に多く混じる。

SP-545は長径49cm、短径40cm、深さ29cmの不整な

長円形の掘り形をもつ。埋土は径２～３mmの牒が多く

混じる黒褐色砂質土で、上部には径３～４cmの楕円形

の褐色シルト塊が少量含まれる。

SP-568は長径52cm、短径44cm、深さ22cmの長円形

の掘り形をもつ。埋土は砂喋混じりの黒褐色砂質シル

トである。

SP-546は長径50cm、短径44cm、深さ26cmの不整な

長円形の掘り形をもつ。埋土は、上部に径２～３mmの

篠がやや多く混じる暗褐色砂質土である。

SP-556はSK-88に切られる。径50～53cm、深さ１８

cmの不整形の掘り形をもち、径１３～１４cmの立柱痕跡が

確認できた。立柱痕跡の①層は小喋が混じる暗褐色砂

SA-59号杭列（Fig.１０４．１１４）

CY-l4区の北端に位置する。東からSP－４３１．３１５．

３１４．４４７はほぼ一直線上に並び､杭痕跡が検出された。

北側のSB-42の梁間と方向が一致し、その延長線上に

SB-49の桁行中央の柱穴SP-430が位置する。掘り形

には違いがあるが、柵を構成する杭列と考えた（Fig

lO4)。全長22ｍ、ＳＰ-447.314間は0.85ｍ、ＳＰ-314.

315間は0.65ｍ、ＳＰ-315.431間は0.7ｍを測る。

SP-431は長さ53cm、幅40cm、深さ20cmの不整な隅

丸長方形の掘り形をもち、径１０cmほどの先端が尖った
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質土で、径２mm前後の粒状の焼土塊がわずかにみられ

る。掘り形埋土の②．③層は径１ｍの蝶が少量混じる

暗褐色砂質シルトで、下半部の③層には径２～３cmの

丸いにぶい黄褐色シルト塊が点々とみられる。

溝状の布掘り部分から遺物は出土していない。SP-

235では、柱痕痕跡の⑤層から弥生中期の外面にミガ

キを施す斐胴部片が出土。他に、弥生土器の壷や斐の

胴部小片13点ほど、弥生時代中期後葉の蕊の口縁部細

片（Ｆｉｇｌｌ４－２）、弥生後期前葉の壷胴部の突帯片

(Fig.１１４－１）がある。SP-237からは、土器細片や、

径１cmの角張った炭化物片、径２～３mmの粒状の炭化

物片が多く出土した。SP-545からは、弥生土器の大

壷胴部片ほか細片数点と、径１cmの角張った炭化物片

がやや多く出土。SP-546からは、弥生土器の胴部の

細片～小片１０数点、径２～311,1の粒状の炭化物片が少

量出土している。SP-556の立柱痕跡の①層からは、

弥生土器もしくは土師器の胴部細片２点が出土｡他に、

土師器の斐口縁部細片、胴部細片１点がある。

遺構の時期は遺物からは判断できないが、埋土に砂

喋が混じる特徴から、古墳時代後期の時間幅の中で

SA-20の時期を捉えておきたい。

杭痕跡を埋土下部で確認した。上部には①層が流れ込

み、杭の先端を残して折り取られたと考えられる。掘

り形がSP-314.315などと比べて大きく不整形である

のは、その際に杭の周囲が掘り返されたためと言えよ

う。上部流入土の①層は径ｌ～３mmの角牒が多く混じ

る暗褐色砂質土で、幅１cmほどの褐色シルトのレンズ

状ブロックが少量みられる。杭痕跡の②層は径１～２

mmの砂喋がやや多く混じる暗褐色砂質土で、褐色シル

トのレンズ状ブロックが少量みられる。掘り形埋土の



③．④層は径ｌ～２ｍの砂牒がごく少量混じる暗褐色

砂質土。⑤層は部分的に粘性をおびた暗褐色砂質土で

ある。③～⑤層には幅ｌ～２cmの褐色シルトのレンズ

状ブロックがごく少量みられる。

SP-315は径21～23cln、深さ20cmの略円形の掘り形

をもち、径１２cmの先端が尖った杭痕跡を確認できた。

杭痕跡の①層は黒褐色シルトで、やわらかい小指先大

の黄褐色シルト塊が含まれる。これと比べて、掘り形

埋土の②層には黄褐色シルト塊が多く混じる。

SP-314は径22～23cm、深さ10～１１cmの円形の掘り

形をもち、その中央で先端が尖る径１２cmの杭痕跡を確

認できた。杭痕跡の①層は小磯混じりの黒褐色砂質シ

ルト。掘り形埋土の②層は黒褐色砂質シルトで、中央

に向かって落ち込むように黄褐色シルトのレンズ状ブ

ロックがみられる。

SA-60号杭列（Fig.１０４）

調査区北東隅のＣＹ－ｌ４・CX-l5区で出土したSP－

３１８．３２７．３２８もほぼ一直線上に並び、杭痕跡が検出

された（Fig.１０４)。掘り形の形状や杭痕跡の大きさは

ほぼ共通する。南側のSB-43の梁間の方向とほぼ一致

する。柵列を構成する杭列と考え、SA-60とした。全

長1.2ｍ、ＳＰ-318.327間は0.75ｍ、ＳＰ-327.328間は

0.45ｍを測る。

SP-318は径22～24cm、深さ１５cmの略円形の掘り形

をもち、径１１cmの先端が尖った杭痕跡を確認できた。

杭痕跡にあたる①層は黒褐色で、やや北に傾く。掘り

形埋土の②層は黒褐色シルトに黄褐色シルトがわずか

に混じる。

SP-327は径21～23cm、深さ15～16cmの不整円形の

（５）溝

SD-92号溝（Fig.２２．１１５）

DF-l3区のSC-11の床面で検出した。調査中には

SD-l52としていたが、調査後に遺構番号をSD-92に

振り替えた。埋土には砂喋が多く混じることから、古

墳時代後期の遺構であり、本来SC-llを切る溝と考え

た（Fig.22)。

幅30cm、深さ10cmを測る。溝底はかなり凹凸があり、

中央に径１cmの楕円形のにぶい黄褐色砂質土が少量混

じる暗褐色砂質土の①層、その両側にやや灰色みをお
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SP-447は長径43cm、短径35cm、深さ７cmの長円形

の掘り形で､その南よりで径１０cmの杭痕跡を検出した。

杭痕跡の①層は暗褐色砂質土で、径５mmの楕円形の褐

色シルト塊が少量混じる。掘り形埋土の②層は暗褐色

砂質土で、幅１～２cmの褐色シルトのレンズ状ブロッ

クがごく少量みられた。

遺物が出土したのはSP-341の上部流入土①層から

だけである。土師器の小型丸底壷の胴部片（Fig

ll4-3）、弥生土器の胴部細片３点、サヌカイト石片、

径２～３mmの粒状の炭化物片がごく少量出土した。

出土遺物からみると、SA-59の上限は古墳時代前期

である。しかし、埋土に砂喋が多く混じる特徴や、

SB-42の梁間と方向が一致すること、SA-59の東への

延長線上にSB-49のSP-430が位置することから、ＳB－

４２．４９と同時に造られた杭列（柵？）列と考えた。

掘り形をもち、径１３cmほどの先端がやや尖った杭痕跡

を検出した。杭痕跡の①層は黒褐色シルトで、小指先

大の黄褐色シルト塊が多く混じる。掘り形埋土の②層

は黄褐色シルトに黒褐色シルトが多く混じる。

SP-328は径19cm、深さ13cmの円形の掘り形で、径

９cmの先端が尖る杭痕跡を確認した。杭痕跡の①層は

黒褐色シルトで、上部にやわらかい黄褐色シルトがつ

ぶれた状態で混じる。掘り形埋土の②層は黒褐色シル

トに黄褐色シルトが散漫に混じる。

出土遺物は、SP-318で径５ｍｍの角張った炭化物片

がごく少量出土しただけである。しかし、SB-43の梁

間の方向とほぼ一致することから、SB-43と同時併存

する古墳時代後期の杭列（柵？）列と考えた。

ぴた暗褐色砂質土の②層、にぶい黄褐色砂質土の③．

④層、暗褐色砂質土の⑤層が流れ込む。

溝底を中心として花間岩の円喋や土器片が出土した

(Ｆｉｇｌｌ５－ｌ～３）。ｌは丸みをおびた天井部をもち、

天井部と口縁部の境に浅い凹線が巡る。口縁部は回転

横ナデされ、先端内面に小さな面ができている。２は

土師器の喪。指頭による整形後、横ナデを施して口縁

端面に小さな面をつくる。３は脚台付き鉢で、「ハ」



〔SD-92〕
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字形に広がる脚台部に焼

成前に穿孔を施す。この

他、２と同一個体と考え

られる土師器の胴部小

片、弥生土器や土師器の

胴部細片が10点ほどが出

土した。また、①層から

は、径２～３mmの粒状の

炭化物片が少量含出土し

ている。

出土遺物からみて、

SD-92は古墳時代後期の

溝である。 …と一一登‘Ｉ
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、
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SD-94号溝

（Fig.１４．１１５）

DG-l8区南端に位置す

る。調査中にはSD-356

としていたが、調査後に

遺構番号をSD-94に振り

替えた（Fig.１４)。

溝幅は60cmを測り、東

端がややすぼまり気味

で、細長い溝状の土壌で

ある可能性もある。断面

は幅の広いＵ字形で、深

Fig.１１５ＳＤ－９２ｏ９４出土遺物実測図（縮尺１／３）

さ６cmを測る。ＳＫ-82.364を切り、SP-363に切られ

る。また、直上のⅢ層部分ではＳＫ－１を確認してい

る。

ＳＣ－７の床面で確認したが、Ⅲ層部分から古墳時代

の遺物も出土しているので、ＳＣ－７よりも新しい可能

性が高い。

埋土は、壁際の底面に褐色砂質土の②．③層が流れ

込み、その上部に径0.5～１cmの楕円形のにぶい黄褐

色シルト塊がまばらに混じる暗褐色砂質土の①層が堆

積している。

①層中から径0.3cmの角張った炭化物片がごく少量

（６）鍛冶炉

SF-41号炉（Fig.１１６．１１７）

発掘調査の最終段階で、工事の設計変更に伴って、

1１６

出土しているが、他に遺物は出土していない。

これに対して、Ⅲ層部分からは遺物は比較的多く出

土した（Fig.１１５－４～１１)。弥生時代中期後葉～後期

前葉が大半を占めるが、古墳時代前期の小型丸底壷

(Fig.１１５－５）や、古墳時代後期の須恵器坪蓋の天井

部破片（Figll5-4）などが少量混じる。

埋土は暗褐色砂質土であり砂喋が混じらないこと、

SＫ－８２．８３を切っていることから考えると、弥生時代

中期後葉～古墳時代中期の時間幅で捉えることができ

るが、Ⅲ層から古墳時代前期の遺物があることから、

SD-94は当該期の溝である可能性が高い。

DF-ll区で幅1.1ｍ、長さ５ｍの管路部分の調査を実
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施することとなった。表土層を除去すると、基本層序

Ⅱ層の城北団地造成以前の旧水田層があらわれたが、

西壁沿いや、南端部分、東壁沿いの一部は、既設の配

管を埋設した際の撹乱で破壊されていた。

Ⅱ層を除去すると、暗褐色砂質シルト砂牒層を確認

し、さらに掘り下げを進めると、Ⅳ層上面で南北にの

びる暗褐色砂質シルト砂喋層の広がりと、これに切ら

られた砂牒をあまり含まない暗褐色砂質土層部分があ

らわれた。Ⅱ層直下からあらわれた暗褐色砂質シルト

砂喋層部分は、堆積状況から古代末～中世のＳＤ－３の
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Figll6SF-41遺構実測図（縮尺１/５０，１/25）
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廷-1雲Ｉ

Fig.１１７ＳＦ-41上部暗褐色砂質シルト砂喋層出土遺物実測図

２

埋土と判断した。その下層で検出した砂喋をあまり含

まない暗褐色砂質土層部分は、先に報告した弥生時代

の竪穴式住居跡であるSC-40の埋土部分である。

そのSC-40上面で、南北長25cm、東西幅30cm、深さ

８cmの凹レンズ状に窪む鉄津が出土した（Fig.116)。

周辺を精査したが、これに伴う掘り込みを明確にでき

なかった。しかし、SF-41の下面には灰白色の砂牒が

混じる暗褐色砂質土がみられ、SC-40埋土の砂喋をあ

まり含まない暗褐色砂質土層とは明確に区分できる。

また、'鉄津の凹レンズ状に窪む部分の中には灰白色の

３４

'

､_ﾉ号

ZiL．
１１図（縮尺１／３）
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砂喋が詰まり、上面を覆うSR-3埋土最上部の暗褐色

砂質シルト砂喋層とも異なっている。そのため、凹レ

ンズ状に窪む鉄津は原位置を保っているものと判断

し、鍛冶炉の可能性を考えた。

ＳＦ-41に伴う遺物はない。上面を覆うＳＤ－３埋土の

暗褐色砂質シルト砂篠層部分から出土した遺物をみる

と、弥生時代中期後葉～後期初頭の土器（Fig.１１７－

１～５）に混じり、最上面のⅡ層との層界部分から近

代の染付皿（Figll7-6）や施粕陶器（Fig.１１７－７）

が出土している。弥生土器はSC-40の埋土がＳＤ－３に

（７）土壌

ＳＫ－１号土墳（Fig.１１８．１１９）

DG-18区南半部のⅢ層上面で焼土と炭化物が比較的

集中する広がりを検出した｡Ⅲ層上面を少し掘り下げ、

焼土と炭化物の広がりを追いながら、遺構輪郭を検出

し、長径78cm、短径52cmの不整な隅丸長方形の土壌で

あることを確認した（Fig.118)。下層にはSD-94があ

る。

深さ７～８cmの浅皿状の土壌で、底面はかなり凹凸

がある。壁面および周辺は強い火熱で赤変し、埋土中

にも小さな焼土塊が散乱する。

埋土上部には、径２～３ｍの篠が多く混じるにぶい

黄褐色砂質土の①．③層と、にぶい黄褐色砂質土の

④。⑤層が堆積している。①層には径５ｍほどの焼土

塊、③層には焼土塊と径５mmの細長い炭化物片が混じ

る。②層は生物擾乱痕跡で、径１cmの篠がごく少量混

じるにぶい黄褐色砂質土である。下部にいくにつれて

暗褐色へ変化する。埋土の下部には⑥層が底面全体に

ひろがる。厚さ３cmほどで、径５ｍの楕円形の黄褐色

ＳＫ－９号土墳（Fig.１１８．１１９）

共同溝部分北端近くのＤＦ・DG-20区の境界部に位

置する不整な長楕円形の土壌である（Fig.118)。ＳＣ－

５を切る。長さ192cm、幅88cmを測る。東壁の立ち上

がりは緩やかであるが、他の壁はかなり急な立ち上が

りをみせる。底面には緩やかな凹凸がある。

埋土の上半部にあたる①層は、砂喋混じりの褐色砂

質シルトで、径ｌ～２mmのにぶい黄褐色シルト塊が

点々と混じる。下層の②層と比べて黒みが弱く、土質

も粗くざらついている。下半部には②．③層が流れ込

１１８

よって削られ混入した遺物と考えられる。

こうした層序関係と出土状況から、SF-41は弥生時

代後期～古代末の時間幅で捉えるしかない。ただし、

今次調査で出土した古墳時代後期の遺構には、埋土中

から多くの焼土塊や鉄津が出土している｡その一方で、

弥生時代後期～古墳時代中期の遺構には、そうした遺

物がみられない。SF-41は古墳時代後期の遺構である

可能性が高い。

なお、SF-41は遺構を切り取って保存している。

シルト塊がごく少量混じる暗褐色砂質土で、0.5～１

cmの楕円形の炭化物片を非常に多く含む。⑦層はⅢ層

部分が火熱を受けて赤変した部分である。

埋土から出土した遺物は少ない。埋土上部の③層か

ら弥生時代後期初頭と考えられる喪の口縁部端部

(Ｆｉｇｌｌ９－１）、弥生時代後期後葉の凸レンズ状の不

安定な壷の底部（Ｆｉｇｌｌ９－２）が出土しているが、

他には胴部細片が20数点ほどみられただけである。

ＳＫ－ｌ上部のⅢ層部分からは、弥生時代中期後葉～

後期前葉の壷の口縁部（Ｆｉｇｌｌ９－３）、頚部（Fig

ll9-4）、深鉢形の尭口縁部（Figll9-5）があり、

他に壷の比較的大形の胴部破片、尭の胴部破片が数１０

点出土した。

このように、ＳＫ－１から出土した遺物は弥牛十器ば

かりである。しかし、埋土が砂牒が多く混じり、下層

のⅣ層上面で出土したSD-94よりも新しいことから、

古墳時代後期の土壌と考えられる。

んでいる。②層は砂喋混じりの暗褐色砂質シルト。③

層はきめが細かくさらさらした質感をもつ。輪郭がぼ

やけた径１cmのにぶい黄褐色シルト塊が混じる。④～

⑥層は生物擾乱の痕跡である。④．⑥層はにぶい黄樟

色シルト、⑤層は砂喋混じりのにぶい黄褐色シルト。

遺物の大部分は①層から出土している。弥生土器ば

かりである。凹線文も巡らす壷の口縁部（Figll9-

６）、小型蕊の口縁部（Fig.１１９－７）、斐胴部片や、

弥生土器の胴部細片～小片がある。いずれも、弥生時
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〔SK-26埋土〕

万つ
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麓雲了可
〔SK-23埋土〕

〔SK-1〕
１～２埋土

３～５上部Ⅲ層〔SK-9埠士〕 屑
⑧

SK-23号土壌（Fig.１１８．１１９）

ＤＢ-15区に位置する隅丸方形の土壌である（Fig

ll8)。SK-26を切り、ＳP-255.461に切られる。東西

幅2.17ｍを測り、北半は調査区外にのびる。

埋土は径２～５mmの角喋が多く混じる暗褐色砂質土

である。

埋土中から、土師器・須恵器・弥生土器の破片が

点々と出土している。しかし、いずれも細片～小片で

遺物は、埋土中から古墳時代後期の須恵器の坪身

(Fig.119-12)、弥生時代中期後葉～後期前半の鉢

(Figll9-l3)、須恵器蓋もしくは壷の胴部細片が出

土しているだけである。

SK-26を切るSC-22が古墳時代後期、SK-26に切ら

れるSC-l8も古墳時代後期の遺構であり、埋土出土の

あり、遺構時期を推定できる特徴的な部位の破片はみ

られない。上部のⅢ層部分からも、弥生土器・土師

器・須恵器が出土しているが、これも細片～小片化し

たものばかりである。

遺構の時期を判断する手がかりとなる遺物はない

が、埋土に砂喋が多く混じる特徴から古墳時代後期の

土壌と考える。

以上、ＳＫ－９から出土した遺物は弥生十器ばかりで

ある。しかし、埋土に砂牒が多く混じる特徴から、古

墳時代後期の土壌と判断した。

代中期後葉～後期初頭のものである。また、上部Ⅲ層

部分からは、弥生中期後葉～後期の尭や壷に加えて、

ごく少量の須恵器の細片が出土した。

宿
且

lｉ子爵-－

SK-26号土墳（Fig.８１．１１９）

ＤＢ－１４．１５区で、SC-22、ＳＫ－２３、ＳＰ－２５５に切ら

れ、SC-l8を切る土壌で、部分的にしか残存していな

い（Fig.８１)。SK-23の土層断面では、SP-255の北側

に同質の土層がみられないので、幅が80cmほどの細長

い楕円形の土壌と考えられる。埋土は、径２～３ｍの

喋が多く混じる暗褐色砂質土である。

SK-24号土壌（Fig.１１８）

ＤＢ-15区のSK-23の東側で東西壁が直線的にのびる

遺構の落ち込みを確認できた（Fig.118)。西側をSK-

23に切られ、東側は撹乱部で破壊され、大部分が調査

区外にのびるので、全体の規模や形状は不明である。

壁の立ち上がりが急で、竪穴式住居跡の可能性もある

が、確証はない。ここでは土壌として報告する。

埋土は篠が混じる暗褐色砂質土である。遺物は出土

していない。

埋土に砂喋が多く混じる特徴から、古墳時代後期の

土壌と判断した。

Fig.１１９ＳＫ－１ｏ９ｏ２３ｏ２６出土遺物実測図（縮尺１／３）
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Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物

３ｃｍ

1.78～1.94ｍを測る。西半部は深さ４～５ｃｍと浅いが、

東半部は６～12cmと一段深くなっている。底面はかな

り凹凸がある。

埋土の主体である①層は、径２～5111mの篠が多く混

じる黒褐色砂質土である。径１cmの楕円形の褐色シル

かし、砂喋が多く混じる埋土の特徴から、古墳時代後

期の土壌と判断できる。

／

Fig.１２１SK-36出土遺物実測図２（縮尺２／３，１／４）

じる暗褐色砂質シルトである。埋土中には炭化物片が

若干混じる。

遺構の時期を決定できる遺物は出土していない。し

Ⅷ』L』典些』挙一‐
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Fig.１２０SK-36出土遺物実測図１（１～７：埋土、８．９：上部Ⅲ層、縮尺１／３）

須恵器坪蓋とあわ

せ、古墳時代後期

の土壌と考える。

SK-36号土塘（Fig.１１８．１２０．１２１、ＰＬ２３）

ＣＹ－１３・’4、CZ-l4区で出土した隅丸長方形の土渡

である（Fig.１１８)。ＳP－３４０．４７３．４７４．５１９．５２０に

切られ、ＳP-471.559を切る。また、SP-518を底面

で確認したが、SK-36との関係は不明である。北東部

分の1/4ほどを撹乱で破壊されるが、長さ3.63ｍ、幅

Ｉ１ ２

SK-32号土塘

（Fig.９９）

調査区北壁沿い

のＣＺ・DA-l5区

で検出した隅丸方

形の土壌である

(Ｆｉｇ９９)。ＳＣ－

３１．３３を切り、

ＳＰ－５０２に切られ

る。北半部分は調

査区外にのびてお

り、南北長は不明。

東西幅は２２～2.3

ｍを測る。床面は

ほぼ平坦である。

埋土は径２～９

mmの角喋が多く混

20cｍ
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ト塊がごく少量含まれる。底面の東半部分のほぼ中央

には、火熱を受けて赤変した砂牒混じりの黒褐色砂質

土である②層のレンズ状の塊がみられた。炉跡の可能

性も考えて精査したが、平面的には②層の広がりはほ

とんどなかった。径１cmの楕円形の褐色シルト塊がご

く少量含まれる。③層は暗褐色砂質土の塊である。

底面から、弥生土器の喪胴部と、古墳時代後期の須

恵器尭胴部の細片が各１点ずつが出土した。他は埋土

中に散乱した状態で出土している。埋土中の遺物は少

量で、弥生土器の細片（Fig.120-4～７）が多いが、

古墳時代後期の短頚壷の蓋と考えられる須恵器破片

(Fig.１２０－１）、古墳時代中期の土師器莞（Fig.１２０－

２）、高坪（Ｆｉｇ．１２０－３）、緑色片岩の石片（Ｆｉｇ

SK-77号土墳（Fig.122）

DF-14区に位置する楕円形と考えられる小型土壌で

ある（Fig.122)。両端を既設の管路で破壊されている。

調査中にはSK-174としていたが、調査後に遺構番号

をSK-77に振り替えた。幅70cm前後を測り、深さ５～

８cmの皿状を呈する。埋土は、暗褐色砂質シルトであ

SK-78号土壌（Figl22）

ＤF－１３．１４の境界部分に位置する小型土壊である。

調査中にはSK-l75としていたが、調査後に遺構番号

をSK-78に振り替えた。両端を既設の管路で破壊され

ている。幅76～85cmほどの楕円形で、深さ２～４cmの

浅い皿状を呈する。埋土は、SK-77と同じく、やや灰

SK-81号土壌（Fig.２６．１２３，Ｐ1.19）

CY-l3区のSC-35の床面で検出した不整形の土壌で

ある（Fig.２６)。長さ90cm、最大幅60cm、深さ15cmを

測る。不整形であるため、当初、ＳP-348.349の切り

合いを考えたが、埋土の観察から１基の土壌であるこ

とを確認し、遺構番号を調査後にSK-81に振り替え、

SP-348.349を欠番とした。SC-35を切ると考えられ

る。

埋土最上部の①層は径３mmの篠が少量混じる黒褐色

砂質土で、径１～２cmの楕円形の褐色シルト塊が少量

含まれる。②層は径２～５ｍの篠が多く混じるにぶい

黄褐色砂質土。①層直下には、厚さ２cmほどの焼土層

の③層が南側に落ち込むように広がる。径３mmほどの

操が混じる。その下位にある暗褐色砂質土の④層にも

焼土が混じる。埋土下半部には、径２～５mmの篠が多

1２２

121-1）、サヌカイトの石片（Fig.１２１－２）が出土し

ている。

SK-36上部のⅢ層部分からも弥生土器・土師器・須

恵器が出土している。しかし、いずれも細片ばかりで

ある。外底面にへう記号を施す須恵器の腿（Fig.１２０－

８)、輪羽口（Fig.１２０－９、ＰＬ２３－①)、砂岩の台石

(Fig.１２１－３）がある。

埋土から出土した遺物には、弥生時代あるいは古墳

時代中期の遺物が混在するが、短頚壷の蓋と考えられ

る須恵器があり、砂牒が多く混じる埋土の特徴もあわ

せ、SK-36は古墳時代後期の土壌と考えた。上部Ⅲ層

の須恵器の砿と姉羽口は当該期に伴うものと考えられ

る。

るが、他の土壌と比べて、やや砂喋混じりで、土色も

やや灰色みをおびる。

遺物は出土しなかった。

埋土には砂喋が混じる特徴から、古墳時代後期の土

壌と考える。

色みをおびた暗褐色砂質シルトで、全体に砂喋が少量

混じる。

出土遺物はない。

埋土に砂喋が混じる特徴から、古墳時代後期の土壌

と考える。

<混じるにぶい黄褐色砂質土の⑤層、径３～５ｍの各

牒が少量混じる暗褐色砂質土の⑥層が堆積している。

③層の焼土層を一気に取り上げて水洗選別した。外

面を刷毛目、内面をケズリ調整した古墳時代後期の土

師器莞の胴部、弥生時代中期末の尭（Fig.１２３－１）

や壷（Ｆｉｇｌ２３－３）の口縁部細片、サヌカイトと微

細石片、ヤマグワの炭化材片、炭化米が出土した。炭

化材と炭化米については第Ⅳ章を参照されたい。

また、焼土直下の⑤層～⑥層上部から、完形品を含

む３点の小型丸底壷（Fig.１２３－４～６）、高坪脚裾部

(Fig.１２３－７）が出土した。４（PL19-⑦）は略完形

である。出土状況からSK-81に伴う遺物と考えられる。

古墳時代中期に比定できる。

この他、弥生時代中期後葉～後期の鉢や喪（Ｆｉｇ
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ＳＫ－７７123-2）、壷の口縁部や胴部の破片

があるが、いずれも細片である。

埋土に砂喋があまり混じらないこ

とと、出土遺物から、SK-81は古墳

時代中期の土壌と判断した。
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特徴から、古墳時代後期の土壌と判断した。切り込む小穴の埋土である可能性を考えておく。

遺物は出土しなかったが、埋土に角操が多く混じる
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”
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SK-82号土塘（Fig.122）

ＤＦ・DG-18区東部の共同溝余掘

り壁の土層観察で、Ⅲ層と類似する

暗褐色砂質土のごく浅い落ち込みを

確認していた。Ⅲ層掘り下げ中やⅣ

層上面で遺構の平面輪郭を確認する

ことに努めたが、撹乱溝の南側で隅

丸方形の土壌平面形を把握できた

が、北側では確認できなかった。し

かし、共同溝余掘り壁の土層観察で

確認された落ち込みと、南側で検出

できた平面形から、長辺1.7ｍ、短

辺1.5ｍ前後の長方形土壌であると

考えた（Fig.122)。調査中にはSK-

355としていたが、調査後に遺構番

号をSK-82に振り替えた。

底面にはやや凹凸があり、北側に

向かって緩やかに浅くなる。

埋土は、西壁沿いに径２cmほどの

褐色砂質土塊が少量混じる暗褐色砂

質土の④層が流れ込み、底面全体を

しまりのないにぶい黄褐色砂質土の

③層が覆う。埋土の最上部には、径

０２～0.3cmの角喋が多く混じる暗褐

色砂質土の①層が堆積する。①層に

は径ｌ～２cmの技げた楕円形の褐色

砂質土塊が少量混じる。②層は径

０２～0.5cmの角喋や小石がやや多く

混じる暗褐色砂質土で、撹乱際で急

に落ち込む。遺構検出面や土壌底面

では確認できなかったが、SK-82を

SK-86号土塘（Fig.１０４．１２３）

調査区北東隅のＣＹ－ｌ４・’5の境界部分に位置する小

形土壌である（Fig.104)。SP-316を切る。調査中に

③⑦⑥③③

Fig.１２２ＳK－７７．７８．８２．８７．８８遺構実狽l図（縮尺１/50）
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Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物

IまSP-445としていたが、調査後に遺構番号をSK-86

に振り替えた。
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土が混じる。

埋土中からは､弥生土器や土師器の胴部破片数10点、

須恵器胴部破片数点が出土しているが、いずれも細片

～小片で、図示できる遺物はない。弥生土器が多いが、

古墳時代後期の土師器・須恵器がある。他に、径２～

３mmの炭化物片が点々と出土している。

上部のⅢ層部から、略完形の須恵器高坪（Fig.１２３－

１０、ＰＬ２１－⑨)、須恵器の高坪の坪部口縁部（Fig

l23-9）や脚裾部（Figl23-ll)、弥生土器もしくは

土師器の胴部細片～小片が10数点出土している。完形

の高坪はSK-87に伴う遺物である可能性が高い。

埋土出土の遺物には遺構の時期を決定できる遺物は

ない。しかし、Ⅲ層出土の高坪はSK-87に伴うと考え

られ、古墳時代後期の土壌と判断できる。

Fig.１２３ＳK－８１．８６．８７．８８．８９出土遣物実測図（縮尺１／３）

〔SK-87〕

〔SK-88〕
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SK-87号土塙（Fig.１２２．１２３，Ｐ1.21）

DA-l3区に位置し、SC-25に切られる不整楕円形の

土壌である（Fig.122)。調査中にはSK-494としてい

たが、調査後に遺構番号をSK-87に振り替えた。

長径92cm、短径83cm、深さ26cmを測る。埋土上半部

には、径２～５ｍの角牒が多く混じる暗褐色砂質土の

①層が厚く堆積する。下半部には②～⑨層がレンズ状

に重なって堆積する。その中で②～③層は径２～５ｍ

の砂篠が混じる暗褐色砂質土である。下部ほど篠が小

さい。②層には砂喋がとくに多く混じり、③層は操の

量がやや少ない。④層には径３cmほどの楕円形の褐色

砂質シルト塊が少量含まれる。⑦層には径１～３cmの

楕円形のにぶい黄褐色砂質土塊がやや多く含まれる。

③層にはにぶい黄褐色砂質土塊がとくに多い。⑨層は

褐色砂質シルトで、径２mmほどの篠を含む暗褐色砂質

（ 》
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埋土中から、弥生時代中期後葉～後期初頭の脚台付

鉢の口縁部片（Ｆｉｇｌ２３－８)、弥生土器の胴部細片～

小片10点ほどが出土した。しかし、埋土に砂喋が目立

つことから、古墳時代後期の土壌と考える。

〔SK-89〕

、
Ｏ
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長さ73cm、最大幅55cmの胴が張った隅丸長方形の平

面形をもち、深さ６～７cmの浅い皿状を呈する。

埋土は、径２～３ｍの角喋が少量混じる暗褐色砂質

土で、径１～２cmの楕円形のにぶい黄褐色シルト塊が

少量含まれる。

1１



SK-88号土壌（Fig.122）

ＤＢ-14区に位置する長円形の浅い小型土壌である

(Figl22)。SA-20を構成するSP-556を切る。調査中、

SK-552としていたが、調査後に遺構番号をSK-88に

振り替えた。

長径101cm、短径62cm、深さ７cmを測る。埋土は径

ｌ～２mmの篠が混じる褐色砂質土で、径２cmほどの焼

土塊が含まれる。

SK-89号土塙（Fig.112）

DA-14区に位置する長円形の小型土壌である（Fig

ll2)。SB-62の柱穴であるSP-299に切られる。調査

中にはSK-558としていたが、調査後に遺構番号を

SK-89に振り替えた。

推定長90cm前後、幅80cm、深さ７cmを測る。埋土は

砂喋混じりの黒褐色砂質シルトで、灰や小指先大の焼

土塊や炭化物が多く目立った。そのため、埋土を水洗

選別したが､炭化米やサクラ属の炭化材を確認できた。

第Ⅳ章の報告を参照されたい。

理十ｋ面から、比較的かたまって古墳時代後期のと

（８）その他の遺構一焼土・炭化物の集積

SX-61号遺構（FiglO9）

CX-14区北半部のⅢ層上半部で出土した焼土のレン

ズ状ブロックである。周囲では掘り込みなどは確認で

きなかった。灰や炭化物はみられず、焼土だけが南北

長44cm、東西幅20～45cmの範囲に広がる。断面は厚さ

SX-63号遺構（Fig99）

ＣZ－１４．１５区に位置する。Ⅳ層上面でSC-33を検出

時に確認した。長さ80cm、幅40cmほどの不整形の範囲

に広がる焼土のレンズ状ブロックである。厚さは３～

SX-64号遺構（Fig.２６）

CY-13区のSC-35北半部のⅢ層上半で出土した。平

面形はＵ字形であり、当初は造り付けの竃の可能性を

考えたが、長さ35cm、幅35cmと小さく、厚さも４cmと

薄いレンズ状を呈するため、ＳＸ－６４とした。周囲では

SX-65号遺構（Fig.２６．１２４）

CY-l3区のSC-35中央部のⅢ層上面で、焼土が点々

125

Ⅲ－２古墳時代の遺構と遺物

埋土から出土した遺物には、弥生土器の壷の口縁部

(Figl23-12）や語の底部（Fig.123-13)、胴部の細片

数点、須恵器の胴部破片（Figl23-l4）がある。他

に、径１cmの角張った炭化物片が出土。また、上部の

Ⅲ層部分から坪身（Fig.123-15）が出土している。

埋土に砂喋が混じること、上部Ⅲ層の遺物もあわせ

せ、ＳＫ－８８は古墳時代後期の土壌と考えた。

考えられる土師器の小型尭口縁部（Fig.123-16)、土

師器もしくは弥生土器の胴部細片数点が出土した。上

部Ⅲ層の遺物には、弥生時代中期後葉～末の土器片、

古墳時代中期の土師器の尭口縁部（Fig.123-17)、後

期の須恵器杯身（Fig.123-17）や胴部片が混じる。

とくに、須恵器杯身は大形の破片で、SK-89に伴う遺

物と考えられる。

埋土の特徴と出土遺物から、SK-89は古墳時代後期

の土壌と判断した。

７cmほどの不整な凸レンズ状を呈する。

焼土塊をすべて取り上げて水洗したところ、須恵器

の細片１点出土した。

４cmを測る。周囲では明確な掘り込みは確認できず、

SC-33の東壁沿いに位置することから、SC-33の埋積

過程で投棄された可能性が高い。出土遺物はない。

掘り形などは確認できなかった。

焼土塊をすべて取り上げて水洗したところ、土器片

が少量出土した。しかし、細片ばかりで、時期の決め

手となる遺物はない。

と出土した。もっとも大きい焼土は、長さ１５～35cm、



幅７～１５cm前後で、断面は薄いレンズ状である。周辺

を精査したが、これらに伴う掘り込みは確認できなか

った。

SX-66号遺構（Fig.８９．９５）

DA-l2区のSC-30の埋土中で確認された焼土・炭化

物の塊である（Fig95)。南北長70cm、東西幅50cm、

最大厚さ１０cmを測る。北から南に向かってSC-30へ流

れ込んだように次第に厚くなっており、SC-30の埋没

過程で投棄された焼土の塊と考えられる。焼土に混じ

り、椀形の鉄津が出土した（Fig89-ll)。

SX-67号遺構（Fig.84）

DB-l3区のSC-25上部のⅢ層中部で確認された。焼

土と炭化物のブロックで、南側は撹乱溝で破壊されて

いる。南北残存長55cm、東西幅87cm、最大厚さ７～８

cmを測る。

炭化物層が上面にのり、北から南に向かって薄く流

れたような状態で出土している。下部の土層はSC-25

SX-68号遺構（Fig.９０．１２４）

ＣＺＤＡ－１２・’3区の境界部分、SC-28南東部上面

のⅢ層部分で検出した（Fig90)。焼土混じりの炭化

物のブロックである。南北110cm､東西150cmに広がる。

最大厚さは３cm前後を測る。SC-28の埋没過程で投棄

された焼土・炭化物である。

SX-69号遺構（Fig.９０．１２４）

CZ-13区のSC-28北東部上面のⅢ層部分で検出した

焼土と炭化物のブロックである（Fig.９０)。北端を撹

乱溝で破壊されているが、南北85cm、東西１１０cmの範

囲に広がる。北側には厚さ６cmの焼土層がレンズ状に

みられ、その直下の南半部を中心として厚さ４cmの炭

化物層が広がる。出土状況から、SC-28の埋没過程で

投棄されたものと判断した。

焼土・炭化物層を取り上げて水洗したが、弥生土器

の胴部破片、弥生時代中期末～後期初頭の高坪杯部片

(Ｆｉｇ．１２４－５）、古墳時代後期の須恵器短頚壷の蓋

(Fig.124-4）や坪胴部片が３～４点出土した。また、

炭化米とともに、コナラ属・サクラ属の炭化材が確認

された。同定については、第Ⅳ章を参照されたい。
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焼土塊を取り上げて水洗したところ、須恵器の変も

しくは壷の胴部破片（Ｆｉｇｌ２４－１）や、古墳時代後

期の土師器胴部片が数点出土した。

水洗選別を行った結果、弥生土器や土師器の土器片

と炭化物を選別できた。土器片は、いずれも胴部の小

片ばかりで、図示できるものはない。また、炭化物に

は、コナラ属・マツ属・サクラ属などの炭化材ととも

に、オオムギの炭化種子がある。詳細は、第Ⅳ章の報

告を参照されたい。

の埋土と同質であり、周囲で掘り込みも確認できなか

ったので､SC-25の廃絶後に投棄されたものと考える。

炭化物には、シイ科の炭化材が混じり、動物骨が少量

みられた。タイ科の遊離歯と同定されている。詳細は

第Ⅳ章の報告を参照されたい。

焼土・炭化物を取り上げて水洗したが、須恵器の蓋

(Figl24-2)、喪もしくは壷の胴部（Fig.１２４－３），

土器もしくは土師器の胴部細片が多く出土した。須恵

器の蓋は、古墳時代後期のものである。また、マダイ

の歯骨・椎骨、炭化米がある。

〔SX-65〕 〔SX-68〕

,鐘11鍵‘［二１戸xL当
do

２

〔SX-69〕

４

０ １０ｃｍ

Fig.１２４ＳX－６５．６８°６９出土遺物実狽I図（縮尺１／３）



SX-70号遺構（Fig68）

DD-l4区のSC-21の検出面と埋土中で確認できた焼

土・炭化物片の広がりをSX-70とした。中央部が撹乱

部分で破壊されているが、南北1.25ｍ、東西1.4ｍの範

SX-71号遺構（Fig68）

ＤＣ－１４．１５区の境界部で出土した焼土の広がり、

SC-l6上面のⅢ層を掘り下げ中に確認した｡63×52cm、

厚さ５cmの不整形の塊である。

SX-72号遺構（Fig.６８）

DD-l4区のSC-l6検出時に確認した焼土の薄いレン

ズ状の焼土の広がりである。SC-21に切られる。南北

長54cm、東西残存幅30cm、厚さｌ～２cmを測る。

SX-74号遺構（Fig.68）

DC-l4区のSC-l6南側で、Ⅲ層掘り下げ中に検出し

た。長さ30cm、幅22cm、厚さ１～２cmの薄いレンズ状

の焼土の広がりである。Ⅲ層のほぼ同じレベルからは

9）柱穴・小穴

ＳＰ－１２８（Fig.125～127）

DG-l4区に位置するSP-128は、立柱痕跡が確認さ

れ、SP-l21と掘り形の規模や平面が類似しているた

め、当初SP-l21とともに掘立柱建物の梁間を構成す

るものと考えた。しかし、深さがまったく異なるため、

SP-l21はSP-l42と桁行列の柱穴と判断し、立柱痕跡

が確認された柱穴として報告する（Figl25)。

西半部が調査区外にのびるが、径74cmの略円形の柱

穴である。南壁沿いで径１３～14cmの立柱痕跡を検出で

きた。柱痕跡にあたる①～④層と、掘り形埋土の⑤～

⑩層に分層できる。

立柱痕跡の①層は暗褐色砂質土が褐色シルトと混ざ

り合う。②層は径２～３mmの篠が多く混じる暗褐色砂

質土。③層はきめの細かなにぶい黄褐色シルト。Ⅳ層

の崩れ落ちたブロック。④層は砂篠がわずかに混じる

にぶい黄褐色砂質土である。

掘り形埋土の⑤層は径２～３ｍの篠が多く混じる暗

褐色砂質土。⑥層はにぶい黄褐色砂質土で、径２cmの

楕円形の褐色シルト塊がごく少量混じる。⑦層は径３
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囲に広がり、断面は薄いレンズ状である。

出土状況から、SC-21の埋積過程で投棄された可能

性が高い。

ほぼ同じレベルで土器片や須恵器片が出土し、これ

らと一緒にSC-l6の埋積途中で投棄されたものであ

る。

出土状況から、SX-71と同じく、ＳＣ－１６の埋積途中

で投棄されたものと考える。

土器片が数点出土している。これらの焼土や遺物の周

囲を精査したが、掘り込みなどは検出できなかった。

～５mmの砂喋が混じる暗褐色砂質土で、小さな楕円形

の褐色シルト塊が少量含まれる。③層は砂牒が少量混

じる暗褐色砂質土。⑨層は砂喋がごくわずかに混じる

暗褐色砂質土。⑩層は褐色シルトで、南側から暗褐色

砂質土のブロックが流れ込む。

立柱痕跡からは、②層に径３ｍの粒状の炭化物片が

ごく少量含まれていた以外、出土遺物はない。掘り形

埋土の⑤．⑦．③層からは、弥生時代中期後葉の莞の

口縁部（Fig.１２６－１．２）や底部（Ｆｉｇｌ２６－３）、尭

の胴部細片、高坪の脚部細片、扇平な花商岩の円喋の

一面に敵打痕が残る敵石（Fig.１２７－７）が出土した。

⑤．③層には径５ｍの角張った炭化物片が混じる。こ

の他、緑色片岩の直線刃石庖丁の破損品（Ｆｉｇｌ２７－

ｌ）がある。

このように、SP-128の出土遺物は弥生土器ばかり

であるが、砂喋が多く混じる埋土の特徴から、古墳時

代後期の遺構と考える。
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SP-141（付図、Ｆｉｇｌ２６）

DG-15区に位置する長円形の小穴である（付図)。

長径50cm、短径45cmを測る。埋土は砂牒混じりの暗褐

色砂質土で、幅ｌ～２cmの褐色シルトのレンズ状ブロ

ックがごく少量混じる。

埋士中からは、弥生時代中期後葉の壷の肩部や婆の

口縁部や胴部の小片、古墳時代後期の須恵器坪身

(Fig.126-4)、腿の口縁部破片（Ｆｉｇｌ２６－５)、土師

SP-168（Fig.１２５．１２６）

DF-14区に位置する（Fig.125)。中央南よりで、

打ち込まれたような状態で径11～１２cmの立柱痕跡を検

出した。径が大きいが杭に近い。その痕跡にあたる①

層は砂喋混じりの暗褐色砂質土で、径１cmほどの褐色

シルト塊がごく少量混じる。上部を覆う②層は径１～

SP-223（Fig.108）

ＤＢ-13区に位置する。大半が調査区外にのびるが、

調査区壁面の土層観察で、Ⅲ層上面から掘り込まれて

いること、SB-47の柱穴であるＳＰ－２２４を切ること、

径１６cmの立柱痕跡を観察できた（Fig.108)。

立柱は先端を残して折り取られている。立柱の折り

取り後に小喋が多く混じる黒褐色砂質シルトの①．②

層が流れ込む。②層には小指先大の黄褐色シルト塊が

SP-228（Fig.125）

DB-l3区に位置する。長径66cm、短径60cm，深さ３０

cmの不整な長円形の掘り形をもち、掘り形中位で径１８

cmの抜き取られた立柱痕跡を確認できた（Fig.125)。

立柱の抜き取り後に流入した①層は、小喋が多く混

じる黒褐色シルトである。立柱痕跡の②層は黒褐色シ

ルト。③～③層は掘り形埋土。上部の③～⑤層は黒褐

色シルトににぶい黄褐色砂質シルトが混じり、④層に

は小喋が多い。下部の⑥．⑦層は黒褐色シルトで、小

SP-229（Fig.１２５．１２６）

ＤＢ-14区に位置する。径54～56cm、深さ30cmの略円

形の掘り形をもち、掘り形中位で径１６～１７cmの立柱痕

跡を確認できた（Fig.125)。

立柱痕跡の①層は黒褐色シルトで、下部の１０～15ｃｍ

には小指先大のにぶい黄褐色シルト塊や焼土小塊が落

ち込んだように混じる。掘り形埋土上部の②～⑤層は

黒褐色シルトで、にぶい黄褐色シルトが混じる。②．
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器の甑(Ｆｉｇｌ２６－６)、莞の口縁部破片(Fig.126-7)、

胴部破片、径2.5cm、厚さ0.5～1.2cmの砂岩の肩平な小

円操、長さ１２cm、幅・厚さ９cmの砂岩円喋が出土して

いる。とくに、４の坪は３片に割れて出土し、全周の

l/4ほどの比較的大きめの破片に復元できた。この他、

径３～５cmの角張った炭化物片が少量出土している。

２mmの角篠が多く混じる暗褐色砂質土である。

埋土中から、弥生時代後期と考えられる尭胴部上半

部の部片１点が出土。上層のⅢ層部分からも弥生時代

中期後葉～後期初頭の壷や喪の大型破片が比較的まと

まって出土している（Fig.126-12～15)。

点々と含まれる。立柱痕跡の③層も黒褐色砂質シルト

で、小指～親指先大の軟らかい黄褐色シルト塊が点々

と混じる。④～⑥層は掘り形埋土。④層は砂喋混じり

の黒褐色砂質シルトで､小喋は①．②層ほど多くない。

⑤層は黒褐色シルトで、位げた小指先大の黄褐色シル

ト塊が多く混じる。⑥層は黄褐色シルト塊がより多く

みられる。

指～親指先大のにぶい黄褐色シルト塊が混じる。⑦層

はにぶい黄褐色シルト塊が特に多い。③層は黒褐色シ

ルトである。

埋土から、内外面を丁寧にナデ仕上げた弥生土器の

胴部小片１点、弥生時代後期と考えられる喪胴部細片

２点、弥生十器もしくは土師器の胴部細片が１０数点が

出土。

⑤層ではにぶい黄褐色シルトは小指先大の塊となり、

③層には小喋が多く混じる｡中位～下部の⑥．⑦層は、

黒褐色シルトの中に、薄く位げたにぶい黄褐色シルト

が点々とみられる。⑥層には比較的多くの小喋が混じ

る。

弥生土器の鉢口縁部片(Figl26-10)､高坪の脚部柱

部片１点、尭口縁部片１点、胴部細片２点が出土した。
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ＳＰ－２３１（Fig.１２５．１２６）

ＤＢ－ｌ４区に位置し、SP-230を切る。径57cm、深さ

22cmの略円形の掘り形をもつ（Figl25)。掘り形中位

で径20cm前後の立柱痕跡を確認できた。立柱は先端を

残して折り取られ、小喋が多く混じる黒褐色砂質シル

トの①層が流れ込む｡立柱痕跡の②層は黒褐色シルト。

掘り形埋土の③層は黒褐色シルトで、径２～３cm大の

黄褐色シルト塊が点々とみられる。

上部流入土の①層から、弥生時代後期の複合口縁壷

の口縁端部の細片（Figl26-l6）と、尭胴部片が出

土。掘り形埋土の③層からは、比較的多くの遺物が出

ＳＰ－２３９（Fig.１２５．１２６）

DB-l4区に位置する。長径71cm、短径55cm、深さ４０

cmの不整な長円形の掘り形をもち、掘り形下部で径１７

cmの先端を残して折り取られた立柱痕跡を検出した

(Fig.125)。

埋土①～⑤層は立柱が折り取られた後に流れ込んだ

土層である｡①層は角篠が多く混じる褐色砂質シルト。

②～⑤層は黒褐色シルトで、黄褐色シルトが混じる。

黄褐色シルトは、②層では不整形の塊、③．⑤層では

SP-243（Fig.125）

DB-l4区に位置する。径30cm前後、深さ34cmの略円

形の掘り形をもち、径１６cmの立柱痕跡を確認した

(Fig.125)。立柱痕跡の①層は径１～２mmの裸が少量

まじる黒褐色砂質土で、径１cm前後の楕円形のにぶい

黄褐色シルト塊がまばらにみられ、下部はやや粘性を

ＳＰ－２５４（Ｆｉｇｌ２５）

ＤＢ－ｌ５区に位置し、SC-22を切る。径68cm前後、深

さ17cmの円形の掘り形をもつ。掘り形の中央で径１７～

１９cmの立柱痕跡を確認できた（Fig.125)。

埋土には全体に径２～３mmの裸が多く混じる。立柱

痕跡の①層は黒褐色シルト。掘り形埋土の上部の②層

は黒褐色砂質シルト、下部の③層は黒褐色シルトに'幅

５cm前後の黄褐色シルトのレンズ状ブロックが縞状に

混じる。

ＳＰ－２５５（Ｆｉｇ．１１８．１２８）

DB-l5区に位置し、ＳＣ－ｌ８、SK-26を切る。長径５３

cm、短径44cm，深さ22cmの不整な長円形の掘り形をも

つ。掘り形中位で、先端を残して折り取られた径12cｍ
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土している。しかし、いずれも細片ばかりである。古

墳時代後期の土師器の要口縁部片（Fig.126-22）や、

弥生時代中期末～後期初頭の高坪（Fig.126-20)、後

期初頭～前葉の尭口縁部片（Fig.１２６－１８．１９)、後期

の斐肩部破片（Figl26-l7)、壷胴部破片、古墳時代

前期の外面に刷毛目調整を施し煤が付着した尭肩部片

(Fig.126-21)、外面をミガキ、内面をケズリ調整し

た尭胴部小片ほか２点、胴部片３点、壷胴部片１点、

その他細片２点、径７cm、厚さ３cmほどの肩平な餅形

の花淘閃緑岩の円喋がある。

親指大の小塊となる。立柱痕跡の⑥層は黒褐色シルト

で、小指先大の黄褐色シルト塊が点々と混じる。掘り

形埋土の⑥．⑦層は黒褐色シルトで、⑦層はやや白っ

ぽい土色である。

埋土中からは、弥雄十器の胴部細片４点のほか、斐

の口縁部（Fig.126-23.24)、高坪の口縁部（Fig.

126-25）が出土している。しかし、いずれも細片ば

かりである。

おびる。掘り形埋土の②．③層は暗褐色砂質土で、径

0.5～１cmの楕円形のにぶい黄褐色砂質土塊が混じる。

②層はにぶい黄褐色砂質土塊の量が多いとともに、径

ｌ～２mmの裸がやや多く混じる。

遺物は出土していない。

立柱痕跡①層から、内外面を刷毛目調整した弥生土

器の饗の胴部細片１点、掘り形埋土②．③層からは、

土師器や弥生土器の胴部細片～小片が１０数点、径2.5

cm、厚さ２cmの球状に近い含篠シルト岩が出土してい

る。この他、須恵器の坪口縁部かと考えられる細片

(Fig.１２８－１）、胴部小片（Ｆｉｇｌ２８－２)、土師器もし

くは弥生土器の胴部細片１２点、須恵器胴部細片～小片

３点がある。

の立柱痕跡を確認した（Fig.118)。

立柱の折り取り後に流入した①層は、小牒がわずか

に混じる黒褐色砂質シルト。立柱痕跡の②層は黒褐色
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シルトで､点々と小指先大の黄褐色シルト塊が混じる。

③～⑤層は掘り形埋土。③層は黒褐色砂質シルトに黄

褐色シルトが薄い縞状にみられる。④層は黄褐色シル

トの塊、⑤層は黒褐色シルトである。

上部流入土①層から、弥生土器もしくは土師器の胴

ＳＰ－２５６（Fig.125）

ＤＢ-13区に位置し、SC-25の床面で検出した（Fig

l25)。掘り形は円形で、径43～44cm、深さ23cmを測る。

立柱痕跡は平面形が楕円形もしくは隅丸方形に近く、

径は１８cm前後を測る。

立柱痕跡の①層は小喋が多く混じる黒褐色シルト。

掘り形埋士も小喋が多く混じる黒褐色であるが、上半

ＳＰ－２５８（Fig.125）

DA-13区に位置し、SC-28の床面で検出した。長径

56cm、短径51cm、深さ20cmの長円形の掘り形をもち、

径20cmの立柱痕跡を確認できた（Figl25)。

立柱痕跡の①層は小喋が少量混じる黒褐色シルト

で、位げた黄褐色シルトの小塊が点々と含まれる。掘

SP-260（Fig.125）

ＤＡ－ｌ２・’3区の境界部に位置し、SC-28の床面で検

出した。長径52cm、短径43cm、深さ１８cmの長円形の掘

り形をもち、径13～１４cmの立柱痕跡を確認した（Fig

l25)。立柱痕跡の①層は黒褐色シルト。掘り形埋土の

ＳＰ－２６１（Fig.９０）

CZ-l3区のSC-28床面で検出した。長径68cm，短径

53cm、深さ26cmの不整な長円形の掘り形をもち、径２３

cmの立柱痕跡を確認した（Fig.90)。

立柱痕跡の①層は小喋が多く混じる黒褐色砂質シル

ト。掘り形埋土の②層は黒褐色砂質シルトで、小喋が

ＳＰ－２６３（Fig.125.128）

DA-l3区のSC-28床面で検出した。SK-262を切る。

長径55cm、短径45cm、深さ27cmの不整な長円形の掘り

形をもつ（Figl25)。径18～１９cmの立柱痕跡を確認で

きた。立柱は先端を残して折り取られている。

①層は立柱の折り取り後に流入した土層。小喋が多

く混じる黒褐色砂質シルトで、親指先大の黄褐色シル

ト塊が多く含まれる｡立柱痕跡の②層は黒褐色シルト。

掘り形埋土の③層は黒褐色シルトで、径３～４cmの丸

１３４

部小片、掘り形埋土③～⑤層からは土師器の尭胴部小

片が出土。その他、埋土中として取り上げた遺物とし

て、弥生土器もしくは土師器の胴部小片、須恵器の坪

口縁部（Figl28-3）がある。

部の②層には小指先大の黄褐色シルト塊、下半部の③

層には位げた親指大の黄褐色シルト塊が多く混じる。

立柱痕跡の①層から弥生土器の斐胴部小片５点、掘

り形埋土②。③層から比較的大形の弥生土器の尭胴部

破片が出土した。他に、須恵器胴部細片１点、弥生土

器もしくは土師器の胴部小片６点がある。

り形埋土上半の②層は小喋混じりの黒褐色砂質シル

ト。下半の③層は黒褐色シルトで、小指先大の黄褐色

シルト塊が多く含まれる。

遺物は、弥生土器の胴部細片が１０数点出土しただけ

である。

②層は黒褐色砂質シルト、③層は技げた不整形の黄褐

色シルトの小塊が混じる黒褐色シルトである。掘り形

埋土②．③層から古墳時代後期と考えられる土師器の

胴部小片が４点出土した。

少量混じる。

立柱痕跡①層から弥生土器の胴部細片２点、掘り形

埋土②層から弥生土器の胴部と須恵器杯身の細片が出

土している。他に弥生土器尭胴部破片10点ほどがあ

る。

い黄褐色砂質シルト塊が多く含まれる。

上部流入土①層から古墳時代後期の須恵器杯（Fig

l28-5）や弥生土器ないしは土師器の細片数点、立

柱痕跡②層から弥生土器の胴部４点、掘り形埋土の③

層から須恵器の底部（Fig.１２８－６）と弥生時代中期

の翌底部（Fig.１２８－８）が出土した。他に、弥生中

期の大型壷の底部（Fig.１２８－７）と胴部細片５点ほ

どがある。



ＳＰ－２６５（Fig.１２５．１２８）

ＣＺ・ＤＡ－ｌ２・’3区の境界部に位置し、SC-28の柱

穴であるSP-264を切る。径50～53cm、深さ33cmの略

円形の掘り形の中で径22cmの立柱痕跡を確認した

(Figl25)。

立柱痕跡の①層は黒褐色シルト。掘り形埋土の②～

④層も黒褐色シルトで、②．③層には位げた小指先大

SP-270（Fig.125）

DB-l3区に位置し、SC-25を切る。径47～50cm、深

さ24cmの略円形の掘り形をもち、掘り形中位で径１６ｃｍ

の立柱痕跡を検出できた（Fig.125)。立柱は先端を残

して折り取られているものと考えられる。

立柱の折り取り後に流入した①層は、小牒が多く混

SP-275（Fig.125）

ＤＡ・DB-l3区で、SC-25床面で検出した。長径６４

cm、短径53cm、深さ１２cmの楕円形の掘り形をもつ

(Figl25)。東壁沿いで径13cmの立柱痕跡を確認した。

立柱痕跡の①層は黒褐色シルト。掘り形埋土の②層は

SP-280（Fig.125）

DA-13区に位置し、SC-25に切られる。長径51cm，

短径46cm、深さ35cmの長円形の掘り形をもつ（Fig

l25)。径19cmの立柱痕跡を掘り形中位で確認した。先

端を残して折り取られ、立柱は東へ傾く。

立柱の折り取り後に流入した①層は、砂喋混じりの

ＳＰ－２８７（Fig.１２５．１２８）

ＤＢ－１２．１３区に位置する。長径53cm、短径40cm、深

さ30cmの長円形の掘り形をもち、径１９cmの立柱痕跡を

確認できた（Figl25)。立柱は先端を残して折り取ら

れている。折り取られた後に流れ込んだ①．②層は、

小牒が多く混じる黒褐色砂質シルトである。下部の②

層には黄褐色シルトの小塊が少量含まれる。立柱痕跡

の③層は黒褐色シルトで、軟らかで位げた親指先大の

黄褐色シルト塊が少量含まれる｡掘り形埋土の④層は、

ＳＰ－２９２（Fig.125）

ＣＺ・DA-l3区に位置し、SC-28を切る。径52cm、

深さ９cmの略円形の掘り形の中で径21の立柱痕跡を確

認できた（Figl25)。立柱痕跡の①層は小篠混じりの

黒褐色砂質シルトである。掘り形埋土の②層も小喋混
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の黄褐色シルト塊が少量、②．④層と比べて③層には

黄褐色シルト塊が多く混じる。③。④層の間にはレン

ズ状の炭化物層が挟まる。

掘り形底面近くから、土師器の小型壷の口縁部

(Fig.128-4）と、弥生土器の細片１点が出土してい

る。

じる黒褐色砂質シルトである。立柱痕跡にあたる②層

は黒褐色砂質シルト。③～⑤層は掘り形埋土。③層は

黒褐色シルトで、径２～３cmの黄褐色砂質シルト塊が

全体の半分近く混じる。④．⑤層は黒褐色砂質シルト

で、⑤層はややしまった土質である。

小篠が多くみられる黒褐色砂質シルトで、黄褐色シル

トと混じり合う。

掘り形埋土②層から、弥生土器の尭の口縁部細片１

点と胴部小片６点が出土している。

黒褐色砂質シルトである。立柱痕跡の②層は黒褐色シ

ルト。③～⑤層は掘り形埋土。③層は黄褐色砂質シル

トに親指先大の黒褐色シルト塊が点々と混じり、④層

は黒褐色砂質シルトである。

遺物は出土していない。

黒褐色シルトと黄褐色シルトがほぼ水平に縞状に重な

る。⑤層は黄褐色シルトの塊。

上部流入土①．②層から、弥生時代中期の壷口縁部

(Fig.128-11)、胴部小片２点が出土した。他に、外

面を刷毛目調整､内面をケズリ調整した尭胴部片２点、

内外面とも刷毛目調整した斐胴部片３点、胴部の細片

～小片10数点がある。いずれも弥生時代中期後葉～後

期前葉に比定できる。

じりの黒褐色砂質シルトであるが、小喋は少ない。

掘り形埋土②層から、弥生土器の婆や壷の胴部小片

5点、弥牛十器の小片２点が出土している｡



SP-296（Fig.２４）

DA-13区に位置し、SC-27を切る（Fig24)。長さ

35cm、１幅31cm、深さ11cmの不整な隅丸方形の掘り形を

もつ。北半部で径18cmの立柱痕跡を検出した。

立柱痕跡の①層は黒褐色シルトで、焼土塊を含む。

掘り形埋土の②層は黒褐色砂質シルトで、位げた親指

先大のひしやげた黄褐色シルト塊が帯状にみられる。

SP-297（Fig.１１２．１２８）

DA-l4区に位置する。SC-27を切り、SB-62の柱穴

であるSP-298に切られる（Fig.112)。径65～70cm、

深さ12cmの長円形の掘り形をもち、南壁沿いで径１８ｃｍ

の立柱痕跡を検出した。

①層は立柱痕跡、②．③層は掘り形埋土。①層は小

牒が多く混じる黒褐色シルト。②層は操がとくに多く

混じる黒褐色シルトで、径３cmほどの粒げた黄褐色シ

SP-300（Fig.１１２．１２８）

DA-14区に位置する。長径43cm、短径36cm、深さ

１４cmの長円形の掘り形をもち、やや西よりで立柱痕跡

を確認した（Figll2)。先端が尖っていないので立柱

痕跡としたが、径は14cmと細めの立柱である。

①層は先端を残して立柱を折り取った後に流入した

黒褐色砂質シルト。立柱痕跡の先端部分の①層は、砂

SP-316（Fig.１０４）

CY-14区のSB-42とSA-59の間で出土した。ＳＫ－８６

に切られる（FiglO4)。径21cm前後、深さ11cmの円形

の掘り形の中に、径８cmの先端が尖った杭痕跡を確認

できた。しかし、SP-316とともに柵列などを構成す

る遺構はみあたらず、SP-316だけを報告する。

杭痕跡の①層は暗褐色砂質シルトで、にぶい黄褐色

SP-320（Fig.125）

DA-l3区の境界部に位置し、SC-28の床面で検出し

た。SK-262を切る。長径58cm、短径52cm、深さ46ｃｍ

の長円形の掘り形をもつ（Fig.125)。径17～１８cmの立

柱痕跡を確認した。立柱は掘り形中位で確認され、先

端を残して折り取られたものと考える。

立柱の折り取り後に流入した①層は、小牒が多く混

じる黒褐色砂質シルトで、薄い焼土層がみられる。②

層は黄褐色シルトのレンズ状ブロック。立柱痕跡の③

層は小喋が少量混じる黒褐色シルト。北側の④．⑤層
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立柱痕跡①層から弥生土器の細片、掘り形埋土②層

から弥生土器の胴部小片４点が出土。他に、弥生土器

の胴部細片２点、径１cmの角張った炭化物片がある。

遺物は弥生土器だけで、埋土も砂牒があまり目立たな

いが、SC-27との切り合い関係から、古墳時代の柱穴

と考える。

ルト塊が点々とみられる。③層は黒褐色シルトで、径

３～５cmの黄褐色シルト塊が混じる。

埋土中からは、弥生時代中期末の莞の口縁部細片

(Fig.128-13)、外面ミガキで内面刷毛目調整の壷胴

部小片､外面を刷毛目調整し煤が付着する斐胴部小片、

胴部小片20点と、須恵器の胴部破片が出土した。他に、

長さ2.5cm、幅・厚さ２cmほどの砂岩円牒がある。

篠が多く混じる黒褐色砂質シルト。②層は掘り形埋士

で、黒褐色シルトと径３cmの黄褐色シルト塊が全体に

縞状に重なる。

埋土中からは、弥生時代中期後葉～後期前葉の小型

喪の口縁部細片（Figl28-l4）や、斐胴部細片数点、

底部近くの破片１点が出土している。

シルトの薄いレンズ状ブロックが少量みられる。掘り

形埋土の②層は褐色シルトで、暗褐色砂質シルトの薄

いレンズ状ブロックが少量みられる。ともに、径２～

４ｍの角喋がごく少量混じる。

土器の細片が出土しているが、器形．時期などは不

明である。

Iま、立柱を抜く際に流れ込んだ黒褐色シルトで、⑤層

には黄褐色シルトが縞状にみられる。⑥～⑩層は掘り

形埋土。⑥層は小篠が少量混じる黒褐色。⑦層は黒褐

色シルトで親指先大の黄褐色砂質シルト塊が多く混じ

る。③～⑩層は黒褐色シルトで、③層には拳大の黄褐

色シルト塊、⑩層には位げた黄褐色シルトの小塊が多

く混じる。

立柱痕跡③層から弥生時代中期後葉～末の尭口縁部

片、掘り形埋土から弥生土器細片４点が出土した。



SP-321（Fig.125）

DA-l3区に位置する。径63～65cm、深さ９cmの円

形の掘り形内で、径１５cmの立柱痕跡を確認できた

(Fig.125)。立柱痕跡の①層は、側面近くを切ってい

るため先端が丸くみえる。小喋が多く混じる黒褐色砂

SP-323（Fig.125.128）

ＣＺ・DA-l3区に位置し、SC-28を切り、SP-324に

切られる。SP-324とともに掘り下げたために、形状

や規模は不明である（Fig.125)。

埋土上部の⑥層は小喋が多く混じる黒褐色砂質シル

SP-324（Figl25）

ＣＺ・ＤＡ－ｌ３区に位置し、SC-28、SP-323を切る

(Figl25)。径55～60cm、深さ35cmの掘り形の中で、

径21cmの立柱痕跡を確認できた。立柱痕跡の①層は黒

褐色シルト。②～⑤層は掘り形埋土で黒褐色シルト。

ＳＰ－３２６（Fig.125）

DA-13に位置し、SC-28を．切る。径62～69cm、深さ

13cmの略円形の掘り形内で、径18cmの立柱痕跡を確認

できた(Fig.125)。立柱痕跡は掘り形中位で確認でき、

立柱の先端部分を残して折り取られたものと考えられ

る。

SP-331（Fig.125）

CZ-l4区に位置する。径48～50cm，深さ12cmの不整

円形の掘り形をもち、北壁沿いで径18cmの立柱痕跡を

検出できた（Figl25)。土層断面の観察で、立柱は先

端を残して抜き取られていることを確認できた。

立柱が抜き取り後に流入した①層は、砂喋が多く混

じる黒褐色砂質土で、小指先大の黄褐色シルト塊が

SP-333（Fig.129）

CZ-l4区に位置する。径45cm、深さ21cmの掘り形を

もち、埋土中部で立柱の抜き跡を確認できた（Fig

l29)。①層は立柱抜き跡後の流入土で、砂篠が多く混

じる黒褐色砂質シルトで、小指先大の黄褐色シルト塊

が多く含まれる。立柱痕跡の②層は黒褐色シルト。径

は１３～１５cmと考えられるが、確実ではない。③層は掘

SP-336（Fig.４０）

CZ-14区に位置し、ＳＫ－８０を切る。長径58cm、短径
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質シルト。掘り形埋土の②層は黒褐色砂質シルトで、

位げたにぶい黄褐色シルトの小塊が多く混じる。

遺物は弥生時代の尭と壷の胴部小片２点が出土した

だけである。

ト、下部の⑦層には親指先大の黄褐色シルト塊が多く

混じる黒褐色シルトが堆積する。

弥生時代中期後葉～後期初頭の鉢の口縁部片（Fig

l28-l6）と胴部細片３点が出土している。

②層には位げた親指先大の黄褐色シルト塊が多く混じ

り、③層は黄褐色シルト塊の量が少ない。⑤層は、黒

褐色シルトと黄褐色シルトがそれぞれ厚さｌ～２cmの

縞状に混じる。遺物は出土していない。

立柱の折り取り後に流れ込んだ①層は小牒が多く混

じる黒褐色砂質シルト。立柱痕跡の②層は小喋がやや

少なめの黒褐色シルト。掘り形埋土の③．④層は黒褐

色シルトである。②層には小喋が大量に混じる。

遺物は出土していない。

点々と混じる。立柱痕跡の②層は黒褐色シルトで、位

げた小指先大の黄褐色シルト塊が点々と混じる。掘り

形埋土の③層は黒褐色シルトで、小指先大の黄褐色シ

ルト塊が非常に多く混じる。

遺物は出土していない。

り形埋土で、黒褐色シルトの中に親指先大の黄褐色シ

ルト塊が部分的に帯状になって混じる。

埋土中からは、弥生土器もしくは古墳時代後期の土

師器の胴部小片２点、二次的火熱をうけて赤変した土

師器の小指先大の胴部細片４点、長さ１６cm、幅１５cm、

厚さ5.5cmの砂岩の肩平な円喋が出土している。

51cm、深さ16cmの不整な長円形である（Fig.４０)。



埋土最上部の①層は径１mmの小喋が混じる暗褐色砂

質士。中部の②層は径１ｍの砂篠が少量混じる暗褐色

砂質土。③層は砂喋混じりの褐色砂質シルトで、粒状

の黄燈色シルトが少量混じる。SK-80の壁が崩れた部

ＳＰ－３３９（Fig.129）

CZ-l4区に位置し、径21～24cm、深さ９cmを測る不

整な円形の掘り形の中で、杭痕跡が確認できた（Fig

l29)。ただし、径が１７cmほどと太い。杭痕跡の①層は

際が多く混じる黒褐色砂質シルト。掘り形埋土の②層

ＳＰ－３４０（Fig.１０４．１２８）

CZ-l4区に位置する。東半部を撹乱懐で切られる

(Fig.１０４)。径34cm、深さ22cmの小穴で、径１２cmの杭

痕跡を確認できた。また、SB-43の桁行にあたるSP－

３３５．４７４を結ぶ線上に位置する。しかし、北側の桁行

列には、同様な小穴はないので、SB-43には伴わない

と考えた。

杭痕跡にあたる②層は、径ｌ～２ｍが砂牒が少量混

じる暗褐色砂質土で、褐色シルトのレンズ状ブロック

がごく少量みられる。埋土中位で確認され、全体に南

に傾いているので、杭の先端を残して折り取られたも

SP-341（Fig.129）

CZ-l4区に位置する。径21cm，深さ21cmを測る略円

形の掘り形の中に、先端が尖った径13cmの杭痕跡を検

出した。

杭痕跡の①層は黒褐色シルト。掘り形埋土の②層も

黒褐色シルトであるが、小指先大の位げた黄褐色シル

ＳＰ－３４４（Fig.２６．１２８）

CZ-l3区に位置する。径50cmほどの略円形の掘り形

内で、径12cmの立柱痕跡を確認した（Fig26)。しか

し、調査中に雨水が流れ込み壁面が崩れてしまい、土

居断面図を作図できなかった。埋土は暗褐色シルトで

SP-359（Fig.１４）

ＤG－１７．１８区の東北隅に位置する（Fig.１４)。鍋底

状の小穴で、平面形は略円形で、径60cm、深さ６cmの

鍋底状を呈し、中央はさらに'０cmほど細長い窪みがみ

られる。SP-360に切られ、SP-361を切る。

埋土上部の①．②層は暗褐色砂質土で、径ｌ～３ｃｍ

の輪郭がぼやけた楕円形のにぶい黄褐色砂質シルト塊
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分。埋土最下部の④層はきめが細かい暗褐色シルト。

径１～３cmの位げた楕円形の黄燈色シルト塊が所々に

みられる。遺物は弥生土器の胴部細片２点が出土した

だけである。

|ま黒褐シルトで、親指大の黄褐色砂質シルト塊が混じ

る。

埋土中から、弥生土器の胴部細片１点が出土してい

る。

のと考えられる。その上部には、杭の折り取り後に流

入した①層がみられる、①層は径ｌ～３ｍの角喋が多

く混じる暗褐色砂質土で、径１cmほどの楕円形の褐色

シルト塊が含まれる。掘り形埋土の③層は砂篠混じり

のにぶい黄褐色砂質土と暗褐色砂質土である。

立柱痕跡の①層から、弥生土器の胴部細片２点、径

５mmの角張った炭化物片がごく少量出土。その他、掘

り形埋土③層や上部流入土①層から、須恵器の坪身口

縁部（Figl28-17)、弥生土器もしくは土師器の胴部

細片７点が出土している。

卜塊が点々と混じる。

埋土からは、外面にナデ調整、内面にケズリ調整を

施す土師器の胴部破片が出土している。いずれも古墳

時代前期～中期の遺物である。

ある。

須恵器の坪身の細片２点（Fig.128-21.22)、弥生

土器尭胴部破片１点と須恵器１点が出土している。

が少量混じる。中～下部には、にぶい黄褐色砂質土と

褐色砂質シルトが混じり合う③層、幅２cmほどの細長

いにぶい黄褐色砂質シルト塊が少量混じる褐色砂質シ

ルトの④層､やや粘性をおびた暗褐色砂質土の⑤層が、

大きな塊となってみられる。

埋土中からは土器細片が出土しているが、器形・時
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期は不明である。また、①．③層には径01～0.3cmの

SP-375（Fig.128.129）

DE-l4区の調査区北壁際に位置する。径75～80cmの

略円形の掘り形をもち、径18cmの立柱痕跡を確認でき

た（Fig.129)。掘り形は深めの丸底鍋状で、先端が尖

った立柱を打ち込んで、周囲を埋土で固めている。

立柱痕跡にあたる①層は、径２～４ｍの角牒が多く

混じる暗褐色砂質土。掘り形埋土の②層は、径２～３

ｍの角喋が多く混じるにぶい黄褐色砂質土で、径５ｍｍ

ほどの楕円形の褐色砂質シルト塊がやや多く含まれ

る。③層は、にぶい黄褐色砂質土で、径３cmの楕円形

の暗褐色砂質土塊が多く混じる。④層は、径１mmの角

篠が多く混じる暗褐色砂質土。⑤層は、径ｌ～３mmの

角喋が多く混じる暗褐色砂質士で、径１cmほどの楕円

ＳＰ－３７７（Fig.１２８．１２９）

DE-l4区に位置する略円形の小穴である（Ｆｉｇ．

129)。径55～57cm、深さ１９cmを測る。南東部分の窪み

には、暗褐色砂質土の①層が詰まり、立柱痕跡であっ

た可能性も残す。その上部を、部分的に粘性をおびる

径２～３ｍの砂喋が多く混じる黒褐色砂質土の②層が

ＳＰ－３７９（Fig.２６）

CZ-13区に位置するSC－３５．３８を切る円形の小穴で

ある（Fig.２６)。径51～53cm、深さ12cmを測る。埋土

は暗褐色シルトで、上層部の①層には径２～３ｍの篠

が多く混じり、小指先大の黄褐色シルト塊が含まれる。

中層に帯状にみられる②層には径１cmの楕円形の黄褐

色シルト塊が多く混じる。とくに、西壁際に多い。下

SP-386（Fig.２６．１２８）

CZ-l3区のSC-34床面で確認できた。長径52cm、短

径40cm、深さ20cmの長円形の掘り形をもち、径18cmの

立柱痕跡を検出した（Fig.26)。

立柱は先端を残して折り取られている。①層は立柱

の折り取り後に流れ込んだ土層。小喋が多く混じる黒

ＳＰ－３８９（Fig.112）

CZ-13区に位置する。径43～44cm、深さ10cmの不整

円形の掘り形をもち、径22cmの立柱痕跡を確認できた

(Figll2)。立柱痕跡の①層は小喋混じりの黒褐色シ

ルト、掘り形埋土の②層は小喋が少量混じる黒褐色砂

140

粒状の炭化物片が少量含まれていた。

形のにぶい黄褐色砂質土塊がごく少量含まれる。⑥層

は、暗褐色砂質土で、径１cmの輪郭がぼやけた楕円形

の褐色砂質シルト塊が少量混じる。⑦層はにぶい黄褐

色シルトの塊。③層は、にぶい黄褐色シルトと黄褐色

シルトが混ざり合う。

埋土中から、喪と考えられる口縁部片（Fig.１２８－

２３．２５)、壷口縁部（Fig.128-23)、弥生土器の細片

～小片20～30点、敵打痕が側縁に残る長さ5.5cm、幅

4.5cm、厚さ２～2.2cmの餅形の砂岩円篠が出土した。

また、立柱痕跡の①層には、径５ｍの角張った炭化物

片がごく少量含まれていた。

覆う。

埋土中からは、須恵器坪の口縁部細片（Figl28-

33)、胴部片２点、弥生土器もしくは土師器の胴部細

片～小片20数点が出土した。また、①層中からは、径

２～３mmの粒状の炭化物片がごく少量出土している。

層部分の③層は黄褐色シルト塊が②層よりも少なめで

ある。④。⑤層は黄褐色シルトの塊である。

埋土中からは、弥生時代後期の謹口縁部破片、弥生

土器の胴部細片～小片５点、古墳時代後期の須恵器胴

部片、長さ３８cm、幅３２cm、厚さ１cmの含喋砂岩、粒

状の炭化物片が出土している。

褐色砂質シルトである。掘り形埋土の②層は黒褐色シ

ルトで、小指先大の黄褐色シルト塊が多く混じる。立

柱痕跡の③層は黒褐色シルトである。

掘り形埋土から、高坪の口縁部（Fig.128-39)、弥

牛十器の胴部細片数点が出土している。

質シルトである。

掘り形埋土①層から、弥生土器と考えられる土器片

(Fig.128-26)、炭化物小片が出土。他に、弥生土器

の小片２点がある。



SP-398（Fig.３５）

DF-23区に位置する（Fig.３５)。径35cm、深さ11ｃｍ

の略円形の小穴である。ほぼ中央で先端が尖り打ち込

まれた状態の径１３cmの杭痕跡を確認できた。杭痕跡の

①層は暗褐色砂質土で、径５mmの楕円形の暗褐色砂質

土塊がごく少量混じる。②．③層は径１～２ｍの角裸

ＳＰ－４０２（Fig.１１２）

CZ-l4区に位置し、SP-403を切る（Fig.１１２)。長

径70cm、短径61cm、深さ７cmの長円形の掘り形をもち、

南側によって径１５cmの立柱痕跡を確認できた。立柱痕

跡の①層は黒褐色シルト。掘り形埋土の②層は黒褐色

SP-403（Fig.112）

CZ-l4区に位置し、SP-402に切られる。径70cm，

深さ30cmの略円形の掘り形をもち、ほぼ中央で立柱痕

跡を確認した（Fig.１１２)。先端が尖っていないことか

ら立柱痕跡としたが､径は12～13cmで杭に近い。また、

立柱痕跡は埋土中位で確認され、先端を残して折り取

られたものと考えられる。

①層は立柱を折り取った後に流れ込んだ土層で、径

２～３mmの篠が混じるにぶい黄褐色砂質土で、径ｌ～

２cmの楕円形の褐色シルト塊が少量みられる。立柱痕

跡の②層も砂篠混じりの黒褐色砂質土で、幅１～３ｃｍ

の褐色シルトのレンズ状ブロックをまばらにみられ

る。③～③層は掘り形埋土。③．④層は径２ｍの篠が

少量混じる暗褐色砂質土で、褐色シルトの薄いレンズ

SP-405（Fig.１２８．１２９）

CZ-l4区に位置する。径37～38cm、深さ26cmの略円

形の掘り形の中に、先端が尖る径16cmの杭痕跡を確認

した（Figl29)。打ち込まれた杭の先端のみが残る。

①層は、砂喋が多く混じる黒褐色砂質シルトで、杭が

折り取られた後に流入した土層。杭痕跡の②層は黒褐

SP-406（Fig26）

CZ-13区のSC-35の床面で検出したが、SC-35を切

ると考えられる（Fig.２６)。径37～39cm、深さ１５cmの

略円形の掘り形をもち、径11cmの杭痕跡を確認した。

杭は先端を残して折り取られている。

杭の折り取り後に流れ込んだ①層は、径１～５mmの

喋が多く混じる褐色シルトである。掘り形埋土の②層

は暗褐色シルトで、径１cm前後の粒げたにぶい黄褐色

1４１
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が多く混じる暗褐色砂質土である。

①層から土器片、径５mmの角張った炭化物片がごく

少量出土している。土器は細片で、器形や時期は不明

である。

シルトで、径１～３cmの不整形の黄褐色砂質土塊が混

じる。

遺物は①層から炭化物小片が出土しただけである。

状ブロックが少量みられる。⑤層は暗褐色砂質土で、

褐色シルトのレンズ状ブロックがごく少量含まれる。

⑥層は褐色シルトで、幅１～２cinの暗褐色砂質土のレ

ンズ状ブロックが多く含まれる。⑦層は暗褐色砂質シ

ルトで、褐色シルトのレンズ状ブロックがごく少量み

られる。③層は褐色シルトの塊である。

埋土中から、外面をミガキ、内面をケズリ調整した

弥生時代中期～後期の壷胴部片、外面を刷毛目、内面

をナデ調整した斐胴下半部片、胴部細片７点ほどが出

土した。いずれも細片～小片である。また、①．②層

からは、径５mmの角張った炭化物片、⑦層からは径２

～３ｍｍの粒状の炭化物片が少量出土している。

色シルトである。

上部流入土①層から、弥生時代後期前葉～中葉の長

頚壷の頚部細片（Fig.128-30)、弥生土器の胴部細片

２点が出土している。

シルト塊が多く含まれる。③層は暗褐色シルトの塊。

杭痕跡の④層は径１～２ｍの操が多く混じる暗褐色シ

ルトである。

杭痕跡の④層から、弥生時代中期～後期初頭の要の

胴部（Fig.128-41.42）を含む破片が数点、古墳時

代後期の須恵器蓋（Fig.128-40）が出土している。
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ＳＰ－４０７（Fig.129）

CZ-l4区に位置する。径28cm，深さ15ｃｍ

の略円形の掘り形の中に、径llcIIlの杭痕跡

を確認した（Figl29)。先端を残して折り

取られたと考えられる。

埋土上部には、砂喋が混じる黒褐色砂質

シルトの①層が流れ込む。杭痕跡の②層は

黒褐色シルト。掘り形埋土の③層は①とほ

ぼ同質であるが、砂喋は混じらない。

オ

/ 三

SP-409（Fig.９９．１２８）

CZ-l4区に位置し、SC-33、SK-39を切

る（Fig.９９)。径62～69cm、深さ20cmの不

整円形の掘り形をもち、その中で径１６cmの

立柱痕跡を検出できた。

立柱痕跡の①層は小喋が多く混じる黒褐

色砂質シルト。掘り形埋土の②層は小篠が

かなり多く混じる黒褐色砂質シルト。③層

は黒褐色シルトに多くの不整形の黄褐色シ

ルト塊がみられる。

掘り形埋土中からは、弥生土器の胴部小

片８点に混じり、土師器の斐口縁部（Fig

l28-31)、須恵器瞳の肩部（Figl28-32）

が出土している。他に、胴部細片～小片１０

点ほどがある。
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SP-411（Fig.２６）

ＣＹ・CZ-13区のSC-35の床面で検出し

たが、本来、SC-35を切ると考えられる

(Fig.２６)。径34～36cm、深さ21cmの略円形

の掘り形をもち、径14cmの立柱痕跡を確認

した。

立柱痕跡の①層は径２mmの篠が多く混じ

るにぶい黄褐色砂質シルト。掘り形埋土の

②層は径ｌ～２ｍの藤が多く混じる暗褐色

砂質シルト。③層は黒褐色砂質シルトで、

部分的に粘性をおびる。④層は暗褐色シル

トで、丸い褐色シルト小塊がごく少量含ま

れる。

弥生時代後期中葉～後葉の尭口縁部片、

中期後葉～後期初頭の壷や莞の胴部細片が

１０数点､そして古墳時代後期の須恵器の蓋、

粒状の炭化物片が出土している。
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〔SP-510〕

がごく少量みられる。立柱痕跡の②層は暗褐色シルト

で、径１～２cmの楕円形の褐色シルト塊が北側にやや

多く混じる。掘り形埋土上半部の③層は、きめが細か

な黒褐色砂質シルトで、径１cmの楕円形の褐色シルト

塊が少量みられる。下半部の④層は暗褐色シルトで、

径１cmの輪郭がぼやけた楕円形の褐色シルト塊がやや

〔SK-99〕

SP-416（Fig.２６．１２８）

CZ-l3区に位置し、ＳC－３４．３５を切る（Fig.２６)。

長径54cm、短径47cm、深さ26cmの不整な長円形の掘り

形をもち、径１５cmの立柱痕跡を確認できた。立柱は先

端を残して折り取られている。折り取り後に流入した

①層は、径２～３mmの角喋が多く混じる暗褐色砂質土

で、にぶい黄褐色砂質シルトの薄いレンズ状ブロック
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多く混じる。

埋土中からは、古墳時代後期の須恵器胴部片（Fig

l28-43)、輪羽口の破片（Fig.128-44)、弥生時代中

期後葉の尭（Fig.128-45)、脚台付鉢（Fig.128-46)、

SP-419（Fig.３２．１０６．１２８、PL23）

CY-l2区に位置する。SC-38の床面で検出したが、

埋土に砂喋が多く混じることから、本来SC-38を切っ

ていると考える（Fig32)。長径53cm、短径46cm、深

さ17cmの不整な長円形の掘り形をもち、径１５cm前後の

立柱痕跡を確認できた。

埋土上半部の①層は、立柱が折り取られた後に流入

した土層で、小喋が多く混じる黒褐色砂質シルトであ

る。立柱痕跡の②層は黒褐色シルトで、小篠がわずか

SP-420（Fig.３２）

CY-12区に位置する。SC-38の床面で検出したが、

埋土に砂喋が多く混じることから、本来SC-38を切っ

ていると考えた（Fig.３２)。径45cm、深さ22cmの長円

形の掘り形の中に、径１２cmの杭が打ち込まれていた。

杭痕跡は先端を残して折り取られている。

杭が折り取られた後に流入した①層は、小喋がとく

SP-429（Fig.１０９．１３１）

調査区北東隅のCX-l4区に位置する（Fig.１０９)。

長径47cm、短径38cm、深さ22cmの掘り形をもち、南に

偏った位置で径１４cmの立柱痕跡を検出した。

立柱痕跡にあたる①層は、径２～３mmの砂喋が多く

混じる暗褐色砂質土。②～④層は掘り形埋土で、②層

は径ｌ～２mmの操が多く混じる暗褐色砂質土。③層は

径１～２mmの角喋が混じるにぶい黄褐色砂質土。④層

は少量の砂喋が混じる暗褐色砂質土で、径１～２cmの

SP-443（Fig.129.131）

ＣY－１３．１４区に位置する。径45～48の略円形の小穴

の中に、径12cmの杭が打ち込まれている（Fig.129)。

杭は先端を残して折り取られている。折り取り後に

流入した①層は､小牒が多く混じる黒褐色砂質シルト。

杭痕跡の②層は黒褐色シルト。掘り形埋土の③層も黒

褐色シルトで、部分的に黄褐色シルトが縞状にみられ

SP-444（Fig.８９．１２９．１３１）

CX-14区に位置する。径18～19cm、深さ25cmの小穴

１４４

長さ５cm、幅・厚さ２cmほどの砂岩円篠、径５cm、厚

さ２cmほどの円盤状の花問岩円喋が出土した。また、

径ｌ～５ｍの粒状または角張った炭化物片が少量出土

している。

に混じる｡掘り形埋土の③．④層は黒褐色砂質シルト。

③層には小磯が混じるが、④層には小喋は混じらず、

小指先大の黄褐色砂質シルト塊が点々と混じる。

上部流入土①層から、古墳時代中期の土師器の尭口

縁部片１点（Fig.128-35)、土師器もしくは弥生土器

の胴部細片７点、炭化物片が出土している。その他、

サヌカイト製の打製石雛（ＦｉｇｌＯ６－１、ＰＬ２３－⑨)、

土師器もしくは弥生土器の胴部細片４点がある。

に多く混じる黒褐色砂質シルトである。杭痕跡の①層

は黒褐色シルト｡掘り形埋土の③層は黒褐色シルトで、

少量の径１cmの黄褐色シルト塊が混じる。

上部流入土の①層から、弥生土器もしくは土師器の

胴部小片１点、埋土中からも３点が出土。いずれも細

片で、器形や時期は不明である。

楕円形の褐色シルト塊がごく少量含まれる。

立柱痕跡の①層から、斐口縁部（Ｆｉｇｌ３１－ｌ）、径

５mmの角張った炭化物片がごく少量出土。掘り形埋土

からは、壷もしくは鉢の底部（Fig.１３１－３)、弥生土

器の胴部小片２点、焼成不良の上げ底の喪底部（Fig

l31-2)、径２～３mmの粒状の炭化物片がごく少量出

土している。

る。

上部流入土①層からは弥生土器の胴部小片３点、土

師器や須恵器の胴部小片５点、杭痕跡③層からは弥生

土器と考えられる細片３点が出土した。他に、土師器

もしくは弥生土器の胴部細片４点、須恵器蓋の胴部細

片（Fig.１３１－４）が出土している。

で、径１０cmの杭が打ち込まれていた（Fig.129)。杭痕



跡の①層は暗褐色砂質シルトで、褐色砂質シルトの１

cm大の楕円のブロックが少量混じる。土質はきめ細か

く、砂牒は混じらない。②層は暗褐色砂質シルト。径

05cmの褐色砂質シルト塊が多く混じる。

SP-461（Fig.１１８．１３１）

ＤＢ-15区に位置しSC-22、SK-23を切る（Fig.１１８)。

径42～44cm、深さ26cmの円形の掘り形をもち、径14ｃｍ

前後の立柱痕跡を確認した。立柱は、先端を残して折

り取られている。折り取り後に流入した①層は、小牒

がとくに多く混じる黒褐色砂質シルトで、親指先大の

黄褐色砂質シルト塊が多く含まれる。立柱痕跡の②層

は黒褐色シルトで、軟らかい親指先大の黄褐色シルト

SP-464（Fig.129）

CY-l3区に位置する。径23～24cm、深さ13cmの掘り

形の中で、径12cmの杭痕跡を確認できた（Figl29)。

杭痕跡の①層は径２～４ｍの角喋が多く混じる暗褐色

砂質土。掘り形埋土の②層は褐色シルト。

ＳＰ－４９１（Fig.１２９．１３２）

DD-l4区のSC-14床面で検出した。本来は胴張りの

隅丸方形の掘り形をもつと考えられるが、南側の壁が

崩落しているため、不整形となっている（Figl29)。

埋土上部には、小指先大の位げた黄褐色シルト塊が

点々と混じる黒褐色砂質シルトの①層が堆積する。下

部にも黒褐色砂質シルト流れ込むが、②層には親指先

大の黄褐色シルト塊が多く混じり、③．④層には不整

形の黄褐色砂質シルト塊が多く含まれる。いずれも小

喋は含まれず、とくに②．④層はSC-l4の貼り床部と

ＳＰ－４９７（Fig.６２．８９）

DD-l4区のSC-l4の床面で検出した（Fig.６２)。径

25～28cm、深さ22cmを測る略円形の掘り形をもつ。埋

SP-500（Fig.９９．１３１）

DA-l4区に位置し、SC-33を切る（Fig99)。径５５

～57cm、深さ23cmの略円形の掘り形をもつ。掘り形の

やや北よりで径１８cmの立柱痕跡を確認できた｡立柱は、

先端を残して折り取られている。

立柱の折り取り後に①層が流れ込む。①層は径２～

５mmの篠がかなり多く混じるにぶい黄褐色砂質土で、

褐色シルトの小さなレンズ状ブロックが多くみられ

1４５
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埋土中から、弥生土器や土師器の胴部細片～小片２０

点前後、須恵器の胴部片４点が出土した。図示した須

恵器胴部細片（Fig.１３１－５）はその１点である。ま

た、鉄津（Fig89-8）の破片が出土している。

塊が点々と混じる。掘り形埋土上部の③層は黒褐色シ

ルトで、わずかに黄褐色シルトが混じる。下部の④層

は黒褐色シルトで、径２～３cmの丸い黄褐色シルト塊

が含まれている。

上部流入土の①層から弥生土器細片５点と須恵器の

坪蓋口縁部（Fig.１３１－９）、掘り形埋土③．④層から

弥生土器の胴部細片３点が出土している。

掘り形埋土から、古墳時代後期と考えられる内面を

乱雑にヘラケズリした尭胴部片、弥生土器と考えられ

る胴部片の各１点、径２～３mmの粒状の炭化物片がご

く少量出土している。

共通した土質である。

埋土中からは、弥生時代中期後葉～後期初頭の壷頚

部片（Fig.１３２－１)、尭口縁部片（Fig.１３２－２．３)、

上げ底の底部片（Fig.１３２－６）、高杯脚部片（Fig

l32-5）、弥生土器の胴部小片６点、長さ９cm，幅５

cm、厚さ３～35cmの花尚岩円牒（R-l844)、長さ４５

cm、幅3.3cm、厚さ1.5cmの餅形の含篠砂岩が出土して

いる。

土は黒褐色砂質シルト。弥生土器の姿や壷の胴部細片

～小片が１０数点と鉄津（Fig.89-7）が出土している。

る。立柱痕跡の②層は上部に篠が多く混じる暗褐色砂

質土。③～⑤層は掘り形埋土。③．④層は径２～３ｍ

の篠が多く混じる暗褐色砂質土で、幅２cm前後の褐色

シルトのレンズ状ブロックがごく少量みられる。⑤層

は径３ｍ前後の砂篠が混じる黒褐色砂質土で、一部が

粘性をおびる。径ｌ～２cmの楕円形の褐色シルト塊が

少量含まれる。



上部流入土①層から、弥生時代中期後葉～後期前葉

の鉢の底部（Figl31-22)、弥生土器ないし土師器の

胴部細片～小片10数点、１cmほどの細長い炭化物片が

少量出土している。立柱痕跡の②層からも、土師器も

SP-502（Fig.９９）

CZ-15区に位置し､SC-33､SK-32を切る（Fig99)。

径46～48cm，深さ21cmの略円形の掘り形をもつ。掘り

形の南よりの埋土下部で、やや細いが径１２cmの立柱痕

跡を確認できた。

立柱は先端を残して折り取られていた。その後に流

れ込んだ①．②層は、径２～４ｍの藤が多く混じる暗

褐色砂質土である。②層には褐色シルトの幅１～２ｃｍ

のレンズ状ブロックが少量みられる。立柱痕跡の③層

SP-519（Fig.１２７．１２９．１３１）

CY-l4区に位置する。SK-36を切り、南西部分は撹

乱で破壊される。径65～70cm、深さ１３cmの不整な長円

形の掘り形をもつ（Figl29)。掘り形のほぼ中央の中

程の深さで、径１７cmの立柱痕跡を検出した。先端部分

を残し折り取られたものと考えられる。

①層は立柱折り取り後の流入土、②層は立柱痕跡、

③～⑥層は掘り形埋土である。①層は径２～３ｍの砂

牒が多く混じる暗褐色砂質土。②層も暗褐色砂質土で

あるが、砂喋が少なめである。③層はにぶい黄褐色砂

質土で、径ｌ～２cmの楕円形の褐色砂質シルト塊が多

SP-534（Fig.129）

ＤＢ-14区に位置する。長径41cm、短径35cm、深さ１４

cmの不整円形の掘り形の中で、北西側に傾いた径１２ｃｍ

の杭痕跡を確認できた（Fig.129)。杭痕跡の①層は径

１mmの小喋が多く混じる暗褐色砂質土。②．③層は掘

り形埋土で、径１，'､の小喋がわずかに混じる暗褐色な

SP-535（Fig.129）

ＤＢ-14区に位置し、北端を撹乱部分で破壊されてい

る。短径39cm、深さ１２cmの掘り形の中で、北西側から

斜めに打ち込まれた径１３cmの杭痕跡を確認できた

(Fig.129)。杭痕跡の①層は径２ｍの篠が混じる暗褐

SP-553（Fig.１２９．１３１）

ＤＢ-14区のSC-28の床面で確認した。SA-20に切ら

れる。推定長径50cm前後、短径43cm，深さ21cmの長円
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し〈は弥生土器の胴部細片～小片５点、径２～３ｍの

粒状の炭化物片が少量が出土。この他、掘り形埋土③

～④層から出土した遺物に、須恵器、弥生土器ないし

土師器の胴部細片～小片１０数点がある。

は径１ｍの喋が少量混じる黒褐色砂質土で、部分的に

粘性をおびる。④．⑤層は掘り形埋土で、径２mm前後

の篠が少量混じる暗褐色砂質土。④層には径１cmの楕

円形の褐色シルト塊、⑤層には幅２～３cmの薄い褐色

シルトのレンズ状ブロックがみられる。

上部流入土①．②層から土器細片と径0.5～１cmの

角張った炭化物片、立柱痕跡の③層から径２～３ｍの

粒状の炭化物片がごく少量出土している。

<混じる。④層は褐色砂質土で、径２cmの楕円形の褐

色シルトを上部に多く含む。⑤層は暗褐色砂質土で、

径１cmの楕円形の褐色シルト塊がごく少量混じる。⑥

層は褐色シルトである。

出土遺物には、古墳時代中期の小型丸底壷口縁部片

(Fig.131-26)、弥生時代中期の壷口縁部片、土師器

もしくは弥生土器の胴部細片20点がある。胴部破片の

中には、器体が小さな土塊となって崩れる焼成不良品

が混じる。また、周縁に蔽打痕を残す花淘岩円喋

(Fig.127-6）がある。

いしは褐色砂質シルトである。②層には径１cmほどの

楕円形のにぶい黄褐色砂質シルト塊が少量みられ、③

層では褐色砂質シルトとにぶい黄褐色砂質シルトと混

じり合う。

遺物は拳大の花尚岩円牒が出土しただけである。

色砂質土である。掘り形埋土の②層は径２ｍほどの篠

が多く混じる褐色砂質土で、径ｌ～２cmの楕円形のに

ぶい黄褐色砂質シルト塊が所々にみられる。

遺物は出土していない。

形の掘り形をもつ（Figl29)。掘り形下部で径１５～l7

cInの立柱痕跡を検出できた。立柱は先端を残して折り



ＳＰ－５６１（Fig.１２９．１３２）

CZ-l2区に位置する。ＳＤ－３の下底面で確認した。

長径60cm、短径54cm，深さ25cmの不整な長円形の掘り

形の中で、径20cmの立柱痕跡を確認した（Fig.129)。

立柱は先端を残して折り取られている｡①．②層は、

立柱の折り取り後に流入した土層である。①層は径３

～５ｍの磯が多く混じるにぶい黄褐色砂質土で、径１

cmの楕円形の褐色シルト塊が多く含まれる。②層は径

ｌ～２mmの篠が少量混じるにぶい黄褐色砂質土。立柱

痕跡の③層は黒褐色砂質土で、下半部はやや明るい土

みられる。立柱痕跡の③層はわずかに粘性をおびる暗

褐色砂質土。④層はわずかに残る掘り形埋土。径ｌ～

２mmの小牒が少量混じる暗褐色砂質土で、径１cmの楕

円形の褐色シルト塊が少量混じる。

弥生時代中期の尭口縁部（Figl32-10)、底部

(Figl32-ll)、壷や喪の胴部細片～小片１３点、径２

～３ｍｍの丸い炭化物片が出土している。

〔SP-491〕
〔SP-561〕

〔SP-580〕
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質シルトで、径１～２cmのにぶい黄褐色シルト塊が

点々とみられる。

立柱痕跡の④層から、弥生土器もしくは土師器の胴

部細片２点が出土。この他、土師器の尭口縁部細片

(Figl31-39)、胴部細片１点、径２～３mmの粒状の炭

化物片がある。

〔SP-585〕

一Ｊ
’『

L‐‐‐－．－ノ８

、

Ｕ
動

１０cｍ:０

〒可
〔SP-583〕

取られている。折り取り後に①～③層が流入する。①

層は径２mmの操が混じる褐色砂質土で、径２cmの焼土

がみられる。②．③層は砂喋が若干混じる暗褐色砂質

シルト。②層には明黄褐色砂質シルトが混じり、③層

には径２mmほどの粒状の焼土がわずかにみられる。立

柱痕跡の④層は小喋混じりの暗褐色砂質シルト。掘り

形埋土の⑤層は径１ｍの篠がわずかに混じる暗褐色砂

色に変化する。にぶい黄褐色シルトの薄いレンズ状ブ

ロックが少量みられる。掘り形埋土の④層は径２～３

mmの篠が多く混じる暗褐色砂質土である。

掘り形埋土④層から、須恵器の坪身（Fig.１３２－７)、

坪胴部小片１点、弥生土器もしくは土師器の胴部片６

点が出土している。また、上部流入土①層からは径５

mmの角張った炭化物片、立柱痕跡の③層からも径31,,ｍ

の粒状の炭化物片が少量出土した。

:バー当’
１０ １１

Ｆｉ９１３２ＳＰ－５６１．５８０．５８２．５８３．５８５出土遺物実測図（縮尺１／３）

ＳＰ－５８３（Fig.７２．１３２）

DD-l5区に位置する。長円形で、長径40cm、短径

28cm，深さ41cmの掘り形をもち、その下部で径１５cmの

立柱痕跡を確認できた（Fig72)。①．②層は立柱が

抜かれた後に流れ込んだ土層である。①層は径１mmの

小牒がごく少量混じる暗褐色砂質土。薄い褐色シルト

のレンズ状ブロックが少量みられる。②層は黒褐色砂

質土で、褐色シルトの薄いレンズ状ブロックが点々と

／三一､
了一一廷〆

酉
、

←－ ＆
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L竜

（１）古代以降の遺構の分布

1５

＋ ＋出土遺物および出土状況、切り

合い関係、埋土の特徴から、古代

以降と判断できた遺構を報告す

る。当該期の遺構には、溝２条

(SD－２．３)､土壌１基(SK-19)、

柱穴および小穴がある。

ＳＤ－３は、土層断面から数条の

溝が重複していることを確認でき

た。ＳＤ－２も、そうした溝の一部

である。土壌SK-l9からは時期を

決定できる遺物は出土していない

が、ＳＤ－３を切って掘り込まれ、

埋土が灰色みをおびた暗褐色砂質

土であり、近世以降の遺構である

可能性が高い。柱穴・小穴は、立

柱痕跡や杭痕跡が確認できたもの

を中心として報告する。しかし、

それらと組み合って掘立柱建物や

柵列（杭列）を構成するものは確

認できていない。他の小穴につい

ては、巻末の遺構一覧表を参照さ

れたい。

」
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下部に暗褐色砂喋土の⑯層が堆積する。⑮．⑯層とも

に、径0.3～１cmの篠や小石が混じる（Fig.135-③)。

以上の埋土の特徴はＳＤ－３と共通し、ＳＤ－３は何条か

の溝が重複していることから、ＳＤ－２はそうした溝の

一部で、最も古い溝にあたる。

調査範囲が狭い割にコンテナｌ箱の遺物が出土して

いる（Figl34)。弥生時代中期後葉～後期前葉、後期

後葉､古墳時代後期などの遺物がほとんどを占めるが、

古代末～中期の土師器坪の口縁部や胴部片が３点だけ

同にのびる溝を検出し、ＳＤ－２とした。Ⅳ層の上面で

幅1.2～２ｍ、深さ20cmほどを測る（Fig.133)。しか

し、ＤＢ・ＤＣ区境界部の土層断面でⅢ層を切り込んで

いることを確認でき、Ⅲ層の厚さを考慮すれば、溝幅

は２～2.5ｍ、深さ50cmほどと考えられる。溝底には

小さな窪みが多く見られ、凹凸にとむ。

埋土は、暗褐色砂喋土を主体とし、北側上部には部

分的ににぶい黄褐色砂喋層が堆積する。ＤＢ・ＤＣ区境

界部の土層断面では､上部ににぶい黄褐色砂喋の⑮層、

＋ 十
理
十
四
十
釦
十
相
十
杷
十
打
十
杷
十

／

＋
＋
＋

Ａ

Ａ一A』：Fig.134,,Ｇ-12～14調査区西壁SD-3土層脚

Ｂ－Ｂ'：〃DA-12～14区SD-3断面

Ｃ－Ｃ‘：〃ＤＢ・ＤＣ境界部SD－２．３土層断面

十 十十十十十

1３

ＳＤ－２号溝（Fig.133～135）

ＤＣ・ＤＤ－ｌ３区のⅣ層上面で、

ＳＤ－３に切られる南東から北東方

向にのびる溝を検出し、ＳＤ－２と

幅1.2～２ｍ、深さ20cmほどを測弗

ママ

３古代以降の遺構と遺物

Fig.１３３文京遺跡13次調査における古代以降の遺構（縮尺１/500）

1４
．

（２）溝

Ｉ

1１

1２

20ｍ



／、喜〆

Ⅲ－３古代以降の遺構と遺物

涜
良

混じる。いずれも細片であるが、１点を図示できた

(Figl34-l)。こうした土師器があることから、ＳＤ－

２が機能していた時期は、ＳＤ－３とほぼ同じ古代末～

中世の時間幅で考えてよい。他の時期の遺物は、調査

区北半部の遺構や遺物包含層がＳＤ－２に削られて混入

したものである。詳細は巻末の遺物観察表を参照され

たい。

ア亡了
２ｉ

土。④層は、③層中に見られる灰褐色細砂のレンズ状

ブロックである。⑤層はオリーブ褐色の砂質土層と細

砂層が薄い縞状に互層堆積する。⑥層は、⑤層の中に

見られる径２～５mmのオリーブ褐色の篠のレンズ状ブ

ロックである。

これに先行して、北側に⑦。③層、⑨．⑩層、⑫～

⑭層の３条の溝がある。⑦層は黒褐色砂質土。③層は

砂篠混じりの黒褐色砂質土で、下部には暗灰色細砂の

薄いレンズ状ブロックが互層堆積する。⑨層は暗オリ

ーブ褐色砂で、径２～３cmの小石が多く混じる。⑩．

⑪層は黒褐色～暗褐色の砂喋層で、上部には径２～３

cmの小石が混じり、下部は細砂とシルト質細砂が薄い

1５ヒーーー＝三

柳
／

ノ

し

Fig.１３４ＳＤ－２出土遺物実測図（縮尺１／３）

／

’

一
一３

ＳＤ－３号溝（Fig.１３３．１３５～１４０，Ｐ１．１１．２１．２２）

調査区南部を東西に流れる溝である。調査区西端の

DG-12～１４区で、Ⅲ層の上面から掘り込まれているこ

とを確認できた（Fig.133)。ただし、この部分では１

条の溝であるが、ＤＣ・ＤＤ－ｌｌ・’2区の底面で1幅１～

1.6ｍの帯状の窪みが東西方向にのびていることや、

ＤＢ・ＤＣ区境界部の土層断面の観察から、少なくとも

４条の溝が重複することを確認できた。しかし、個々

の溝の埋土を見分けることができず、調査においては

ＳＤ－３として一括して調査を進めた。

DG-12～14調査区西壁土層断面では、埋土中部～上

部に砂喋や小石が混じる砂質土である①～④層、溝底

～下部に細砂～シルトの薄いレンズ状ブロックがみら

れる暗褐色砂質土の⑤．⑥層が堆積する（Fig.１３５－

①)。

埋土中部～上部の①層は、やや灰色みをおびたにぶ

い黄褐色砂質土で、径0.5～１cmの角牒や小石が非常

に多く含まれる。②層は径0.5～１cmの角牒混じりの

にぶい黄褐色砂質土。①層と比べてしまりがあり、小

石の量は少ない。③層はやや灰色みをおびた暗褐色砂

質土で、径３～５mmの角喋や小石が多く混じる。径ｌ

～３cmの楕円形のにぶい黄褐色砂質土塊が点々と見ら

れる。④層は径３～５ｍの角篠や小石混じりの暗褐色

砂質土である。ＳＤ－３を一気に埋没させた洪水堆積物

と考えられる。溝底～下部の⑤．⑥層は、暗褐色砂質

土で、褐色細砂～シルトの薄いレンズ状ブロックが混

じる。⑤層には、さらに不整形な径３～６cmの褐色シ

ルト塊が多く含まれている。⑤．⑥層は、ＳＤ－３が機

能している段階の流水堆積物である。

ＤＢ・ＤＣ区境界部では、前述したように、土層断面

で４条の溝が切り合っていることを確認できた（Fig

l33-③、ＰＬ１１－ｌ）。①～⑥層は、その中でも最も新

しい溝を埋める堆積物である。①層は暗オリーブ褐色

砂層で、径３～５mmの篠が多く混じる。②層はオリー

ブ褐色砂質土。③層は砂喋混じりのオリーブ褐色砂質

５

で
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[①:DG-12~14調査区西壁SD-3土層断面］ －

１．Ⅱ層

Ａｌ

Ⅲ層

－

Ⅳ層

[②：DA-12～14区SD-3断面］

[③：ＤＢ・ＤＣ区境界部SD－２．３土層断面］

／

聖:QQmA

一一ｰ-

2Q旦皿Ｂ

Ⅳ層

２ｍ

撹乱

_-------_/璽胃bＯ
一一〆ノｃ

｣

皿

Ｆｉ９１３５ＳＤ－２．３土層断面図（縮尺１/50）

縞状になって互層堆積する。⑫層は細砂主体の砂牒混

じりのオリーブ褐色砂質土。⑬層は⑫層中のにぶい黄

褐色砂質シルト塊で、Ⅳ層部分の崩落部分と考えられ

る。⑭層は⑫層中にみられる暗灰色砂篠の薄いレンズ

状ブロックである。いずれも溝底に流水があったこと

を示す細砂のレンズ状ブロックが認められる。

また、溝底はかなり凹凸にとむ。とくに、ｃｚ～

DB-12区では、DA-l2～１４区断面（Fig.133-②）で

示したように、底面からさらに50～60cm深い不整形の

帯状の窪みが東西にのびる。とくに、DA-l2区周辺

の窪みには暗灰色～灰褐色の粗砂や砂喋が堆積し、そ

の中から遺物が比較的まとまって出土している。最下

部粗砂層として遺物を取り上げた。

出土遺物には、弥生時代中期後葉～古墳時代後期の

遺物が多く、大形の破片も目立つ。最も新しい遺物は

古代末～中世前期のものである。また、DA-l2区最

下部粗.砂層からは比較的集中して古代末～中世前期の

遺物が出土している。弥生時代～古墳時代の遺物は、

調査区北半部の遺構や遺物包含層が、ＳＤ－３によって
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削られ、覆土中に混入したもので、ＳＤ－３が機能して

いた時期は古代末～中世前期と考えてよい。

以下、ＳＤ－３の時期を示す古代末～中世前期の遺物

については、細片までできるだけ図化することに努め

た。その上で、埋土出土とDA-12区最下部粗砂層に

分けて遺物を報告する｡弥生時代～古墳時代の遺物は、

大形の破片や時期決定が可能な遺物を抽出して図示

し、他は報告を省略した。

〔埋土出土の遺物〕

ＳＤ－３の埋土から出土した古代末～中世前期の遺物

には、土師器・黒色土器・瓦器・須恵質土器・白磁・

瓦などがある（Fig.１３６．１３７，ＰL２１．２２)。

Fig.１３６－１．２は土師器皿である。外底は回転糸

切り離し。３は胴部の傾きから坪と考えたが、底径は

皿に近く小さい。４～６は高台付き碗。７～１８は坪で

ある。いずれも外底は回転糸切り離し。１９は柱状高台

土師器。外底面は回転糸切り離し。他は回転横ナデ。

底部には焼成前に内側から穿孔を施す。２０～24は黒色

土器Ｂ類の碗と高台付き碗。２５～30は瓦器碗である。
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胴部外面には型押し痕が残り、２４の内底面には暗文が

施されている。また、２９は二次的火熱を受けて、内外

面ともにピンク色に変色している。

Fig.１３７－１～１０は中国白磁。１．２は皿で、２の

胴部外面中位まで施粕される｡外面は回転へラケズリ。

1,1部内面にはへう描きの沈線が１条巡る。３は碗で、

内外面に施粕し、胴部下半の外面は回転へラケズリ、

Fig.１３６ＳＤ－３出土遺物実測図１（縮尺１／３）
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他は回転横ナデを施す。内面に浅くごく細い沈線が１

条巡る。４～７は玉縁口縁をもつ碗である。４の玉縁

口縁の下端から胴部上位には、紬溜りがみられる。５

の胴部下半の外面は露胎のまま。小片のため口径・器

体の傾きはやや不確実である。７は内外面ともに施紬

され、外面には回転ケズリ、内面は回転横ナデが施さ

れている。８～10は高台部の破片。８の外面にはカン
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るが、器面は摩滅している。１５は丸瓦の破片で、表面

は燥され黒色を呈する。連結面が部分的に残る。１６は

備前焼の揺り鉢で、外面には乱雑な横方向の鞭嘘目が

残る。内面には９条１単位で幅１ｍほどのおろし目が

施される。外底部は板おこしである。この他、土師器

の坪の口縁部片１点があるが、細片のため図化できな

かった。

古代末～中世前期以外の遺物には、古墳時代後期の

須恵器(Fig.１３８－１～１４)、土師器(Figl38-１５．１６)、

弥生時代後期後葉（Fig.138-17～21）と中期後葉

(Figl38-24～28）の土器がある。詳細は巻末の遺物

観察表を参照していただきたい。

この他、金属器として、径3.5ｍの棒状の鉄片が銃

着した厚さ3.5～４mmの板状の青銅片がある（Ｆｉｇ

ｌ３９－ｌ）。鉄片は鉄錐の茎部と考えられるが、青銅片

は器種は不明である。また、推定径11cmの坑形鉄津の

半折品が出土している（Fig.１３９－３)。後述するよう

９

Ｆｉ９１３７ＳＤ－３出土這物実測図２（縮尺１／３）

烹喜雪Ｆ二亥

ナケズリ状のへラ痕が残り、内底見込み部にIまへラ状

工具で渦巻き文が施される｡外面は露胎のままである。

９の高台部～胴部下半の外面は回転ケズリし、露胎の

ままである。内面は回転横ナデを施し、全面施紬。１０

は内面全面に施粕、外面は露胎のまま。外面は回転へ

ラケズリを施す。４．６．１０は、二次的火熱を受けて、

粕色は変化している。とくに、４は霧が入った状態に

なり、１０も胎が粉っぽい不透明な灰白色となってい

る。

１１～14は須恵質土器で、１１．１２．１４は亀山焼きと考

えられる莞である。１１は内外面ともに横ナデ調整。口

縁内面には薄く自然粕がかかる。１２は肩部破片。外面

は指頭で整形した後に､胴部は平行条線のタタキ調整、

口縁部付け根付近は横ナデを施す。内面は指頭を用い

た強い横ナデである。１４は口縁部の小片。内外面とも

に横ナデ調整。口縁部直下に浅い幅広の沈線が１条巡

る。１３はコネ鉢。外面は強い横ナデ、内面はナデであ
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Fig.１３９ＳＤ－３出土遺物実測図４（縮尺１／３）

に、今次調査では弥生時代～古墳時代中期や古代以降

の遺物に確実に伴う鉄倖は出土していない。古墳時代

後期のものである可能性が高い。花尚岩・砂岩の径４

～12cmの球状あるいは小判状の亜円喋～円喋、人頭大

の径20cmを超える球状の円喋､小判状の亜角篠がある。

Ｆｉｇｌ４０－１は長さ173cm、幅82cm、最大厚２cm、重量

４５５９を測る緑色片岩である。肩平な転石で、出土状

況から時期は確定できないが、弥生時代の石器素材で

ある可能性を考えておきたい。

〔ＤＡ－１２区最下部粗砂居出土の遺物〕

狭い範囲ではあるが、かなりまとまって遺物が出土

している。弥生時代～古墳時代の遺物も多いが、古代

末～中世前期の遺物には、土師器・黒色土器・瓦器・

白磁などがある（Figl41・’42)。
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ロ １０cｍ

Fig.１４０ＳＤ－３出土這物実測図５（縮尺１／２）

Ｆｉｇ．１４１－１～５は土師器の皿である。いずれも外

底面に回転糸切り離し痕が残る。５は底径から皿と考
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面には糸切り離し痕が残

る。２は内底面に目跡が輪状に残るので、高台付き塊能性が残る。３は中国白磁の碗。内面にはごく細く浅

としたが、碗にすると器壁が厚く、他の器種である可い沈線が１条巡る。４は土師質土器の鍋である。内外
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Fig.１４１ＳＤ－３最下部粗砂層出土遺物実測図１（縮尺１／３）
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えたが、胴部の立ち上がり

方から杯の可能性も残す。

６～１１は土師器杯。底部破

片では回転糸切り離し痕を

観察できる｡Fig.141-12は、

柱状高台土器。外底面は回

転糸切り離し。他は回転横

ナデ。底部には焼成前に内

側から穿孔を施している。

Fig.141-13は瓦器の皿。胴

部下半には型押し痕が残

る。１５～１８は、瓦器碗であ

る。１６．１７の内面には暗文

風のミガキが施される。い

ずれも型当て痕が胴部下半

に残されている。

Fig.１４２－１．２は須恵質

土器。１はコネ鉢で、外底
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Fig.１４３ＳＤ－３最下部粗砂層出土遺物実測図３（縮尺１／３）
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面ともにハケメ調整、口縁部外面は横ナデ調整を施

す。

この他、古墳時代後期の須恵器（Figl43-l～６）、

土師器（Figl43-12～14)、古墳時代中期の土師器

(Fig.１４３－７～11)、弥生時代後期（Fig.143-15.16）

と中期（Fig.143-17～21）の土器がある。詳細は巻

末の遺物観察表を参照されたい。また、碗形鉄津

(Fig.139-2）が出土している。

（３）土壌

SK-19号土壌（Figl44）

ＤＣ・DD-ll区のＳＤ－３を切り込んで掘られた不整

円形の土壌である（Figl44)。調査時にはSK-569と

していたが、調査後に欠番であったSK-19に振り替え

た。

長径88cm、短径80cm，深さ15cmを測る。東側の壁の

上部が部分的に崩れている。埋土は砂喋が多く混じる

灰色みが強い暗褐色砂質土である。

土壌内には、喋質砂岩の馬平な円牒を利用した台石

(Figl46)、長さ15cm、幅12cm、厚さ２～５cmの砂質

砂岩の小判状の円喋、長さ20～25cm、厚さ５cmの肩平

な花尚閃緑岩、径10cmほどの花尚岩の球状の円喋など

が詰まる。これらの喋石に混じって、小片～細片であ

るが、古代～中世や古墳時代や弥生時代の遺物が出土

している（Figl45)。その中には、ＳＤ－３の埋土から

出土した破片と接合復元できる遺物が含まれる。いず

れもＳＤ－３からの混入品である。

ＳＤ－３を切り込んでいることや、灰色みが強い埋土

であることから､ＳＫ－ｌ９は近世以降の土壌と判断した。

（４）柱穴・小穴

SP-510（Fig.７２．１３１）

DD-l5区に位置し、ＳC－１７．３７を切る（Fig.７２)。

径36～38cm、深さ６cmの掘り形の中で、径14cmの立柱

痕跡を確認した。立柱痕跡の①層は黒褐色シルトで、

軟らかい黄褐色砂質シルトの小塊が点々と混じる。掘

り形埋土の②層は黒褐色シルトで、径２cmほどの丸い
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Fig.１４４SK-19遺構

実測図

（縮尺１/40）､】 １ｍ

、

０ １ ０ c m

Fig.１４５SK-19出土遺物実測図１（縮尺１／３）

Ⅱ １０cｍ

１

Fig.１４６ＳＫ－１９出土

遺物実測図２

（縮尺１／４）

黄褐色砂質シルト塊が多く混じる。①．②層ともに小

喋は混じらない。

埋土中から、土師器もしくは弥生土器の胴部細片６

点、古代～中世の土師器の碗もしくは皿の口縁部

(Figl31-19）が出土している。



ＳＰ－５２８（Fig.１２９．１３１）

ＤＣ－１２．１３区に位置し、ＳＤ－２を切る。長径57cm、

短径46cm、深さ１９cmの不整な長円形の掘り形の中に、

南側から斜めに打ち込まれた径12cmの杭痕跡を確認で

きた（Figl29)。

杭痕跡の①層は径３～５mmの篠が多く混じる暗褐色

砂質土で、褐色シルトのレンズ状ブロックがごく少量

SP-529（Fig.129.131）

ＤＣ－１２．１３区に位置し、ＳＤ－２を切る。長径64cm、

短径59cm、深さ１７cmの略円形の掘り形の中で、径13ｃｍ

の杭痕跡を確認できた（Figl29)。

杭痕跡の①層は、径３～５ｍの喋が多く混じる暗褐

色砂質土｡掘り形埋土の②層は、

径２～４mmの篠が多く混じる暗

褐色砂質土で、褐色砂質シルト

のレンズ状ブロックがやや多く

みられる｡③層も同様であるが、

わずかに粘性をおびる。

Fig.１４７１３次調査風景（西から）
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みられる。掘り形埋土の②．③層は砂喋が多く混じる

暗褐色砂質土。④層は褐色シルトである。

掘り形埋土中から、古墳時代後期の須恵器の坪身

(Fig.131-28)、土師器の斐口縁部（Fig.131-29)、弥

生時代中期の莞底部（Figl31-30)、胴部の小片が出

土している。

掘り形埋土から、古代の瓦器碗（Figl31-31)、古

墳時代後期の須恵器の大喪頚部、弥生時代後期の壷底

部（Figl31-32)、径５mmの細長い炭化物片、径２～

３ｍの粒状の炭化物片が出土している。



Ⅲ遺構・遺物の調査記録

４Ⅲ層出土の遺物

Ⅲ層を掘り下げ中、多くの遺物が出土した。遺構上

部のⅢ層から出土した遺物は、遺構に伴う可能性があ

るので、個々の遺構の報告を行う中で報告した。ここ

では、その他のⅢ層から出土した遺物を報告する。古

代～中世の土師器・黒色土器・瓦器、古墳時代の土師

器・須恵器、弥生土器、そして石器・石製品、鉄器・

鉄津がある。

古代～中世の遺物は少ない（Figl48)。その中で、

ｌの土師器坪と４の瓦器碗は、CZ-l4-17区でかたま

って出土している。何らかの遺構があったことが考え

られる。この他は、ＳＤ－３の検出時に出土した遺物で

ＳＤ－３に伴う可能性が高い。

古墳時代の須恵器・土師器は、比較的残存状態がよ

い遺物が含まれている（Fig.149)。その中で、１１．

１４．２３．２５はＳＤ－３の最上面にあたるⅢ層部分から出

土した遺物である。２３の小型丸底壷と25の喪は古墳時

■■

廷 ニーグ
、

へ～－－－－－－－=

代中期、他は古墳時代後期に比定できる。古墳時代後

期の須恵器では、２．１０．２２の赤焼け須恵器や、１１．

１７．１９の焼け歪み品が目立つ。

弥生土器も、既に報告したSＸ-48.73を除いて、ま

とまった出土状況をみせない（Figl50)。弥生時代中

期後葉の莞・壷・鉢・高坪などが多い。その中で、１

の壷の肩部には２段に列点文が巡らされる。９は深鉢

型鉢のミニチュア土器、１１はジョッキ形土器の把手で

ある。また、４．５は他と比べて古い様相をもち、中

期中葉～後葉に比定できる。３．１２は後期中葉～後葉

のものである。

以上、詳細は巻末の遺物観察表を参照されたい。

土製品には、土錘（Fig.１５２－１）がある。

石器・石製品には、石庖丁（Fig.１５１－１．２、Ｆｉｇ

ｌ５２－８～１１)、磨製石雛（Ｆｉｇｌ５２－５）、打製石雛

(Fig.１５２－６．７)、磨製石斧（Ｆｉｇｌ５３－ｌ)、不明磨

ご星
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Fig.１４８１１１層出土遣物実測図１（縮尺１／３）
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Fig.１４９１１１層出土遺物実測図２（縮尺１／３）
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Ⅲ－４Ⅲ層出土の遺物
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遺構の存在が推定されるが、Ⅳ層上面では掘り込み等

は確認できなかった。

鉄器には、ヤリガンナと考えられる破片（Ｆｉｇ

ｌ５６－ｌ）、小さな三角形の板状の鉄器（Fig.１５６－２）、

細い棒状の鉄器（Ｆｉｇ．１５６－３）がある。この他、

CX-3-25区Ⅲ層上部、CZ-14-l4区Ⅲ層上部で鉄片１

点、DB-l3-9区Ⅲ層中部で薄い板状の鉄片、ＣＹ－ｌ５－

５区Ⅲ層上部、DG-15-6区Ⅲ層で直径５mmの細い棒

状の鉄器片が出土している。しかし、いずれも細片化

しており図示できなかった。

また、鉄津の残片（Fig.１５６－４～１０）が点々 と出

土している。その中には、塊形津の破片（９．１０）も

含まれる。推定径は径７～１０cmである。この他、図示

していないが、CZ-l4-lO区Ⅲ層中部、CZ-l4-l4区Ⅲ

層最下部、CZ-14-18区Ⅲ層上部、DC-14-24区Ⅲ層

中部、DB-14-20区Ⅲ層上部で、小指先大の鉄津小片

が出土している。

）

７

製石器（Ｆｉｇｌ５３－２）、石製投弾（Fig.１５２－３）、石

製円盤（Fig.１５２－２）、砥石（Ｆｉｇｌ５５－１）、蔽石

(Fig.１５１－３、Ｆｉｇｌ５５－４．５）、磨石（Fig.１５５－

２．３）、サヌカイトのスクレーパー（Fig.１５３－３～

５)、緑色片岩の石片（Figl51-4～10、Fig.154-4

～７)、サヌカイトの石片（Figl54-l～３）がある。

弥生時代中期後葉～後期前葉を中心とする時期、もし

くは古墳時代後期に伴う石器および石製品であるが、

個々の詳細な時期は確定できない。

その中で、ＤＧ－１７－６区では、１ｍ四方のⅢ層中部

～下部から、石庖丁２点、蔽石１点、緑色片岩の石片

が集中して出土した（Fig.１５１－１～１０)。１は杏仁形

石庖丁で、両側の挟り部は剥離調整を施したままであ

り、最終仕上げ段階の未成品と考えられる。また、２

も石庖丁の欠損品。３は敵石。４～10は緑色片岩の石

片で、片面に自然風化面を残し、厚さ４～１１mmで、石

庖丁の製作残津と考えられる。石庖丁の製作に関わる

有
ａ

Fig.１５０１１１層出土遺物実測図３（縮尺１／３）
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Fig.１５３１１１層出土遣物実測図６（縮尺２／３）
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Fig.１５５１１１層出土遺物実測図８（縮尺１／２）
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Fig.１５６１１１層出土遣物実測図９（縮尺２/３）
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Ⅳ自然遺物の同定と検討

Ⅳ自然遺物の同定と検討

今回の調査では、弥生時代の遺構の埋土に炭化物や

焼土が多く混じり、古墳時代後期の遺構からは鉄津が

点々と出土するとともに鍛冶炉と考えられるSF-41が

発見された。そのため、遺構の埋土を水洗選別し、食

物残津や鍛冶にかかわる微細鉄片をできるだけ採取す

ることとした。その結果、多くの炭化種子や炭化材、

獣歯骨、鉄津を確認できた。その一部についての同定

を㈱古環境研究所に委託して実施した（Tab､３)。

以下は、㈱古環境研究所による自然遺物の同定結果

127

報告である。

Tab､３自然遺物同定一覧
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（１）はじめに

植物の種子や果実は比較的強靭なものが多く、堆積

物や遺構内に残存している場合がある。堆積物などか

ら種実を検出し、その種類や構成を調べることで、過

去の植生や栽培植物を明らかにすることができる。

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、雁

の部分がくぼむ。表面には数本の筋が走る（PＬ２８－

２－②～④)。

オオムギHbrdeumvu1gareL・果実（炭化）

イネ科

炭化しているため黒色で、楕円形を呈す。腹部の端

には庇がある。背面には縦に一本の溝がある。側面の

形は曲率が大きく、肥と旺乳との接する輪郭線は山形

である（PL28-2-⑤～③)。

（２）試料

分析試料は、SC-08内のSK-126（試料１，５，１１，

１３，１４)、SC-28（試料６７，７１，７４，７７，７８)、SC-30

(試料８４，９０，９２)、SC-41（試料１０３，１０４，１０５，１０９、

１１２，１１３)、ＳＫ－ｌ２３（試料123)、SP-558（試料127)、

およびSP-349（試料135）から出土し

た水洗選別済の種実である。 Tab､４文京遺跡13次調査出土種実同定結果

２

（３）方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で

観察し、形態的特徴および現生標本

との対比によって同定を行った。結

果は同定レベルによって科、属、種

の階級で示した。
NcLl １ １

N０．５ ２

２

（４）結果

①分類群

分析の結果、樹木１，草本２の計

３分類群が同定された。学名、和名

および粒数をTab､４に示し、主要な

分類群を写真に示す（ＰＬ２８－１）。以

下に同定根拠となる形態的特徴を記

す。

〔樹木〕

ブドウ属Vrtis種子（炭化）

ブドウ科

茶褐色で卵形を呈し、先端がとがる。

腹面には二つの孔があり、背面には

先端が楕円形のへそがある（PＬ２８－

２－①)。

〔草本〕

イネOryzasativaL・果実（炭化）

イネ科

６

１

] １

１出土種実

ざ）
２

８

２

７

４ ４

1４

６

８

４

２１ １

４

３ ３
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（５）所見

分析の結果、SC-08内SK-l26の試料ｌ、SC-28の

試料67、SK-123の試料123の３点はオオムギ、SC-O8

内SK-l26の試料14はブドウ属と同定され、その他の

試料はすべてイネと同定された。

〔文献〕

･笠原安夫（1988）作物および田畑雑草種類．弥生文

Ⅳ自然遺物の同定と検討

化の研究第２巻生業，雄山閣出版，ｐ１３１－１３９．

．南木睦彦（1991）栽培植物．古墳時代の研究第4巻

生産と流通Ｉ，雄山閣出版株式会社， p､１６５－１７４．

･南木睦彦（1993）葉・果実・種子．日本第四紀学会

編,第四紀試料分析法,東京大学出版会,ｐ276-283.

．吉liI奇昌一（1992）古代雑穀の検出．月刊考古学ジャ

ーナルNo.３５５，ニューサイエンス社，ｐ､２－１４．

.渡辺誠（1975）縄文時代の植物食．雄山間l87p．

２出土樹種

（１）はじめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体

であり、解剖学的形質の特徴から概ね属レベルの同定

が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移

動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定

が可能であり、遺跡から出土したものについては木材

の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

（２）試料

分析試料は、SC-25、SC-28、SC-39、SC-41、

SK-01、SP-348、SP-558、Ⅲ層中部から出土した１７

点の炭化材である。

（３）方法

試料を割折して新鮮な基本的三断面(木材の横断面、

放射断面、接線断面）を作製し、落射顕微鏡によって

50～１０００倍で観察した。同定は解剖学的形質および現

生標本との対比によって行った。

（４）結果

Tab､５に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を

示す（P１２９．３０)。以下に同定根拠となった特徴を記

す。

①マツ届複維管束亜属

PinussubgenDiploxylonマツ科（PL29-①）

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹・

脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成される針葉

樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道

が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放
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射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である

が、水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。

マツ属複維管束亜属には､クロマツとアカマツがあり、

どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する常

緑高木である。材は水湿によく耐え、広く用いられ

る。

②クマシデ属イヌシデ節

CarpinussectCaZpinusカバノキ科（PL29-②）

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは数個放射

方向に複合し、全体として放射方向に配列する放射孔

材である。集合放射組織が見られる。

放射断面：道管の穿孔は、単穿孔である。放射組織

は同性である。

接線断面：放射組織は、同性でｌ～３細胞幅のもの

と、集合放射組織からなる。

以上の形質よりクマシデ属イヌシデ節に同定され

る。落葉の中高木で、北海道、本州、四国、九州の山

野に分布する。

③シイ届CastanQpsisブナ科（PL29-③）

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管がやや

疎に数列配列する環孔材である。晩材部で小道管が火

炎状に配列する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏

細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型のもの

が存在する。

以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本州

(福島県、新潟県佐渡以南)、四国、九州に分布する常

緑高木で、高さ20ｍ、径1.5ｍに達する。材は耐朽、保



Tab､５文京遺跡13次調査出土樹種同定結果

試料．Ⅳ０ 催:弓遺構 時期 結果（学名/荊幾〉
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存性やや低く、建築、器具などに用いられる。

なおシイ属には、スダジイとツブラジイがあり、集

合放射組織の有無などで同定できるが、本試料は小片

で広範囲の観察が困難であったことから、シイ属の同

定にとどめた。

④コナラ届コナラ亜届

Que１℃ussubgen､Lepidobajanusブナ科

横断面：年輪のはじめに大型の道管が、１～数列配

列する環孔材である。晩材部には小道管が見られるが

不明瞭である。早材部から晩材部にかけて道管の径は

急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏

細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のも

のと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質より、コナラ属コナラ亜属に同定される。

コナラ属コナラ亜属にはコナラ節とクヌギ節があり、

小道管の形および配列などにより同定できるが、本試

料は小片で保存状態が悪く、細部までの観察が困難で

あったことから、コナラ属コナラ亜属の同定にとどめ

た。コナラ属コナラ節には、カシワ、コナラ、ナラガ

シワ、ミズナラなどが、コナラ属クヌギ節にはクヌギ、

アベマキなどがある。落葉高木で、高さ１５ｍ、径60cｍ
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程度に達する。材は強靭で弾力に富み、建築材、器具、

農具などに用いられる。

⑤コナラ属アカガシ亜属

Quercussubgen・Cycjobajanopsisブナ科（PＬ

30-①）

横断面：中型から大型の道管が、１～数列幅で年輪

界に関係なく放射方向に配列する放射孔材である。道

管は単独で複合しない。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏

細胞からなる。

接線断面：放射組織は同性放射組織型で、単列のも

のと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よりコナラ属アカガシ亜属に同定され

る。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イチイガシ、

アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に

分布する。常緑高木で、高さ30ｍ，径1.5ｍ以上に達す

る。材は堅硬で強靭、弾力性強<耐湿性も高い。特に

農耕具に用いられる。

⑥ヤマグワ

MorusaustraIiSPoiretクワ科（PL30-②）

横断面：年輪のはじめに中型から大型の丸い道管

が、単独あるいは２～３個複合して配列する環孔材で

あるQ孔圏部外の小道管は複合して円形の小塊をなす。



道管の径は徐々に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、小道管の内壁に

はらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平伏

細胞であるが、上下の縁辺部の１～３細胞ぐらいは直

立細胞である。

接線断面：放射組織は上下の縁辺部が直立細胞から

なる異性放射組織型で、１～６細胞幅である。小道管

の内壁にはらせん肥厚が存在する。

以上の形質よりヤマグワに同定される。ヤマグワは

北海道、本州、四国、九州に分布する落葉高木で、通

常高さ１０～１５ｍ、径30～40cmである。材は堅硬、靭性

に富み、建築などに用いられる。

⑦サクラ属且皿ｕｓバラ科（PL30-③）

横断面：小型で丸い道管が、単独あるいは２～３個

放射方向および斜め方向に複合して散在する散孔材で

ある。道管の径は、早材部から晩材部にかけてゆるや

かに減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔で、道管の内壁には

らせん肥厚が存在する。放射組織は、同性に近い異性

である。

接線断面：放射組織は、異性放射組織型でｌ～４細

胞幅である。

Ⅳ自然遺物の同定と検討

以上の形質よりサクラ属に同定される。サクラ属に

は、ヤマザクラ、ウワミズザクラ、シウリザクラ、ウ

メ、モモなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分

布する。落葉の高木または低木である。

（５）所見

分析の結果、マツ属複維管束亜属４点、コナラ属ア

カガシ亜属３点、サクラ属３点、ヤマグワ３点、コナ

ラ属コナラ亜属２点、クマシデ属イヌシデ節１点、シ

イ属１点が同定された。

〔文献〕

佐伯浩・原田浩（1985）針葉樹材の細胞木材の構造，

文永堂出版，ｐ20-48．

佐伯浩・原田浩（1985）広葉樹材の細胞木材の構造，

文永堂出版，ｐ､49-100．

島地謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製品総覧，

雄山閣，ｐ２９６

山田昌久（1993）日本列島における木質遺物出土遺跡

文献集成，植生史研究特別第１号，植生史研究会，ｐ，
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３出土動物遣存体同定

（１）はじめに

一般に日本の国土は火山灰性の酸性土壌に広く覆わ

れ、動物遺存体の保存条件には恵まれていない。この

ため、遺跡で動物遺存体が出土するのは、貝塚、石灰

岩地帯の洞穴や岩陰が代表的で、近年では湿地環境の

遺跡や遺構からも多くの動物遺存体が報告されつつあ

る。一方、乾燥した沖積地遺跡では、ほとんどの動物

遺存体が長い年月の間に腐食して土に還ってしまって

いるが、動物の歯、特にエナメル質は、動物骨格の中

でも腐食に強く、大きく堅固なウシやウマの臼歯のエ

ナメル質が乾燥環境から出土する例も珍しくない。ま

た、微細な魚骨の歯のエナメル質は、発掘中に肉眼で

採集することは不可能で、遺構の埋土を１ミリ以上の

フルイの面上で洗うことが必要である。こうしたⅡ甫乳

類の歯のエナメル質、灰化して無機質化した微細な魚

骨から種類を同定し、その生態的情報を援用して当時

の環境を復元したり、過去の人々の生業や食生活を知

1７１

ることができる。

（２）試料

試料は、SC-25､SC-30、Ⅲ層中部､SC-l4、SC-l8、

Ⅲ層下部から出土した８点の魚類・動物の歯である。

（３）方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特

徴および現生標本との対比によって同定を行った。

（４）結果

①分類群

分析の結果、タイ類の椎骨と遊離した歯、マダイの

歯骨、およびウマやウシの臼歯のエナメル質が同定

された。分析結果をTab､６に示し、主要な分類群を写

真に示す（P1.31-32)。



Tab､６文京遺跡13次調査出土動物遣存体同定結果

試料Nｕ 出ｋ遺構 時期 小分類 学名 種類 部位 部分 備考

4９ SＸ－６ 古jlIi後期 タイ科 Sparidac 魚類 遊離歯

9４ ＳＸ･６８ 貯載後期 マダ"１ 必錘妬ｍａ血． 魚類
歯骨（左）

椎骨
左術骨

SＸ･･6８ 背墳後期 タイ利 Sparidae 魚類 遊離歯 尚禍

:3７ Ⅲ層 ウシ<)rフマ
ＢＯＳ営ａｕｒｕｓｏＲ。

IIilj乳類 白歯 二.ナメル破片
zjquuscabahls

138 皿曽 ウシ Bostaurus

139 SC･肌貼り床 古墳後期 ウマ 助uus“ぬAIS

二4０ SC-18貼り床 古墳後期 ウマ EbulJsca”〃ｓ

:４１ Ⅲ層 ウマ〈？） 助uuscaba/uｓ

〔魚類〕

タイ科Sparidae遊離歯（試料49,95、PL31-①）

マダイPagrusmajor歯骨、椎骨（試料94）

椎骨は腹椎に近く、現生標本との比較によりその大

きさは、体長約40cm位の大型のものである（ＰＬ３１－

②．③)。

〔Ⅱ甫乳類〕

ウマEquuscabaﾉｕｓ臼歯（試料139,140）

ウマの左上顎第四前臼歯（PM4）を同定した。ウマ

の前臼歯（小臼歯）と後臼歯（大臼歯)、特に第４前

臼歯と第１後臼歯とは大きさや形状が酷似し、その他

の部位であってもエナメル質の破片だけからは、種名

の同定も困難な場合がある（PL31-⑥、32-①。②)。

ウシBosTaurus（試料138）

下顎臼歯のエナメル質破片が３個体分出土してい

る。そのうち一例は比較的残存状態が良く、岐頭の先

端が丸いままで岐合面の岐耗は見られない。したがっ

て、この臼歯の上には乳臼歯が残り、歯槽内で成長中

の段階だったと考えられる。他のエナメル破片も同一

個体と思われるが、部位の決定はできなかった。この

個体の年齢は永久歯が生え揃う以前の2.5歳未満と思

われる（Pl31-⑤)。

ウシまたはウマ（試料137,141）

未前出で残存状態が悪いため、ウマ（？）あるいは

ウシorウマとした（PL32-③．④)。

②動物遣存体の特徴

分析の結果、魚類ではタイ科の歯骨、椎骨、遊離歯

が同定された。また、１１甫乳類ではウマとウシの臼歯破

片が同定された。
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IIili乳類 臼歯

浦乳類 門歯..見顎

|浦乳類 臼歯鳥顎

哨乳類 臼歯jz顎

;Ｚｉ歯.エナメル

破片・求萌催

P４Ｍ二（左）

-『・う･メル破片

末崩出

3本分

第４前臼歯ﾉー

節ｌ後臼歯

2本分

ユ本分

タイ科には、マダイ、クロダイ、ヘダイ、チダイな

どが含まれ、その前上顎骨や歯骨の岐合面には丸い小

さな臼歯がびっしり生えている。この岐合面の臼歯が

索餌の際などに遊離して脱落しても、前上顎、歯骨と

もにその内部に多くの臼歯が生育しており、すぐに生

え替わる。したがって、前上顎骨、歯骨とも、その内

部の歯も考慮に入れると非常に多くの歯をもっている

ので、水洗選別で多くの遊離歯を得ることができたと

しても、その本来の個体数を算定することは困難であ

る。

ロ甫乳類については､すべて歯のエナメル質の破片で、

ウシ、ウマ、およびどちらとも同定できないものであ

った。ウシとウマのそれぞれｌ例は、未前出で乳歯が

まだ残る段階の２５－２歳以下の若い個体であったと

考えられる。ウシの臼歯は３本が存在したが、その１

例の岐耗面に摩耗が全く見られず未前出であることか

ら、おそらく２５歳未満と考えられる。ウシorウマとし

たものは、すべてエナメル質の破片だけで、歯を構成

する他の象牙質、セメント質は残っておらず、上下の

顎骨も消失し､エナメル質が土圧で破片となっていた。
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Ｖ調査のまとめ

ｌ弥生時代

今回の文京遺跡13次調査では、弥生時代中期後葉～

後期前葉を中心とする遺構と遺物が出土している。そ

の中で、注目すべき調査成果として、ＳＣ－８に伴って

出土した炭化種子、SK-29から出土した土器焼成失敗

品、調査区北端で出土した直径25～27cmと30cmの立柱

痕跡を確認できたSB-51がある。それぞれの評価と、

今後の文京遺跡の調査にかかわる問題点をまとめてお

く。

（１）ＳＣ－８出土の炭化種子

調査区南西隅のDG-12～14区で出土したＳＣ－８は、

直径約65ｍの弥生時代後期初頭の円形住居跡である。

SP-129・’３０．１３３を主柱穴とする６本柱構造を復元

できる。その中央には揺り鉢状に窪む不整楕円形の

SK-126が位置し、炉跡と考えた。SK-126の南側には、

床面に掻き出されたように焼土や炭化物片が多く混じ

る土層がみられた。そこで、これらの土層に混じる食

物残津を検出するために、埋土の水洗選別を行い、多

くの炭化物片の出土を確認した。その中でも肉眼で炭

化種子と考えられる資料を同定したところ、炭化米３

点、炭化オオムギ１点、ブドウ属の炭化種子１点が同

定された。これまでの文京遺跡の調査では'２次調査

SＫ－３３．３４号貯蔵穴で弥生時代中期末～後期初頭の土

器とともに大量の炭化米が出土しているので、炭化米

が出土することは予想していたが、炭化オオムギの出

土は注目される。

弥生時代のムギ類は、福岡市板付遺跡の弥生時代前

期初頭～前葉の環壕内から検出されたムギ類の花粉化

石をはじめ、後藤直による弥生時代の炭化植物遺体の

集計では、５５遺跡（ムギ類１３遺跡、コムギ15遺跡、オ

オムギ27遺跡）から出土している(識!)。イネが出土し

た259遺跡に対して、ムギ類の出土事例は少ないが、

コメを補完する食物としてムギ類が栽培されていたこ

とを知ることができる。今回のオオムギの出土によっ

て、文京遺跡の弥生時代集落周辺に水田遺構だけでは

なく畑遺構が営まれていることを考え調査を進める必

要が生じてきている。
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（２）SK-29出土の土器焼成失敗品

SK-29は、残存長095ｍ、幅1.45ｍ、深さ15cmを測

る長方形の土壌である。弥生時代後期前葉～中葉の土

壌で、焼成破裂土器片と層状焼成破裂をおこした壷が

出土した。

こうした焼成破裂土器片や層状焼成破裂土器の焼成

失敗品は、再利用されずに焼成場周辺に廃棄されてい

ると考えられ、土器焼成や土器づくりの場を特定でき

る資料である。

文京遺跡では、弥生時代中期後葉～後期初頭、東西

300ｍ前後、南北200ｍほどの広がりをもつ大規模・密

集型の集落が営まれる。１２次調査区では、焼成破裂土

器片や焼成時破損土器が出土し、焼成破裂痕に破裂土

器片が接合する事例もある。さらに、土器づくり用と

考えられる灰黄色の生粘土塊が土壌内に埋置された土

壌も確認されている。こうした資料から、弥生時代中

期後葉～後期初頭には12次調査区周辺に土器の焼成と

生産が行われていた工房区域が想定されていた｡また、

当該期の婆の中で特徴的な形状をもつ事例から、文京

遺跡で生産された土器の基本的な供給圏は、文京遺跡

を中心として展開する東西２km、南北１kmほどの道後

城北遺跡群におさまることが明らかにされている(註2)。

今回の調査で出土した資料は、弥生時代後期前葉～

中葉のものであり、これまで知られてきた土器焼成失

敗品よりも若干新しい時期の資料である。その点から

は、地点を移動しながら継続して土器生産が行われて

いたことを指摘できる。

今後、文京遺跡で生産されたことが確実な土器の形

状や文様の詳細な特徴を明らかにすることと、さらに

胎土分析で胎土の特徴を把握することで、想定されて

いる土器の供給圏の検証や、文京遺跡や道後城北遺跡

群をこえた土器づくりの技術交流の様態を検討し、松

山平野における文京遺跡の弥生時代集落の位置付けを

より鮮明にできるものと考える。本報告では、その基

礎作業として、一括性の高い遺構ごとに、出十十器に

施された凹線文の施文方法に注目して、その特徴の把

握に努めた。
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しかし、前述したように当該期のｌ×ｌ間やｌ×２

間の小型掘立柱建物や竪穴式住居跡の立柱痕跡は直径

15～20cmであることが一般的で、SB-51の立柱痕跡は

２倍の大きさで、大型の建物であることが考えられ

る。

周辺では、西側20ｍの３．７次調査区で２棟の大型

掘立柱建物が確認されている（Figl57)。その掘り形

の規模はSB-51と共通するが、立柱痕跡の直径は30～

40cmで、一回り大きい。そのため、SB-51を大理押す
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（３）SB-51と文京遺跡３．７次調査出土の大型掘

立柱建物

調査区北端のDF-23区で出土したSP-395.399は、

径65～70cmの掘り形をもち、直径25～27cmと30cmの立

柱痕跡を確認でき、SB-51として報告した。出土土器

は細片ばかりで量も少ないが、弥生時代中期後葉～後

期初頭に比定できる。ただし、SB-51が営まれた部分

の調査範囲は狭く、建物の全体像を明らかにすること

はできなかった。
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Fig.１５７１３次調査SB-51周辺の遺構配置図（縮尺１/400）
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Ｖ調査のまとめ

１７５

（１）古墳時代後期の集落の変遷

ところで、古墳時代後期の遺構に伴う須恵器、その

中でも坪身は、田辺昭三編年(謎3)にしたがうとＴＫ－ｌＯ

～ＴＫ－２１７型式段階、中村浩編年(註4）ではⅡ型式２段

階～６段階、６１世紀中頃～７世紀前半の時間幅の中に

おさまる。ところが、田辺編年や中村編年とは異なる

特徴も見出せる。そこで、遺構の切り合い関係を基準

として古墳時代後期の遺構群の分期を行い、これに伴

~i〕；柱建物とするには篇路する。

ほぼ同じ大きさの掘り形や立柱痕跡が確認されてい

るのは、北側40ｍに位置する１８次調査Ｂ区南端で出土

したSB-740である（Fig.１５７．１５８)。１８次調査SB-

740は、３×３間の掘立柱建物で、四隅の柱穴がSB-

51とほぼ同じ規模をもち、大型の高床倉庫と考えられ

る。今回出土したSB-51も同様な建物である可能性が

高い。

そうなると、３．７次調査で出土した弥生時代中期

後葉～後期初頭に営まれる大型掘立柱建物は、単独で

営まれたのではなく、周囲に比較的大型の倉庫群が付

属することが想定できる。こうした大型掘立柱建物に

倉庫群が伴うことは、岡山県窪木遣跡で出土した弥生

時代後期前葉の壷に描かれた線刻絵画からも復元でき

る。今後、周辺の調査が進むことで、文京遺跡におけ

る当該期の大規模・密集型集落における中枢部分の解

明が進むものと考えられる。
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う出土須恵器､とくに坪身の型式の特徴を明らかにし、

当該期の集落の変遷を整理した。

さて、坪身は形状的な特徴からＡ～Ｅに区分できる

(Fig.159)。坪身Ａは、口径13～14cmで、器高５cm前

後で、口縁立ち上がり部は緩やかに内傾し、口縁端部

を回転横ナデする結果、内面に浅く細い段状の沈線が

巡るものがある。坪身Ｂは、口径12～１３cmで、杯身Ａ

と比べて口縁立ち上がり部が短めで内傾度合いも強

い。口縁部の立ち上がりが長く、口径が小さめなもの

もあるが、受け部径は一定している。また、坪身Ａと

ともに、口縁端部の回転横ナデで内面に浅く細い段状

の沈線が巡るものが含まれる。坪身Ｃは、坪身Ｂと同

じく口径１２～１３cmであるが、口縁立ち上がり部が短く

高さも低い。また、器高が低く身が浅いものが含まれ

る。坪身Ｄは、口径１０～115cm、器高３５～４cm前後と

小型で、口縁の立ち上がりは短く、高さも低い。立ち

上がり部の断面が低い三角形状のものがある。坪身Ｅ

は、坪身Ｄよりも小型で、口径９cm、器高a5cm前後

を測り、口縁の立ち上がりは短く低い。坪身Ｄと同じ

く、口縁の上がり部の断面が低い三角形状のものがあ

る。

今回の調査におけるもう一つの調査成果は、古墳時

代後期の集落遺跡を調査できたことである。建物本体

部分にあたるＣＸ～DG-11～15区で、竪穴式住居跡１５

棟・掘立柱建物１３棟・杭列（柵？）３条・土壌などが

出土している。これらに、鍛冶炉SF-41や、性格不明

の炭化物や焼土の集積が伴うと考えられる。

ところが、これらの遺構は古墳時代後期の時間幅の

中で幾重にも重複し、出土遺物の大半が遺構廃絶後の

埋没過程で流入・混入したものである。弥生時代だけ

ではなく古墳時代中期の５世紀代の遺物さえ混入して

いる。そのため、単純に出土土器から、さらに細かな

時期を比定することはできない。
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Fig.15818次調査Ｂ区SB-740遺構実測図（縮尺１/100）
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